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ウチの彼女が中二で困ってます。２








日の原裕光







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「はーぁ……最近、転校生の来るペースが悪いわねえ」

　俺の隣となりでポニーテールの先っぽをクルクルいじっているのは、学校屈くつ指しの美少女にして『中二病を楽しむ会Ｔ２Ｔ』の会長、夜や会かい陽ひ成な美みだ。

　俺は屋上に陽成美が勝手に設置したＴ２Ｔ本部テントの床ゆかに寝ね転ころがりながら、陽成美の顔を見上げた。

「こないだ俺が来たばっかだろ。それに最近、なんとかって言うちゃらい男も転校してきたろ」

　なんなの？　もう俺には飽あきたの？

「慧けいは別に中ちゆう二に病びようで困ってないじゃない。そのちゃらい奴やつもイマイチなのよねぇ。特に困ってる様子もないし。はぁ～面おも白しろいコ、入ってこないかしら」

　陽成美はちゃぶ台に肘ひじをつき、俺を見下ろしている。

　中二病とは、正式名めい称しよう『中ちゆう枢すう神しん経けい第だい二に覚かく醒せい症しよう候こう群ぐん』。思春期の少年少女に発現し、特とく殊しゆな能力を使えるようになる現象の総称だ。能力に目覚めることへのデメリットも大きく、世間的にも疎うとまれることが多いため、中二病に目覚めたことで困っている人は多い。

　そんな俺も中二病に目覚めた頃ころは色々と苦労をした。

　当時からクールだった俺はあれやこれやの苦難を乗り越こえた末、中二病を楽しむことに決めた。

　そして、陽成美に出会ってからは、中二病で困っている人を助けようと決めたんだ。

「むしろ俺は中二病にかかって良かったとすら思ってるくらいだけどな。おかげで陽成美にも会えたしな」

「な、なななな何言ってんのよ！」

　陽成美は顔を真っ赤にして口をぽかんと開けている。

「中二病で誰だれかを助けようだなんて考え、俺だけじゃ思いつかなかったからな。陽成美と出会えたおかげで、クールな俺に向かってまた一段ステップアップだぜ」

「ああ……そういう意味……ウン、ソウネ……」

　なぜそこでゲンナリした表情!?

「中二病で困ってる奴なら、転校生なんて待たなくても校内にいっぱいいるだろ」

「在校生はねぇ……あたしが近づくと逃にげるのよねえ。せっかく助けてあげようってのに」

「ああ……うん、そうだろうな……」

「なぜそこで納なつ得とくしちゃうの!?」

　陽成美が中二病患かん者じやのことを考えて行動してるってのは本当だ。短い期間とはいえ、迷めい惑わくをかけられつつも近くで見てきた俺にはわかる。

　だが、結果として事態をややこしくしているというのもまた事実。事実というか、むしろその性質が校内で有名になりすぎて『ヤッカイさん』などと呼ばれる始末だ。

「在校生がダメだから転校生を毒どく牙がにかけようってのか」

「別に在校生を諦あきらめたわけじゃないんだからね！」

「毒牙にかけるってところを否定しろよ！」

「そこは否定するまでもないでしょ。毒牙じゃなくて救いの手なのに、勘かん違ちがいとすれ違いって悲しいわね……」

　儚はかなげな表情をする陽成美だが、芝しば居いがかっていて大変わざとらしい。

「はいはい。悲しい悲しい」

　こういう時は軽くあしらうに限る。

　…………。

　てっきりすぐツッコンでくるかと思ったが、俯うつむいた陽成美は顔を上げようとしない。

　心なしか、小さく肩かたが震ふるえているような……。

「慧まで……そんなこと言うの？」

　小さくかすれた声が陽成美の口から漏もれた。

　しまった……陽成美が本気で中二病患者のために行動してるってのはわかってたじゃないか。上う手まく行かなくてあがいてるってことも。だから、俺だけはどんな時だって味方になってやらなきゃいけないってのに……こういう冗じよう談だんだけは言ってはいけなかったんだ。

「ごめん陽成美……」

「いいの、あなたにわかってもらえてるだけで」

　滅めつ多たに見せることのない陽成美のしおらしさに、心臓がどきりと跳はね上がる。

「何かお詫わびをしたいな」

　ちゃんとこういったケジメをつけられるのも、クールな男の必要条件だ。

「じゃあ職員室に行って転校生の情報調べてきて」

「おう、わか──はい？」

　俺が間の抜ぬけた声を出すと、陽成美はぱっと顔を上げた。全開の笑え顔がおである。

　あれえ!?　だまされた！

「やっぱり、困ってる転校生がいたら真っ先に助けてあげなきゃね」

「意訳すると、自分の評判を吹ふき込まれる前にこちらの陣じん営えいに取り込もうってわけだな？」

「誤訳もいいとこだわ！　困ってたらちゃんと助けるし、陣営に取り込むかどうかは本人を見るまで判断保留よ」

　だいたいあってるじゃねえか。

「どうせすぐに本ほん性しようばれると思うんだけどなあ……」

「いいからさっさと行く！」

「くそう！　しおらしいさっきの陽成美に戻もどってくれよ！」

「なに騒さわいでるの？　テントの外までものすごい声が響ひびいてるわよ」

　俺と陽成美が言い争っているところにやってきたのは学園一の巨きよ乳にゆうにして恋こいに生きる乙おと女め、神かん無な宮みや絵え麗れ奈なだ。

「なにこの休日の熟年夫ふう婦ふみたいな空気は……」

　絵麗奈は、寝転がって陽成美にツッコム俺と、ちゃぶ台から俺に無茶ぶりをする陽成美をげんなりした顔で見下ろしている。

「失礼ね！　あたしはまだ高校生よ！」

　陽成美がばんっ、とちゃぶ台を叩たたいた。

「ツッコムのそこじゃねえだろ！　陽成美と夫婦とか冗談じゃない。毎日こき使われるのが目に見えてる！」

「そ、そーよそーよ！　こんなヤドロク、こっちから願い下げよ！」

　そのツッコミだと夫婦だって認めてるようなものなんだが！

「ヤドロクって……それこそ女子高生の使う言葉じゃないわよね……」

　絵麗奈のツッコミももっともだ。

「はぁ……まあいいわ。今日はどんな下らないことで言い争っていたの？」

「くだらなくなんてないわ！　…………で、なんだったっけ？」

　いや、俺に聞くなよ。

「転校生が来ないとかどうとかって話だろ」

「そうそう。ぜひ魅み力りよく的な転校生が来るよう、職員室で交こう渉しようしてきてって話だったわね」

「ハードル上がってるし！　一いつ介かいの生徒にどうしろと!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。慧はＴテイー・２ツーＴ・テイー会員よ」

「非ひ公こう認にん組織だからココ！」

　なんの足しにもならないどころか、マイナス効果しかないからな！

　一人増えてさらに混こん沌とんとしたテントへ、Ｔ２Ｔ最後のメンバーがやってきた。

「ニュースだよー！　転校生が来るって！　もうすぐ電車が着くらしいんだよ！」

　金きん髪ぱつ天才飛び級ゴスロリ少女のベルヴァーナ＝トエル＝ケテルシュタイン＝花はな村むら、通称ベルだ。

　今日は唇くちびるに真っ赤なルージュを塗ぬり、頰ほおに十字傷をペイントしている。どういう設定なのかはめんどくさいから聞かないでおこう。

「やった！　本当なの？　ベルちゃん！」

　陽成美が指をパチンッと鳴らした。

「間違いないよ。幼女好きな先生が自じ慢まんげに話してくれた情報だから。えへへ、十字傷でちょっとかわいい顔すると、色々面白いこと教えてくれるんだぁ」

　この通り、あざとさを前面に押し出したキャラクターは万人に受けている……なんてことはなく、バレバレすぎてみんなにあきれられている。

　そんなことより、ベルに情報をリークしまくってる先生ってのがヤバイような気がするんだが。十字傷のロリっ娘こが好きとか、どうがんばってもフォローできない。早めに通報しといた方がいいんじゃ……。

「今日の活動内容が決まったわね！　転校生を確保すること！　いいわね！　ほら慧！　いつまで寝っ転がってるの！」

　立ち上がった陽成美は、ビシッと俺を指差した。しかたなく俺も起き上がる。

「転校生ってのは俺も気になるけどさ。確保って……せめて接せつ触しよくとかじゃないんだ」

　実際やるのは下手すると拉ら致ちだよな。

「何事も最初が肝かん心じんだからね！」

「うん、そこだけ切り取ると間違ってないんだがな。だったらもっと穏おん便びんに行くべきだと思うんだ」

「様子を見るのも大事だけどね、攻せめると決めたら一気にいかないと逃げられるわよ」

「完全に狩人かりゆうどの発想だそれ！」

「しのごの言ってないで転校生を迎むかえにいくわよ！　あたしと慧は駅へ。絵麗奈とベルちゃんは、転校生がもう来ちゃってるかもしれないから、寮りよう長ちようさんへインタビューしてきて。寮長さんなら何か情報を持ってるはずよ」

「ちょっと！　勝手にチームわけしないでよ！」

「そうだよひなみおねえちゃん！　ベルもけいおにいちゃんと一いつ緒しよがいいよ！」

「べ、別に私は慧と一緒がいいって意味で言ったわけじゃないわよ!?」

　絵麗奈とベルが抗こう議ぎの声を上げた。すかさず陽成美が反論する。

「決定方法に特別な目的なんてないけど、女なら初志貫かん徹てつ！　一度決めたことは曲げないのがクールって奴やつよ。ね？」

　たしかに俺はクールキャラだがそこでこっち見られても！

「ま、まあな……」

　クールと言われては頷うなずかざるをえない。とりあえず首を縦に振ふってみた。

「じゃあ散会！」

　陽成美の合図で俺たちはぞろぞろとテントを出た。

　ところで、今日は日曜日なわけだが、みんな遊ぶ友達いないのか？







　第一章　Ｔテイー・２ツー・Ｔテイーへようこそ







　俺と陽ひ成な美みは人ひと気けの少ない日曜の校庭を並んで歩く。正面玄げん関かんから駅へと延びる銀杏いちようの並なみ木き道は見み渡わたす限り俺たちしかいない。

「ここって、秋になったら綺き麗れいなんだろうなあ」

　今は緑だが、きっと鮮あざやかな黄色に染まるのだろう。

「そうね。Ｔ２Ｔメンバーが誰だれも欠けることなく銀杏が黄色になるのを見たいものね」

　俺のつぶやきに合わせるように、陽成美が空に広がる緑を見上げた。

「そのときはきっと俺の隣となりに彼女がいるんだろうなあ」

「え……？　彼女って、もしかして……？」

　陽成美は少し歩調を緩ゆるめ、じっと俺の顔を見上げてくる。心なしか頰が赤い気がする。

　今はＴ２Ｔのおかげですっかり女子がよりつかなくなってしまったが、いずれ俺のクールさをわかってくれる人が現れるだろう。

　そう考えると、転校生を捕つかまえるってのは悪くないな。

「おう！　今度の転校生が俺の彼女になるかもしれないんだからな！　早く行こうぜ！」

「はぁ!?　バッカじゃないの！　バッカじゃないの!?　んなことになるわけないでしょ！」

　陽成美は俺を追い越こして、ずんずん歩いて行ってしまった。

　なに怒おこってんだ？







　駅へ着くと、一両編成の電車がちょうどホームにすべりこんだところだった。

　学園にやってくる電車は限られているため、転校生はあれに乗っている可能性が高い。

　俺と陽成美は線路と学園の敷しき地ちを隔へだてるフェンス越しに電車を眺ながめる。

「転校生ってどんな奴なんだろうな」

　ベルに性別くらい聞いておけばよかったな。

「かわいい女の子だったらいいわね！」

　フェンスに肘ひじをついた陽成美は、ツンと俺から顔を背そむけた。

「まだ怒ってんのかよ。陽成美だってイケメンが転校してきたら嬉うれしいだろ？」

「顔なんてどうでもいいのよ」

「口ではみんなそう言うんだ」

「中ちゆう二に病びようで困ってるところをあたしに助けられて、感謝しまくったあげくにあたしの従順な下僕しもべに志願してくるんだけど、ちょっとつれない態度をとると拗すねつつも後ろをちょこちょこついてきて、たまにやさしくしたらふんにゃり笑うようなコだったら、イケメンである必要なんてこれっぽっちもないわ」

「完全にペットだそれ！」

　イケメンよりよっぽど希少種だったわ。

　そうこうしているうちに、甲かん高だかいブレーキ音を立てて止まった電車から男子生徒が降りてきた。

　制服はこの学園のものではない、オーソドックスな学ランだ。

「なんだ、男か……」

「残念だったわね～」

　陽成美はとても嬉しそうに俺を見てきた。

　一昔前の不良のような雰ふん囲い気きを放つ男子生徒は、だらしないにやけ面づらを晒さらしながら電車の乗り口で振り返り、その体で乗り口を塞ふさぐ。

「いいだろお嬢じようちゃん、転校生どうしなかよくしようぜぇ」

　無む駄だにでかい声がここまで聞こえてくる。

「陽成美の要望にも応こたえてくれそうにはないけどな」

　ああいう人種は絶ぜつ滅めつしたと思ってたぞ。

「ふふんっ、それはどうかしらね。ああいう輩やからにからまれるのは、ヒロインに助けられるゲストキャラって相場が決まってるのよ」

　陽成美が指差したのは、男子生徒の陰かげに隠かくれた少女の人ひと影かげだった。

「自分をヒロインと言い切った件についてはスルーしておくな」

「どこもおかしい所はなかったわよね？」

　本気の顔だコレ。

　からまれている少女は小学生かと思うくらい小こ柄がらだった。

　俺はひょいと角度を変えて、男子生徒の陰から少女の顔を覗のぞき見る。

　少女はクラスにいれば人気者間ま違ちがいなし、というほどかわいらしい顔立ちをしていた。『小学校の』という限定がつくが。

　無む邪じや気きに笑ったならば、十人中十人が小学生と言うだろう。

　しかし、その切れ長の目から感情は読み取れず、これまで見てきたどんな大人よりも落ち着いた静かな雰囲気が、見た目通り小学生と判断することをためらわせる。

　人形でももう少し感情が伝わってくるだろうと言いたくなるほどの無表情が、その整った外見の魅力を半分以下にしている。

　そして、一番目を引くのは胸を含ふくめた小ささよりも、日本人の顔立ちにはアンバランスな、肩かた口ぐちで切りそろえられた銀色の髪かみだ。

　その煌きらめく美しさから察するに地毛なのだろう。複雑な家庭の事情とやらがあるのかもしれない。

　少女は無言かつ無表情のままで男子生徒の脇わきを抜ぬけようとする。

　しかし、男子生徒は脚あしで乗り口を完全に塞いでしまった。少女が脚を跨またごうとすれば、今度は男子生徒の腕うでが邪じや魔まをする。

「なぁ～いいだろう？　キミ、小学生っぽいけど小学生じゃないんだろ？　オレの目はごまかせないぜ。好みなんだよねぇ、合法ロリ！　本当はロリがいいけど、法律はちゃんと守るのがオレ様クオリティ！」

　男子生徒のしつこい誘さそいにも、少女は眉まゆ一つ動かさない。

「あの娘こも転校生か？」

「ふふふ……そうみたいね。男は……ただの変態なハズレ君っぽいけど、女の子はなかなかいけそうじゃない。銀ぎん髪ぱつで無表情とか、それだけでご飯三杯ばいよ」

　陽成美は獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのようにぺろりと舌なめずりをした。
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　女の子を助けようって表情じゃねえなあ。

　陽成美が何をするつもりかはともかく……

「あの娘を助けようってのには異論無しだぜ」

　俺がフェンスを乗り越えようと、足を上げると、

「ちょっと待って」

「ぐえっ！」

　陽成美が俺の襟えり首くびを摑つかみ、後ろへと引っ張った。

　俺は背中を地面に打ち付けた。いってえええ……頭をぶつけるところだったぞ！

「なにするんだよ！」

「もうちょっと様子を見るわよ」

「なんでだよ。いつもは問答無用で突とつ撃げきしていくクセに」

「まあまあ、アレを見て」

　口の端はしを持ち上げた陽成美は、瞳ひとみを輝かがやかせて少女の右手を見ている。

　俺も釣つられて少女の右手を見ると、そこには掌てのひらに丁度収まるくらいのぼんやり紅あかく輝く珠たまが握にぎられていた。

　どこかから取り出したそぶりはなかった。おそらく彼女の能力なのだろう。

「彼女が能力に対してどういう接し方をしているか。能力を使う様子を見ることでだいたいわかるわ」

「なるほど。自分でなんとかなりそうなら手を出さない方が本人のためってわけだな」

　ちゃんと考えてるじゃないか。さすがは我らのリーダーだ。ちょっと見直したぜ。

「もし彼女だけでどうにもならなかったとしても、もう少し引っ張った方が助けたときに効果的だしね」

　それを言わなきゃクールだったのになあ！

　少女は男子生徒に向かって何かを言った。

　小さく口が動いたのを確かく認にんできただけで、内容までは聞き取れない。

「ここからじゃ聞こえないな」

「どいて、って言ったのよ」

「耳良いな！」

　俺は内容どころか声すら聞こえなかったぞ。

「ばかねえ、聞こえるわけないじゃない。唇くちびるを読んだだけよ」

　陽成美はあきれ顔で俺を見た。

　読どく唇しん術じゆつかよ！　クールだなおい！

「なんだぁ、このウィンドウは？」

　男子生徒が何やらわめいている。ウィンドウ……？

　何かが起こっているようだが、俺は唇なんて読めないからなぁ。

「陽成美、先に行ってるぜ。『不可視の存在インビジブル・イグジステンス』……」

　能力名を呟つぶやきながら○マルの中に慧けいと書かれたシールを手の甲こうに貼はると、俺の姿がかき消えた。

　俺の能力は存在感ごと対象一つの姿を消すことができる。しかし、直接触ふれられるなどしてそこに何かあると『確信』されると能力が解けてしまう。

　俺はできるだけ音を立てないようにフェンスを乗り越え、二人に近づいていく。

　その間も男子生徒は貧困な語ご彙いで少女を口説いている。

　だが、少女は全く興味を示さない。

　俺がそろそろと近づいていくと、男子生徒が少女の腕を摑んで電車から引きずり降ろした。

　少女はたたらを踏ふみつつも、全く表情を変えずに男子生徒を見上げている。

　男子生徒の顔は怒いかりに染まっている。

　なぜ急に怒おこりだしたのかはわからないが、こりゃのんびり見物してる場合じゃねえ！

　俺は男子生徒に向かって駆かける。

　これだけ足音を立てて近づけば、触れた瞬しゆん間かん能力が解けてしまうだろう。

　だが今はそれでもかまわない！

「誰だれだ！」

　足音に気付いた男子生徒はこちらを振ふり向き、目を泳がせている。

　ん？　今視界の右下が少し光った気がしたが──まあいい、せっかくの見せ場だ。クールにキメるぜ！

　俺はホームに飛び乗ると、アホ面を晒す男子生徒に向かって、すり抜けざまにラリアットをかました。

「ぐばはぁ!?　なんだぁっ!?　透とう明めい人間!?」

　男子生徒は床ゆかをごろごろ転がりながら驚きよう愕がくの声を上げた。

　能力が解除された俺は床にひっくり返った男子生徒を見下ろす。

　くくぅっ！　久しぶりにクールな登場だぜ。

　ここで気の利きいたセリフでも言おうと身構えたところで、視界の右下にウィンドウが表示されているのに気付いた。例えるならオンラインＲＰＧの会話ログウィンドウのような感じだ。さっき光ったのはこれか？

　ウィンドウの中には次のような文字が並んでいた。





慧　　　「今日のできごとはクール日記に書いておこう。久しぶりの日記だぜ」

昭あき康やす　　「くそう！　女の子には童どう貞ていだってばれるわ、いきなり攻こう撃げきされるわ、厄やく日びか！」






「心を読まれてる!?」

　またすごい能力者が転校してきたものだ。心を読む能力に目覚める者は多いが、精度や条件の厳しさに問題があり、使い物にならない場合がほとんどらしい。

　俺が知る限りまともに扱あつかえるのは、学園の中ちゆう二に病びよう対策委員会副会長くらいだ。彼女ですら直接相手に触れなければならない。

「ええい、いくら平らでかわいい胸の持ち主でも、こんな能力持ちの女なんか願い下げだ！　次行こう！　次！」

　俺以外に表示されている名前──昭康──ってのが、このナンパ野や郎ろうのことだろう。その昭康が尻しり餅もちをついたまま後ずさる。

　なんて奴やつだ！　フられて傷心だろうから、陽成美にからまれる前に帰してやろうかと思ったがヤメだ！

「おいっ！　お前も『中二病患かん者じや』なら、能力について他人を批判するな！」

　中二病患者を集めたこの学園にいると忘れがちになるが、能力のせいでみんな大なり小なり苦労をしているのだ。その能力を批判するなんて許せない！

「お前、誰だ？」

　昭康は俺の顔をみると、小さく舌打ちをした。

「俺は不知火しらぬい慧、Ｔ２Ｔのメンバーだ！」

　この名乗りも慣れないなあ。まだちょっと恥はずかしい……。

「Ｔ２Ｔの不知火慧……まさか、ヤッカイさんを継つぐ者か！」

「なんで転校生のお前がそんなこと知って……って、なんか不ふ名めい誉よな二つ名つけられてる!?」

「転校手続きの書類に要注意人物としてチラシが入ってたからな」

　完全にマークされてるぅ！

「やったじゃない。慧も成長したものね」

　陽成美は親指をグッとたてて笑え顔がおを俺に向けつつ、俺たちから少し離はなれたところで一歩前に出たり下がったりを繰くり返している。

「なるほど、有効範はん囲いは三メートルってところね」

　陽成美が一歩踏み込むたびに、ウィンドウに陽成美の名前が現れたり消えたりしている。これを確かめていたのか。

「陽成美……？」

　ウィンドウに表示された名前を見たのだろう。ホームに降り立った少女は陽成美の名を呟くと、その顔をじっと見つめ、小首を傾かしげた。しかし、すぐに紅い珠を消すと俺達に背を向け、ゆっくり歩き出した。珠が消えると同時にウィンドウも消しよう滅めつしている。

「ちょちょちょっと待ってよ！　まさか何も言わずに去って行くとは思わなかったわ」

　陽成美が慌あわてて呼び止めるが、少女は足を止めようとしない。

「待ってってば！」

　少女の正面に回り込む陽成美に俺も続く。

「なに？」

　足を止めた少女は微び動どうだにしないまま、まっすぐに陽成美を見ている。

「あたしは夜や会かい陽成美。Ｔ２Ｔの会長よ。んで、こいつが不知火慧。部下よ」

「紹しよう介かいが雑すぎっ！」

　しかも、いきなりＴ２Ｔとか言ってもわからんだろ。ほら、この娘こも困った顔して……してねえなあ？

　少女は無表情のまま、じっと陽成美を見ている。

「ふふふ、Ｔ２Ｔに興味を持ったようね」

「あんまりそうは見えない気が──」

「Ｔ２Ｔとは、中二病を楽しむ会の略りやく称しようよ！　中二病の能力で困っている人を助け、中二病を楽しんでもらう！　それがあたし達の目的なの！」

　少女の眉まゆが微かすかに動いた。

　ほらあ、押し売りみたいなマネをするから嫌いやがってるだろ。いつものことだけどさ。

「ねえあなた、名前は？」

　少女の反応が薄うすいのにもめげず、陽成美は話しかける。コイツのこういうところは素す直なおにすごいと思う。

「……天てん川かわ二は十つ里り」

　無視するかとも思ったが、少女は静かに自分の名前を口にした。

　だが、その瞳には警けい戒かいの色が濃こい。

「二十里、って呼ぶわね。あなた転校生でしょ？　いつから登校なの？」

「月曜から」

　今日は手続きか引っ越こしといったところだろう。

「じゃあまだ学校のことは何もわからないわね。この昇しよう竜りゆう門もん学がく園えんはとにかく広いから慣れるまで大変だと思うの。だから、私達がお世話係をするわ」

　また勝手に決めてるし！　美少女を助けることに異論はないけどさ。

　俺は目だけをこちらに向けて来た二十里に肩かたをすくめてみせた。

　陽成美はこのやりとりを了りよう承しようと受け取ったのか、にこりと笑って話を続ける。

「二十里のノルマはどんな感じなの？」

　様々な特とく殊しゆ能力に目覚める中二病であるが、必ず一定期間ごとに能力を使用しなければならないというノルマが存在する。ノルマがこなせないと、能力の暴走をはじめとした様々な問題がおこる。

　偉えらい人曰いわく、自己の欲よつ求きゆうが発現した能力を使用せずにいると抑よく圧あつが強まりどーのこーの、ということらしい。

「…………最後に能力を使って一時間後から頭痛が始まる」

　二十里は答えるか少し迷ったように見えた。

「それはなかなか大変ね……」

　二十里の言い方から察するに、時間が経過するにつれて症しよう状じようはひどくなっていくのだろう。

　一時間に一回は他人の思考を覗のぞかなければならない。思考を読み取る能力は憧あこがれるが、他人の考えていることなんて見えてもろくなことにならない場合の方が多そうだ。俺は常にクールだから平気だけどな。

「これは簡単に解決できなさそうだけど……それでもあたしは二十里を助けたい！　だからと言って、あたしが心を読ませてあげるのは嫌だし」

「正直すぎだ！　そこは『読まれてもいい』くらい言ってやれよ！」

「あら、じゃあ慧はいいって言うの？」

　ふんっ、俺のクールさをなめるなよ。

「二十里さん……だったかな？　俺は平気さ、心を読まれるのなんて。俺たちＴ２Ｔは君みたいな娘達を助けるために存在しているんだ」

「じゃあお願いね」

「へ？」

「二十里のノルマ、解消してあげて」

「えええええ？　なんで俺!?」

「他人の心を見たりしたら、盗ぬすみ見た相手を嫌きらいになっちゃうかもしれないでしょ？」

「俺が二十里さんに嫌われてもいいと!?」

「それに、ちゃんと心を見る相手の許可をとらないといけないもの。あたしは許可できないし」

　人の話を聞けよ。

「俺だって許可したわけじゃあ……あれ？　さっきしたなあ！」

　誘ゆう導どう尋じん問もんだったのかあれ！

「なあに？　自分の許可だけじゃ不満なの？　しかたないわねえ。ねえ二十里、あなたが慧に能力を使うことをあたしが許可します」

　陽成美は、これでいいでしょ？　という視線を俺に向けてくる。

「なんで陽成美が許可するんだよ！　そうだ！　ベルや絵え麗れ奈なだっていいだろ。Ｔ２Ｔメンバーは俺だけじゃないし」

「彼女達じゃだめなのよ」

「なんでだよ！」

「う……それは……とにかく慧じゃなきゃだめなの！」

　理り不ふ尽じんすぎる。

　そんな俺達のやりとりを見た二十里は手に紅あかい珠たまを出現させた。

「だ、だめ！」

　顔を真っ赤にした陽成美はそれを必死で払はらいおとした。珠は地面に落ちる前に虚こ空くうへと溶とけ消えた。

「そんなに怒おこらんでもいいだろ」

　能力の使用をここまで嫌がるなんて陽成美らしくない。

「べ、別に怒ってなんてないわよ！　ただ……ああもう！　とにかく、慧が二十里の面めん倒どうをみてよね！　ちゃんとあたしも手伝うから！　二十里もいいわよね？」

　二十里は表情を変えないまま、目だけで俺と陽成美をゆっくり見比べると、コクリと小さく頷うなずいた。

　おいおい、普ふ通つう関かかわり合いになりたくないと思うだろ。

　二十里ってもしかして大物？

「おーい。オレのこと、忘れてないかー」

　すっかり忘れ去られていた昭康は……これ以上害もなさそうだし無視しておこう。







　校舎入り口で合流した絵麗奈とベルに二十里を紹介し、その日はお昼で解散となった。

「明日あしたは二十里の歓かん迎げい会かいをするからね！　各自、今日中に出し物の準備をしておくように。つまんない出し物だったら罰ばつゲームだからね！」

　そう言い放って立ち去る陽成美と、無言で去って行く二十里の背中を見送りつつ、俺は腕うで組ぐみをした。

　出し物と言っても何をするかなあ……。

　クールな男になるためにこれまで色々かじってきた俺だが、歓迎会に使うような隠かくし芸は……ううん。

「あ！　ベルは思いついちゃった～。明日を楽しみにしててね！」

　ベルはぽんっと手を打つと、走り去って行った。

　俺があれでもないこれでもないと悩なやんでいると、絵麗奈が俺の顔を覗き込んできた。

「慧は何するか決めた？」

「いや、まだ迷ってるところだ。絵麗奈は？」

「私はもう決めたわ。それで、ちょっと慧に手伝ってほしいのよ。たいしたことじゃないから。一時間後に放送室に来て。いいわね？」

　そう言い残すと絵麗奈もどこかへ行ってしまった。

　返事くらい聞いていけよ。

　手伝いをしてるうちに何か良いアイディアが浮うかぶかもしれないからいいけどさあ。







　指定された時刻に放送室に行くと、既すでに絵麗奈が来ていた。

「遅ち刻こくせずに来たわね。感心感心。はいこれ」

　絵麗奈はいつものサマードレス姿で、俺に一冊の台本を差し出してきた。俺は手て渡わたされた五十ページほどの台本をぱらぱらとめくる。

　ちなみにタイトルは『とある二人の愛黙示録ラブアポカリプス』。

　何この恥はずかしいタイトル。

「これは？」

「ふふふ……オーディオドラマの脚きやく本ほんよ。ストックの中からお気に入りを持ってきてみたわ」

「なんで？」

「歓迎会の出し物に使うに決まってるじゃない」

「それはいいんだけど。俺が訊ききたいのは、なんでオーディオドラマのストックがあるのかってことでだな……」

　そこまで言うと、絵麗奈は一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にした。

「べ、べつにどうだっていいでしょ！　こんなこともあろうかと用意してたのよ！」

　ううむ、意外な趣しゆ味みだ。まあ、他人の趣味をとやかく言うのはクールじゃないからな。そっとしておいてやろう。

「んで、どんな内容なんだ？」

　タイトルと作者が絵麗奈ってことから、どうせ……。

「もちろん恋れん愛あいモノよ！」

「ですよね」

「陽成美に二十里を紹しよう介かいされたときピーンと来たの。この娘こは恋こいをしてるってね」

　なぜ絵麗奈がうっとりするのか。

「あの無表情からよくわかったなあ」

　しかも一言二言挨あい拶さつしただけだろ。

「私くらいの恋の達人になるとね！」

「彼氏いたことないんだよな？」

「初めての彼氏は王子様のためにあけてあるのよ！　もちろんそのまま結けつ婚こんするんだけどね！　……それはともかく、二十里は陽成美に恋をしたんだわ」

「いくらなんでもそれはねえだろ！」

「そうじゃないと、陽成美の言うことを聞く理由がみあたらないもの。それに、陽成美に向けるあの熱い視線。確実に恋ね」

「たしかにじっと見てたけどさあ……」

　どちらかというと冷たい視線じゃないかなあ。

「決して同性間の恋を否定するわけじゃないけど、男性への恋も素す敵てきなモノだってことを教えてあげたいの。そのためにコレを書いたのよ」

　教育ビデオならぬ、教育オーディオドラマってとこか。

　どう考えても余計なお世話なのだが、言って聞くやつでもないしな。

「しょうがねえなあ。収録を手伝えとか言うんだろ。さっさとやっちまおうぜ」

「さっすが慧。話が早いわ」

　昇竜門学園の放送室には専門の機材がずらりと並んでいる。下手な地方の放送局よりもよほど良い機材がそろっているらしい。

　スタジオも高等部用の第一スタジオと中等部用の第二スタジオの二つがある。第一スタジオの収録ブースは教室ほどの広さがあり、そこと防音ガラスで隔へだて、今俺たちがいるこちら側はミキサーなどが設置されているコントロールルームだ。

「録音してやるからブースに入れよ」

　俺は鞄かばんからペットボトルのお茶をとりだし、ぐびりと飲み、腕まくりをした。

　録音機材を扱あつかうのは久しぶりだが、メーターがいっぱい並んでいるのを見るとわくわくする。

　録音機材は中学の時に放送室に忍しのび込み、色々いじって覚えた。ここに比べるとおもちゃみたいなものだったが、基本の操作だけならなんとかなる。

「何言ってるの？　慧も録とるのよ？　それから、お茶は喉のどの脂あぶらが流れるから水にしといてね。さあっ、気合い入れて録るわよ！」

「はい？」

　そういえば、ブースの中にはマイクが二本立っている。

　ま、まあ……ちょい役のお手伝いだろう。

「私の恋人をやってほしいの。はっ!?　じゃ、じゃなくて！　私が演じるキャラの恋人のキャラを演じてほしいの！」

　重たい役だった！

「真っ赤になって言い直さなくてもわかってるよ」

　ちょっとどきどきしたけども。

「言い間ま違ちがっただけなんだからね！　こほん。ええと、音量調節はお互たがいにやって、あとは録りっぱなしにしましょ。編集は私がやるから」

　自分の演技を録音するなんてかなり恥ずかしいが、まあ……ちょっと面おも白しろそうだ。声優ごっこだと思えばなんとか……やっぱ恥ずかしいなあ！







「天川二十里さんかんげーかーい！　はっじめっるよー！　拍はく手しゆ！」

　陽成美の音頭に合わせて、屋上に勝手に設置したＴ２Ｔ本部テント内にそろった俺たちは二十里に拍手を送った。

　ちゃぶ台をぐるりと囲むように、陽成美、俺、飛び級天才幼女のベル、絵麗奈、そして二十里が座っている。

　これだけの人数が揃そろうとさすがに少し手て狭ぜまだ。

「自己紹介は昨日すませてるから省くわね。それじゃあさっそく出し物を──」

「その前に陽成美、なんで歓迎会を開こうなんて思ったんだ？」

　俺の質問で話の腰こしを折られた陽成美は少し不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

　今までＴ２Ｔは何人もの生徒に迷めい惑わくをかけ……もとい、救ってきた。その中には転校生も含ふくまれている。

　だが、今回のように歓迎会を開かい催さいしたのは初めてだ。

　二十里が俺たちのクラスに転入してくるらしいことだって今日知ったのだから、同じクラスというのは理由にならない。

　それが今回に限ってというのはやはり気になる。

「戦力になりそうだからよ！」

「戦力？」

　二十里がぴくりと反応したが、すぐにいつもの無表情に戻もどる。

「そう、戦力！　Ｔ２Ｔにはクール成分が足りないと思ってたのよね！　だから二十里にはぜひＴ２Ｔに入ってもらいたいの。すぐにとは言わないわ」

　能力的な話じゃなくてそういう意味の戦力かよ！

「はいはい！　クール成分なら俺がいますよ！」

　手を挙げた俺をちらりと見た陽成美は、

「クール成分が全くないと思ってたのよね」

　と言い直しやがった。

「どういうことだよ!?」

「誰だれからいくー？」

　陽成美は俺を無視してメンバーをぐるりと見回した。

　誰からのフォローもないしどうなってんだ！

「最初はベルからだよー」

　涙なみだ目めな俺を尻しり目めに立ち上がったのは十歳にして高校生の天才飛び級幼女ベルだった。いつものゴスロリではなくメイド服を着用している。

　ベルは冷蔵庫からごそごそと何やら取り出した。

「じゃじゃーん。ベルからはケーキのプレゼントだよ。だしもの、ってひなみおねえちゃんが言ってたからここで作ろうかとも思ったんだけど、時間がかかっちゃうからベルのお部屋で作ってきたよ！　たべてたべてー！」

　冷蔵庫から出てきたのはチョコレートケーキだった。

「なかなか美お味いしそうじゃないか」

　俺の素直な感想にベルはぴょんと飛び上がった。

「でしょー！　おじょうさま、だんなさま、飲み物はコーヒーでよろしいですね？」

　スカートの裾すそをつまんでお辞じ儀ぎをしたベルはみんなにケーキを切り分け、カップにコーヒーを注いだ。

「出し物という意味ではイマイチだけどお菓か子しを用意するのも忘れてたし、メイド服で給仕というところまで含めて合格ってことにしてあげるわ。そうよね、歓かん迎げい会かいってお菓子とかあるものよね。そういうのほとんど経験ないから……」

　何やらぶつぶつ言っている陽成美だが、『合格』ってのが聞き捨てならないぞ。審しん査さがあんの？　不合格になるとほんとに罰ばつゲームあんの!?

「はつりおねえちゃん、ミルクとおさとうは？」

「いらない」

　二十里の奴やつ、ブラックだと？　クールじゃねえか。

「けいおにいちゃんは？」

「俺もブラックで」

　ここは負けていられないぜ！

「またまたぁ。いつもこっそりスプーンに三杯ばい入れてるでしょ？　どうせ、『にがっ……』とか言い出すんだから無理しなくていいのよ」

　ああ!?　陽成美の奴余計なことを！

　くっ……二十里は俺のことなんて眼中になしか。せめて笑ってくれよ。

「じゃあベルが入れてあげるね。えっと、お塩、お塩っと……」

「ちょっと待ったベルちゃん！　今塩って言ったよねえ！　しかも手に持ってるの、間違いなく塩って書いてある瓶びんだよねえ！」

「いっぱーい、にはーい、さんばーい」

　ベルは俺の制止も聞かず、コーヒーに塩を放ほうり込んだ。

「さあ召めし上がれ」

　ベルは笑え顔がおでコーヒーを勧すすめてくる。

「いやいや！　絶対しょっぱいでしょこれ！」

「召し上がれぇ……」

　今度は涙目だ。

　ああもうわかったよ！

　俺はコーヒーをぐびりと飲んだ。

「ロリコン……」

　おい！　今言った奴誰だ！　幼女の涙に勝てる奴いたら出てこいよ！

「しょっぱい……」

　わかってた結果ですけどね。

「えー!?　おかしいなあっ!?」

　ベルは大げさに驚おどろいてみせた。

「いやいやいや！　ベルちゃん、思いっきり『お塩』って言ってたし！」

「はっ!?　いっけなーい、おさとうとお塩をまちがっちゃった。ベルってばどじっこ！　ごめんねおにいちゃん。てへっ」

　ベルは自分の頭をコツンとたたきつつ舌を出した。

　たしかに砂糖と塩を間違うのは定番だけど、ここまで露ろ骨こつにわざとやるのは初めて見たよ。

「辛からっ!?　ベルちゃんこれ、カレーのルーじゃない！」

　俺があきれていると陽成美が声を上げた。

「うそっ!?　色が同じだから間違っちゃったのかなあ」

　またしてもわざとらしく驚くベル。

　ケーキに鼻を近づけてみると確かにカレーの匂においがする。

　わざわざカレーのルーを溶とかして塗ぬったのか……また手の込こんだことを……。

「カレーのルーとチョコは間違えないだろ」

　礼れい儀ぎとして一応ツッコンでおく。まったく感情がこもってないのはご容よう赦しや頂きたい。

「色が同じになるようにって、絵の具をお料理に入れるヒロインがいる世の中でしょ？　それに比べれば、ベルのは食べれるようにしただけいいと思うの」

「食べれないから！　カレールーのケーキって食べられないから！」

「えー？　つきぬけかたが足りなかったかなあ？　こんどはちゃんと絵の具と化学薬品でお料理つくるね！」

「「「やんなくていい！」」」

　二十里以外の全員が同時にツッコンだ。

　──もぐもぐ、ごくん。

　そんな中、二十里だけは口に含んだケーキをマイペースに飲み込んでいた。

　二十里は眉まゆをひそめてじっとケーキをみると、二口目をフォークに刺さそうとした。

「まてまてまて。おかしな味だと思ったんだろ？　だったら食べなくていいから！」

「ケーキ、初めて食べた」

　俺が止めると、二十里はそう言ってフォークを置いた。

「今まで一度も食べたことないのか？」

「覚えているうちでは、初めて」

　俺も両親がほとんど家によりつかなかったせいもあって、ケーキなんて数えるほどしか食べたことがないが……事情は聞かない方がよさそうだな。そこまで踏ふみ込めるような仲じゃない。

「なんで一度も食べたことないの？　どういう事情があるの？」

　しかし、陽成美は躊ちゆう躇ちよすることなくあっさり疑問を口にした。

「おおおい！　俺がせっかく空気を読んだのに、何あっさり聞いちゃってるの!?」

「別にいいじゃない。答えるのを強要したりしないわよ。嫌いやなら二度と聞かないし。仲良くなるにはお互たがいのことをよく知らなきゃ。でしょ？」

　こいつはほんと、一気に距きよ離りを縮めようとするなあ。

「特に理由はない」

　そう言う二十里の表情からは何の感情も読み取れない。

「そう。ならもう何も聞かないわ。それじゃあ次行ってみましょうか！」

　微び妙みような空気を打ち払はらうように陽成美が元気良く宣言した。

「俺が行こう」

　俺は玉座で待ち構えていた魔ま王おうがそうするように、ゆったりとした口調と動作で立ち上がった。

　出し物ってのは緊きん張ちようするが、こういうときこそクールさが試ためされるのだ。立ち上がりは上々といったところだろう。

　くくく……Ｔ２Ｔの先せん輩ぱいとして、新人には負けてらんないぜ。

「あ、慧はトリだから。一番盛り上がるのを期待してるわよ」

　陽成美がさらりと言った。

「そう言われるのが嫌だったから立候補したのに！」

「絵麗奈よろしくねー」

　当然のように無視だよ！

「私からはこれよ」

　絵麗奈が取り出したのはＵＳＢメモリーだった。あの中にオーディオドラマのデータが入っているのだろう。

「時間がなかったから効果音なんかはほとんど入ってないけど、室内で会話をしているだけの設定だから問題ないはずよ」




　絵麗奈はテント内に置かれているノートパソコンを操作しつつ簡単な設定の解説を始めた。

「とある高校に通う男女の運命的な出会いを描えがいた作品よ。これを聞いて『男女の』恋れん愛あいのすばらしさを二十里に知ってもらいたいわ」

　不自然に『男女の』を強調する絵麗奈に、一同は揃そろって首を傾かしげた。

　…………ん？　俺は今、重大なことに気がついたぞ。

「おい絵麗奈！　ちょっとマテ！　もしかして、みんなの前でアレを流すのか!?」

「あたりまえじゃない。そのために録とったんだもの」

　そりゃそうなんだけどさあ！　収録が面おも白しろ恥はずかしすぎてすっかり失念してたよ！

　俺の抗こう議ぎもむなしく、パソコンのモニターから絵麗奈の声が聞こえてきた。

「オーディオドラマとはね。どうせ恋愛脳全開の甘ったるい話なんでしょうけど、面白いこと考えるじゃない」

　陽成美も少しは興味をもったようだ。

　どうせだったら興味を無くしてさっさと止めてくれればいいのに！

　ドラマの内容はとてもありきたりなラブストーリーだ。

　高校で出会った二人の男女。最初はお互い反目しあっているがふとしたキッカケで意識しあうようになる。すれ違いや勘かん違ちがい、恋のライバル出現で一ひと悶もん着ちやくあるが、最後はお互いの気持ちを確かめあってハッピーエンド。

　ラブコメを読み慣れた俺からすると、正直、毒にも薬にもならない。エロはどこですか。

　自分の名前を使った方が演技をしやすいというよくわからない理由から、主人公の二人は『エレナ』と『ケイ』だ。

　最後のシーン、演じるのすっごい恥ずかしかったんだよな。お互い本名だしさ。

　当たり前だけどこのあと流れるんだよなあ！　ああもう！　恥ずかしくて変な汗あせが出てくるぜ！

　オーディオドラマを聞いている間、二十里は終始表情を変えないし、陽成美とベルはなんだか不ふ機き嫌げんになっていく。

　顔を赤くしたりモジモジしたりと楽しそうなのは絵麗奈だけだ。

　そして、物語はいよいよクライマックスへ。





エレナ　「噓うそよ！　なんの見返りもなしに助けてくれるなんて……そんな男、いるはずない！」

ケイ　　「お前がこれまでどんな人生を歩んで来たかはしらねえ……世の中にゃろくでもない奴ばっかだってのも大人を見てればわかる。でもな、それでも俺はお前を助けたいんだ」

エレナ　「なんでよ！　わけわかんないわよ！」

ケイ　　「そんなの、俺がエレナを好きだからに決まってんだろ！」






　うわあ……あらためて聞くとやっぱり恥ずかしい！　ここ、照れちゃって上う手まく言えなかったんだよ。何回も録り直したなあ。

　隣となりでは陽成美が舌打ちをし、カレールーでできたケーキを口に放り込んでいる。

　なんだなんだ。ゲテモノスイーツにでも目覚めたのか？





エレナ　「っ！　う……そ……」

ケイ　　「噓なもんか！」

エレナ　「もう一度……もう一度言って！」

ケイ　　「俺はエレナが大好きだ！」






　ふう……えらい羞しゆう恥ちプレイだったぜ。絵麗奈が思ったよりも芸達者でびっくりしたが、俺もなかなかのものだと思う。

　いやもちろんプロの声優さんには敵かなわないけどさ。素人しろうとなりに、な？

「俺はエレナが大好きだ……」

　なんとなく最後のセリフを呟つぶやいてみる。ううん、叫さけび演技じゃなくて呟く感じでも味があったかなあ。

「ふえっ!?」

　そんなことを考えていると、隣では絵麗奈が素すっ頓とん狂きような声を上げ、反対の陽成美がちゃぶ台をバンッ！　と叩たたいたかと思うと俺に携けい帯たい電でん話わを向けてきた。

　なんでそんなにキレてんだ！　あとその携帯、カメラのレンズからビームとか出ないよな？

　──ぴろりーん。

　陽成美は無言で俺の顔写真を撮とると、そのままテントの外へ出て行ってしまった。

「なんだあいつ？」

「これはないよ、けいおにいちゃん」

　ベルが俺の肩かたに手を置いて顔を横に振ふった。

「べ、別に陽成美を怒おこらせようとしてやったわけじゃないのよ？」

　絵麗奈もなぜか狼ろう狽ばいしている。

「それはなお悪いかもしれないんだよ」

「そ……そういうんじゃないの！　呼び慣れてる名前の方がいいと思って……」

　こいつらは何の話をしているんだろう。

　Ｔ２Ｔ本部になんとも言えない微妙な空気が流れる。

「はぁはぁ……次はあたしの出し物よっ！」

　その空気を打ち破ったのは息を切らせてテントに戻もどってきた陽成美だった。

「みんな、外に出て待ってて」

　俺達全員を追い出した陽成美は一人、テントの中に残った。




　陽成美を待つことしばし。

「ロック！　アンド、スポット！」

　テントの中から陽成美の声が聞こえたかと思うと、テントの入り口に天空からスポットライトが当たった。

　俺はまぶしさに目を細める。

　この光は陽成美の能力、『太陽の柱サンシヤイン・ピラー』に似ている。だが、それにしてはテントは焦こげていないし、明るさもいつもほどではない。

　スポットライトの中へテントから出てきた陽成美が現れた。

「なんつう格かつ好こうをしてくるんだ……」

「似合うっしょ？」

　陽成美の服装はホットパンツに革のウェスタンブーツ、腰こしにはガンホルスターを下げ、カウボーイハットをかぶっている。いわゆるカウガールのコスプレだ。ところで、上半身がビキニ一枚なのは何の影えい響きようなんだろうか。目のやり場に困る。

「荒こう野やの荒あらくれ者って感じで良く似合ってる」

「美少女保安官って言いなさいよ！」

　似合うって褒ほめてるのに難しい奴やつだなあ。

「さっきのスポットライトはなんなんだ？」

「能力を応用してみたの。いつも収束している光をがんばって広げてみたのよ」

　器用な奴だ。そんなこともできるのか。考えてみれば俺の能力も対象は『一つのもの』だが、手を繫つなぐなどして『一つと認にん識しきする』ことで効果範はん囲いをある程度変へん更こうすることができる。

　もっと色々試ためしてみれば能力の応用範囲も広がりそうだな。

「ところで、腰に下げてる銃じゆう……ホンモノじゃないよな？」

　ガンホルスターには、西部劇で見られるようなリボルバー式の拳けん銃じゆうがささっている。

　銃身はかなり長いようだ。バントライン・スペシャルかよ！　ワイアット・アープのファンなのか？

「あったり前でしょ、エアガンよ。金属製の弾だん倉そう一つにＢＢ弾を一発ずつセットする特別製だけどね」

「陽成美の出し物ってのはコスプレか？」

「あたしがそんなんで終わらせるわけないでしょ。まあ見てなさいって」

　陽成美はホットパンツのポケットから赤いボタンを取りだし、ぽちっと押すと投げ捨てた。

　すると、ここから数十メートル離はなれた屋上の床ゆかに人の形をした何かが突とつ然ぜん立ち上がった。

　その瞬しゆん間かん。

　──ガキン。

　陽成美の腰こし元もとで金属音がした。

　隣に目をやると、上半身を反らした陽成美が腰元で拳銃を抜ぬいていた。抜いた拳銃を前に突つき出すことなく、抜いた瞬間に引き金を引くヒップショットと呼ばれる撃うち方だ。

　金属音は撃げき鉄てつが弾丸を叩いた音だろう。

　この撃ち方は早撃ちに向くが、狙ねらいがつけにくいという弱点がある。

　五メートル先の空あき缶かんに当てるのも難しい。

　昔、練習してみたことがあるからよくわかる。

　先ほど立ち上がった何かは恐おそらく『的』なのだろう。
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　じっと目をこらすと、それは太い針金でできた的だった。顔にあたる部分に写真が張り付けてあり、その眉み間けんに小さな穴が空いている。陽成美が撃ったＢＢ弾で空いたのだろう。

　俺は山育ちで目がいいのでなんとか見えるが、絵麗奈達には何が起こっているかわからないらしく、頭の上に『？』を浮うかべている。

　決して風の弱くない屋上でこの距きよ離りを当てるとは凄すご腕うでだ。神かみ業わざと言ってもいい。

　とまあ、解説ごっこに現実逃とう避ひしたところでいいかげんツッコまなければなるまい。

「的に張り付けてある写真ってどう見ても俺だよねえ！」

　──ガキキキンッ！

　今度は同時に立ち上がった三体の的の眉間に穴が空いた。

　撃鉄を左手で強制的に引き起こす連射技術、ファニングだ。

　撃鉄の音がほぼ一回しか聞こえないほどの素す早ばやい連射だ。

　いたたたたっ！　なんか眉間のあたりが痛い気がする！

　実際に痛みがあるわけではないのだが俺は思わず眉間を押さえる。

「そうよ？」

　陽成美は俺と目を合わせないまま、こともなげに言いやがった。

「しかも、さっき撮ったばっかりの写真だよな？」

　俺の質問に合わせたかのように、次々に的が立ち上がる。

　陽成美はそのことごとくを一瞬で撃ち抜いていく。

　弾たま切れのタイミングではカウボーイハットの中から弾丸を取り出しリロード。

　続いて現れた的を、時には背後のものまで撃ち抜いていく。

　そして二度目の弾切れ。

　陽成美は屋上のフェンスを駆かけ上がりそのままバク転。陽成美が空中で上下逆さになると胸をぷるんと震ふるわせた。それと同時に、胸の谷間から弾丸がこぼれ落ちる。

　着地と同時に地面に伏ふせた陽成美はその弾丸をシリンダーで直接受け止め、現れた的を全すべて正確に撃ち抜いた。

　こ、これは……伝説のおっぱいリロード！　グレネーダーにでもなるつもりかよ。

　そして陽成美は跳はね起きると、俺の方に向かってダッシュ！

　銃口を俺の下あごへと突き付けた。

「んなっ──」

　何する気だ！　ＢＢ弾とはいえ、直接当たれば腫はれるくらいはするぞ。

「悪く、思わないでね」

　俺が制止する間もなく、陽成美は撃鉄を起こし、引き金を引いた。

　──ガキン。

「痛っ──…………くない？」

「ふっ。……少しすっきりしたわ」

　陽成美は銃口に息を吹ふきかけると、拳銃をクルクル回転させてから華か麗れいにホルスターに収めた。

「「おおおおおおおお！」」

　屋上にベルと絵麗奈の拍はく手しゆが巻き起こる。

「ひなみおねーちゃんすごーい！」

「やるじゃないの」

　二十里だけは棒立ちだが、細い目を大きく見開いているあたり、かなり驚おどろいているのだろう。

　いや、たしかにすごかったんだけどさ……。

　俺は屋上に乱立する、眉間に穴の空いた俺の写真が貼はられた等身大ポップ（首から下は針金）を見て、やるせない気分になった。

「シュールね……」

　屋上を見み渡わたした陽成美がぽそりと呟つぶやいた。

「自分でやっといてヒドイ言いようだな！」

　そして、俺の写真を使ったことに対する言い訳は聞けそうにない。

「それにしても、どこでこんな技術を身につけたんだ？」

「インターネットの動画を繰くり返し見て、あとは反復練習よ。いつ悪の組織と戦うことになってもいいようにね！」

　陽成美は笑え顔がおで人差し指をぴっと立てた。

「悪の組織って、何？」

　陽成美の軽口に反応したのは、意外なことに二十里だった。二十里はその手に紅あかい珠たまを出現させた。

「ちょっと二十里!?」

　陽成美は大きく飛び退のき、能力の射程外へと瞬時に逃のがれた。

「なぜ逃にげるの？」

「急に心を読もうとされたらびっくりするでしょ！」

　視界の端はしに映るウィンドウには俺の名前だけが表示されている。

　ううむ、二十里の奴、なんだってこのタイミングで能力を使ったんだろうか。





慧　　　「切れ長の目も好きだけど、さっき目を見開いた時、もっとかわいかったなあ」






　二十里はびくん、とこちらを振ふり向いた。





慧　　　「そうそうこの表情。二ふた重えになるんだなー」






　はうっ！　恥はずかしいことを考えたのがウィンドウに表示されちまった。俺のクールなイメージが損そこなわれてしまう。





慧　　　「ただでさえ、二十里とはクールキャラの座を争っているというのに！」






　ウィンドウに俺の考えてること全部が表示されるわけじゃなさそうだな。強く想おもったことだけってところか。そうしないと、どんどんログが流れていってしまうしな。





慧　　　「なんだか知らんが、二十里は混乱しているようだ。感情表現に乏とぼしい奴が慌あわてる様子ってのは、なかなかキュンとくるものがあるな」






「あなた……何？」

　二十里が珍めずらしい生き物を見るような目を俺に向けている。

「いや、何と言われても。ただのクールなナイスガイだが」

「「「ダウト！」」」

　二十里と俺以外の全員がハモった。

「ほんとこういう時だけ息ぴったりだなお前らは！」

「『組織』って何？」

　二十里だけは相変わらず真しん剣けんだ。

「ねえ二十里、陽成美のは冗じよう談だんだからそんなに真剣にとらなくてもいいのよ？」

　絵麗奈が二十里をなだめる。

「冗談……？」

　二十里は陽成美をじっと見ている。





慧　　　「あ！　陽成美の胸の谷間に銃じゆう弾だんが一個はさまってる！　なんかわからんがエロスだなあ」






　ギャー！　また表示されてる！

「はぁ……」

　こちらをちらりと見た二十里は小さなため息と共に右手を軽く振った。それと同時に紅い珠が虚こ空くうへ消えた。

「二十里ってばマジメなのね。でも、冗談も覚えたほうがいいわよ」

　絵麗奈は肩かたをすくめた。

　なんだか雰ふん囲い気きが硬くなっちまったな。

　みんなの立ち位置が離れているから話しにくいし。かといって、もう一度集合しようって改めて言うのもおかしい。

　よし。ここは俺がクールになんとかしてやろう。

「いやあ、陽成美の曲芸撃ち、すごかったなあ。さすが我らがリーダーだぜ」

　俺はちょっとおおげさかと思うくらいの動作で陽成美に拍手を送った。

「ま、まあね！　当然でしょ！」

　陽成美はちょっと顔を赤くさせつつ腰こしに手を当て、胸を反らせている。

「じゃあいよいよ俺の出番だよな。みんな、テントの入り口に集まっててくれよな！」

　そう言って俺はテントの中へと入った。うむ。自然な集合のさせかただ。

　そして、用意しておいたクラシックギターを持ち出した。音楽室から無断で拝借したものだ。

　ギターを肩にかけ、テントから勢い良く出る。陽成美のようにスポットライトを出せないのが残念だ。

「さあみんな！　俺の歌をきけえええ！　っておい！　なんで集合してねえんだ！」

　てっきり、テントの入り口を囲んで俺のことを待ってくれていると思っていたのに、全員さっきと立ち位置が変わっていない。

「だって、変なテンションで気持ち悪かったし」

　陽成美がジト目を俺に向けてくる。

「せっかく盛り上げようとしたのに！」

「心意気は買うけど……ところでそのギター、まさか自作の歌を披ひ露ろうしようってんじゃないでしょうね？」

「そうだが？」

　さっきの仕返しとばかりに俺はこともなげに言い放ち、ギターの弦げんを弾はじいた。

　──ぺろろぺろぺろーんペロペロ。

　クールなサウンドだぜ。コードは二つしか覚えられなかったがな。

　なあに、あとは心にぐっと来る歌詞でみんなを感動の渦うずにまきこんでやるぜ。

「ふふふ……徹てつ夜やで練習した甲か斐いがあったな。さあいくぜ！」

「徹夜って、まさか音楽室で姿を消しながら練習してたんじゃないでしょうね？」

　陽成美がいきなり出鼻をくじいてきやがった。

「音楽室でギターの練習をして何が悪いんだ」

「忍しのび込んで歓かん迎げい会かいの練習をしていたのはいいわ」

「いや、そこは良くない所だろ」

　怒おこられないかドキドキしたんだぞ。

「あなた、能力で姿を消して練習してたでしょ。ちょっとした怪かい談だんになってるわよ」

「努力ってのは隠かくれてするのがクールじゃないか」

　たしかに、誰だれもいない音楽室からクールなサウンドが響ひびいてきたら、みんなビビるよな。

「隠れるの意味が違ちがう気がするけど……。『意味がわからないけどなんだか恥ずかしい歌詞の歌が、ギターとは思えない珍ちん妙みような音とともに流れてくる。なんであんな音が出るんだ。しかも歌がヘタクソすぎて脳のう細さい胞ぼうが死にそうで怖こわい』って、噂うわさになってるわ」

「怖がられてるのが姿を消してる部分じゃねえ！」

　そんな下手だったかなあ……ちょっとギターっぽくない音だとは思ったけどさ。歌詞だって、二十里を迎むかえるにあたって、広い心で包んでやろうという気持ちをロックとデスメタルを参考にしたアップテンポなバラードに合うようなテイストでワードをチョイスしたってのに。ちょっと自分でも何を言ってるかわからないけど、一曲で何倍も美お味いしくて感動できる歌のはずなんだがなあ。

「まさか慧の出し物って、これで終わり？」

「終わりも何も、まだ披露してないんだが」

　せっかく練習したのになあ。

「さっきのギターの音だけで十分よ」

「あれだけで満足させるとは……もしかして、俺って音楽の天才？」

「無む駄だにポジティブ！　……まあいいわ。ちゃんと全校生徒に説明しておくのよ。Ｔ２Ｔが学園に混乱を巻き起こすようなことがあってはいけないのだからね」

「どの口がそんなこと言うんだ!?　あと、説明って羞しゆう恥ちプレイもいいとこだろ！　絶対やだよ！」

「最後はグダグダになっちゃってごめんね二十里。こんなＴ２Ｔだけどよろしくね」

　あれえ？　俺が悪いみたいになっちゃってない？　抗こう議ぎは相変わらず無視だし！

　二十里も素す直なおに頷うなずいてるんじゃねええええ！







　　　報告１




　夜会陽成美との接せつ触しよくに成功。

　一いつ般ぱん的な大人しい生徒と認にん識しきされているはずである。

　対象は『組織』と戦うための訓練を行っている模様。対象の言う『組織』が、中二病研究機関アグリツパであるかの確認はとれていない。

　また、対象の命令で監かん視しを一人つけられた。

　頭の悪そうな男だ。

　対象の情報収集に使えると考え、ひとまず同行を許可した。

　以上、対象の観察を継けい続ぞくする。







　第二章　これは王の力だ！　借り物だけど。







　歓迎会の翌日の放課後。

　俺はＴテイー・２ツーＴ・テイー本部のテントで仰あお向むけに寝ねっ転がっていた。

　いつもならホームルームが終わると同時にダッシュした陽ひ成な美みが先に待っているのだが、今日は掃そう除じ当番らしい。

　あいつ、普ふ段だんはむちゃくちゃするクセに、そういうのはサボらないんだよな。

　教室の掃除当番だと、話しかけても教室外に逃にげられることはないから、勧かん誘ゆうには最適だとかなんとか。

　……どうりで今週の掃除当番代行役が高値で取引されてるわけだ。

　それにしても、テントの中はあったかポカポカだ。

　だんだん……眠ねむくなってきた。




「やるよ、おーたん」

「準備いいわ、ほーくん」

　どれくらい眠っていたのだろう。ほんの少しまどろんだだけのような気がする。

　とろんと動きの鈍にぶった脳を、聞き覚えのない声が揺ゆさぶった。

　目を開けると、俺の胸に二羽の小鳥が止まっていた。

　サイズこそスズメ程度だが、その姿は孔く雀じやくのように派手だ。

「起きちゃったよ、おーたん」

「あらあら、困ったわねほーくん」

　どうやらつがいらしい二羽は、俺の胸の上でピーチクさえずっている。

　……というか、しゃべってる!?

「この人間、ぼんやりしているよ、おーたん」

「頭の悪そうな人間だね、ほーくん」

「さっさとすませちゃおうか、おーたん」

「そうしよう、ほーくん」

　雄おすがほーくん、雌めすがおーたんというらしい。見た目で区別つかないけど。

　俺は二羽を片手で一羽ずつ、むんずと鷲わし摑づかみにした。

「ぎゃー！　捕つかまったよおーたん！」

「無礼な人間ね、ほーくん！」

　二羽は俺の手の中でばたばたと暴れている。

「なんなんだお前ら。……といっても、心当たりは一つしかないが」

　ベルの幻げん獣じゆうだろうなあ。

「いくらアホっぽいロリでも、召しよう喚かん主ぬしのことをしゃべるわけにはいかないよね、おーたん」

「そうそう！　『けいおにいちゃんがベルの下僕しもべになるよう、催さい眠みん術じゆつをかけてきて』って頼たのまれたなんて言っちゃうわけにはいかないわね、ほーくん」

「言っちゃってるよ、おーたん！」

「しまった！　巧たくみな誘ゆう導どう尋じん問もんだったわ！　なんて小ずるい人間かしらね、ほーくん！」

　尋問するまでもなく、事情がすっかりわかってしまった。

「ベルちゃん！　いるんだろ、入ってこいよ！」

　俺が声を上げると、テントの入り口が小さく開き、しょんぼりしたベルが中へと入ってきた。

「あうぅ……けいおにいちゃんを下僕にして、色々お願いを聞いてもらおうっていう作戦、失敗だよぅ」

「まともなお願いなら聞いてやるから、普通にお願いしなさい」

　子供を教育するのは大人の役目だからな。たまにはこうして叱しかってやるのもクールだ。

「じゃあお願いするね！　ベルにかしずいて、『なんなりとお申し付けくださいお姫ひめ様』って言ってちょうだい。おほほほほ」

　ベルは片手で口元を隠し、高笑いをしてみせた。

「これはちょっと、調教が必要なようですね、お姫様？」

「あ、あぅぅ、ごめんなさいぃ。おにいちゃん……目が笑ってないよぅ。調教はされるより、するほうがいいよう」

　しょんぼりして見せてるけど、全く反省してないじゃねえか！

「んで、こいつらが今日の幻獣か」

　ベルの能力は毎朝ランダムに幻獣を召喚する『幻獣サモン・ザ・フア召喚ントムビースト』だ。召喚した幻獣の能力は必ずその日のうちに使用しなければ、能力が暴走してしまうというなかなか面めん倒どうなものだ。

　いつまでもベルを責めていてもしかたがないので、話題を俺の両手で熱い視線を絡からませあっている小鳥に切り替かえる。

「離はなれていても大好きだよ、おーたん」

「あぁ……ほーくん……」

　二羽はお互たがいの首を精せい一いつ杯ぱい伸のばし、少しでも顔を近づけようとしている。

　うぜええええええええ！

　俺は両腕を大きく開き、できるだけ二羽を引き離す。

「ああっ！　おーたん！」

「助けて！　ほーくん！」

「とって食ったりしないからちょっと黙だまっててくれ！　焼き鳥にするぞ！」

「けいおにいちゃん、食べるのか食べないのかはっきりしようよ。……一羽ずついっとく？」

　ベルがよだれをじゅるりとたらして二羽をみている。

「そこは食べない方向に話をもっていってくれないか、我が主あるじよ！」

　小鳥の片方が抗議の声を上げるが無視だ。こいつらに構ってると話が進まない。

「なあベルちゃん、今回の幻獣はなんなんだ？」

「鳳ほう凰おうだよ」

「こいつらが？　なんで二羽もいるんだ？」

　鳳凰といえば……何をする幻獣か知らないが、なんだかすごいヤツってイメージだ。しかも二羽って、安売りしすぎじゃないのか。
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「我々鳳凰は元よりつがいの幻獣だ。雄である我が鳳ほう」

「そして雌の私が凰おうよ」

　二羽は突とつ然ぜん偉えらそうに自己紹しよう介かいをした。

「そいつは知らなかった。んで、何ができるんだ？」

「本来ならば、国家君主に予言を与あたえるのだ。なあ、おーたん」

「でも、主がこんなちんちくりんじゃ催眠術をかけるのがせいぜいよね、ほーくん」

「ベルが未熟だから人格もそんなに軽いのか」

「ラブラブなのは前からだよ。ねえ、おーたん」

「そうよねぇ、ほーくん」

　ラブラブかどうかは聞いてねえよ！

「それにしてもベルちゃん。能力を悪用するだなんて、Ｔ２Ｔメンバーとは思えない行こう為いだなあ」

　俺はちょっとだけすごんでベルを睨にらむ。

「あの……おにいちゃんにベルのことをもっと好きになってほしくて……」

　ベルは胸の前で手を組むと、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。

　うぐっ。反則的にかわいいなあ！　だが、こんなにかわいい娘こだからこそ、ちゃんと躾しつけが必要だ。

「そんな顔してもダメだよ。罰ばつとして、鳳凰の能力を俺に使わせること。いいね？」

「はぃ……ごめんなさい。久しぶりに面おも白しろい能力が出たのになぁ……」

　ベルは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　何に使おうかなあ。やっぱり、これを機会に、日ひ頃ごろ陽成美にいいようにやられてるしかえしをするしかないな。

「なあ鳳凰。これから、ポニーテールの女がここに来る。そいつに俺が言う通りの催眠術をかけてくれ」

「けいおにいちゃん……それって、ベルがやったのと同じことしようとしてない？」

　珍めずらしくベルが鋭するどい！

「してないしてない。これはあくまでベルちゃんへのおしおきだから」

「そうかなあ……」

　納なつ得とくしていない様子のベルはさておき、催眠術の内容を鳳に耳打ちする。

「それは可能だが、我らがその者に接触する必要があるぞ」

「そこは大だい丈じよう夫ぶだ。ベルちゃんはちょっと外に出て、テントの裏にでも隠かくれててくれ」

　ベルを追い出した俺は鳳凰をまとめて片手に持つと、能力を発動させた。

　鳳凰ごと俺の姿が消えた。




　俺が能力を発動した数分後、陽成美がテントの中へ入ってきた。

「まだ誰だれも来てないの？　慧けいもまだなんて……」

　陽成美は唇くちびるを尖とがらせると、テントの床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんに、粘ねん着ちやくカーペットクリーナをコロコロとかけ始めた。こいつ、毎日ちゃんとここを掃除してるのか。

「るんるんらら～らららるんるる～ん♪」

　陽成美は陽気に鼻歌を歌いながら、妙みようなふりつけまでつけつつ掃除をしている。

　カーペットクリーナよりも陽成美の方がくるくるよく回っているくらいだ。

　俺だったらこんなのを人に見られたら死んでしまう。

　さて、のんびりしていると、掃除中の陽成美にぶつかってしまう。

　俺は陽成美が背を向けた隙すきにそっと忍しのび寄り、片手に一羽ずつ持った鳳凰を陽成美の頭部に近づけた。

「「鳳ほう凰おう幻げん○拳けん！」」

　鳳凰は二羽同時に、陽成美の後頭部にクチバシを突つき立てた。

「痛っ？」

　陽成美は後頭部を押さえつつ、周囲をキョロキョロと見回し、

「ちょっと、慧でしょ！　出てきなさ……あ……れ……？」

　ゆっくりと床へとへたりこんだ。

　ゆっくり前へ回り込んでみる。陽成美はどこか虚こ空くうを見つめたまま動かない。

「（おいおい、大丈夫なんだろうな？）」

　俺は小声で鳳に問いかける。

「問題ない。しばらくすれば貴様の望む通りに動きだすだろう。だからさっさと我らを放すのだ」

「おう、おつかれ」

　俺は鳳凰を放してやった。

「おーたん！」

「ほーくん！」

　鳳凰は一直線に互いの元へと飛ぶと、クチバシをガチガチ合わせながら光と共に消えて行った。

　キス……だったのかなあ、アレ。

　何にしても最後までウザい鳥だった。

　さて、陽成美が気付く前に移動するか。







　自室に戻もどった俺は、急いで部屋を散らかした。

　本ほん棚だなからマンガを取り出して床にばらまき、制服を脱ぬぎ捨ててジャージに着き替がえる。

　冷蔵庫の中はっと……日曜日に冷れい凍とうしておいた豚ぶた肉にくと、野菜の切れ端はしがあるくらいか。平日は寮りようで晩ご飯が出るので料理の必要がない。そのため、どうしても冷蔵庫の中身は寂さびしい状態になる。妹の恵めぐみもいないし、寮の美う味まい食事を断ってまでわざわざ料理なんてしない。

　キッチンも電気コンロが一つあるだけで狭せまいしな。

　──コンコンコン。

　玄げん関かんのドアがノックされた。

　来た！

「はいはーい。今開けますよっと」

　俺がドアを開けるとそこにはメイド服で玄関前に正座する陽成美の姿があった。

　うおおおお!?　鳳凰に『陽成美が俺の身の回りの世話をするように催さい眠みんをかけてくれ』と頼たのんだが、まさかメイド服を着てくるとは思わなかった！

　メイド服は見覚えのあるデザインだった。昨日、ベルが着ていたものと同じに見える。というか、おそらくベルから借りてきたのだろう。

　なぜならば、陽成美が着るにしてはサイズが小さすぎるからだ。

　全身……主に胸がピチピチで、ブラウスの隙すき間まから柔やわらかそうな膨ふくらみが覗のぞいている。ベルには膝ひざ上うえだったスカートもかなりきわどいミニだ。

「ご奉ほう仕しに参りました。ご主人様」

　陽成美は手をついて深々と礼をした。

「あ、ああ……」

　俺は間ま抜ぬけな声を出してしまった。

　メイドにご奉仕されるなんて男の夢だが、実際にこうして目の前に現れると、どうしていいかわからなくなってしまう。

　い、いかんいかん、クールになるんだ。陽成美がメイド服でご奉仕してくれる機会なんて、二度とないんだぞ。

「まずはお部屋を片付けますね」

　今の陽成美は目の焦しよう点てんもしっかり合っており、傍はた目めには催眠術にかかっているとはわからない。

　陽成美はまず俺が床にばらまいたマンガを本棚へと戻していく。

　俺はその様子を一人がけソファに座って眺ながめた。

　陽成美が本棚の高いところに手を伸のばすたび、スカートの中に白いものがちらちら見える。

　なんて素す晴ばらしい光景だろうか。

　脱ぎ散らかした制服をハンガーにかけた陽成美は足を揃そろえてまっすぐ立つと、軽く一礼をした。

「ご主人様、次は何をいたしましょう？　このお屋や敷しきに来るのは初めてでして、勝手がわからないのです」

　普ふ段だんの陽成美もこれくらい丁てい寧ねいな物もの腰ごしだったらなあ。

「あり合わせのもので何か作ってくれるか？　小腹がすいたんだ」

　晩飯には少し早いが、メイド姿の美少女に作ってもらうご飯を一秒でも早く食べたい。

「かしこまりました」

　陽成美は調理器具と冷蔵庫の中身を確かく認にんすると、さっそく料理にとりかかった。

　俺はその様子を床にあぐらをかいて眺める。

　嫁よめさんの料理姿を眺める旦だん那なって、こんな気分なのかね。嫁にメイド服を着せるとか、なかなかレベルの高い夫ふう婦ふだな。だが俺はそんな夫婦になりたいね。あ、いや、別に陽成美と結けつ婚こんしたいとか思ってないぞ？　将来誰かとってことだからな……って、俺は誰に言い訳してるんだ。もちろん夫婦ってことは、一いつ緒しよに飯を食って、風ふ呂ろに入ったら……ごくり。陽成美のヤツ、みてくれは本当に天下一品だからなあ。

「…………さま。ご主人様！」

　陽成美が突とつ然ぜん大声で俺を呼んだ。

「ふえっ!?　なんだ？」

「大変失礼いたしました。お呼びしても反応がございませんでしたので。考えごとですか？」

「お、おう……まあな。俺も色々と忙いそがしいからな」

　あまりの光景に、うっかり妄もう想そうの世界に旅立っていたらしい。

「さすがご主人様です。こちらを召めし上がって、少しでも元気になって頂ければ幸いです」

　テーブルの上には、いつのまにか野菜炒いためとレーズンパンが並んでいた。俺は料理を前に、一人がけソファに腰こし掛かけた。

　パンは俺が放課後にでも食べようと買っておいたものだ。少し電子レンジをかけてくれたらしく、ほどよく柔らかくなっている。

「陽成美は食べないのか？」

　陽成美は俺の斜ななめ後ろに立ったまま動かない。

「ご主人様と一緒にお食事を頂くなどとんでもございません」

「そんなこと言わずに一緒に食べようぜ」

　妹以外の女の子と二人でご飯を食べるなんてチャンスはなかなかないしな。

「座るところもございませんし……」

　陽成美は俺と目を合わせず、おろおろするばかりだ。

　この陽成美、新しん鮮せんすぎる。

　いつもなら、そのソファをよこせと言ってくるか、四よつん這ばいで椅い子すになれとか言ってくるはずだ。

　…………ふむ。

「ここを椅子にしたらどうだ？」

　俺は試ためしに自分の膝ひざをぽんぽんと叩たたいてみた。

　いくら催眠術にかかっているとはいえ、そんな恥はずかしいマネはしないだろう。

「ご命令とあらば。失礼いたします」

　俺の予想に反して、陽成美は一礼すると、俺の片膝にちょこんと腰掛けた。

　綺き麗れいにそろえられた白い二本の脚あしが俺の脚の間に入る格好だ。

　太ももにはしっかりと柔らかい尻しりの感かん触しよくが！　はっ！　割れ目も!?

　頼んだこっちがどぎまぎしてしまう。

「これではご主人様がお食事しにくいですね」

　陽成美はそう言うと、野菜炒めを一口分箸はしで取ると、俺の口元に持ってきた。

　あーんってやつか!?　そうなのか!?

　妹の創作料理以外の手料理を食べられる他ほかに、こんなイベントが起きる日が来ようとは！

「んあーん」

　俺が口を大きく開けると、そこに美お味いしい野菜炒めが……おいし……おい……しくないなあ？

　気を失うような不ま味ずさではない。決して食べられなくはないのだが……かろうじて口にできるレベルを保っている状態だ。

　野菜炒めってここまで不味くなるの？

　火加減、調味料のそれぞれが絶ぜつ妙みようにおかしい。

　陽成美って料理苦手だったのか。

　催眠術にかかっても料理スキルが上がる訳じゃないんだなあ。考えてみれば、知識や経験が増えるわけではないので当然か。

「お口にあいませんでしたか？」

　陽成美はしょんぼりとうなだれ、箸を置いた。

　感想が顔に出ていた？　いかん、こんなのはクールじゃない。

「少し変わった味だったから驚おどろいただけさ。もっと食べさせてくれるかい？」

　我ながらクールすぎるセリフだ。

　相手が催眠術にでもかかってないと言えやしないけどな。

「かしこまりましたご主人様！」

　陽成美はぱっと笑え顔がおの花を咲さかせると、野菜炒めを次々に俺の口へと運んだ。

　俺はそれを無心で飲み込む。

　一口で死ぬほどのまずさではないが……物量ってのはやっぱり戦いくさの基本なんだな……。

　なんか……気持ち悪く……なって……き……た……。

　野菜炒めを全すべて平らげたところで、俺はソファからずり落ち、気を失った。
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「う……む……」

　目を開けると、そこには心配そうな陽成美の顔があった。

　まだ少し胃が気持ち悪い。全く腹の中身が減っていないことと、外がまだ明るいことから、気を失ったのは一いつ瞬しゆんだったようだ。

　床ゆかで気絶したにしてはなんだか後頭部が柔らかくて、温かい。

　この感触はもしかして、膝ひざ枕まくら!?

「慧……目が覚めた？」

　陽成美がゆっくり俺の髪かみをなでる。

　いつものはじけた陽成美とは違ちがう、優やさしさにあふれた雰ふん囲い気きにドキリとしてしまう。

　もっと太ももの感触をあじわっていたいが、背中に汗あせをびっしょりかいてしまったようだ。いくらなんでも気持ち悪い。

　俺はゆっくり上半身を起こす。

「ちょっとシャワーあびるよ」

「シャワーですか!?」

　陽成美は両手で自分の体を抱だいた。

「違うって！　そういう意味じゃねえよ！」

　女の子と二人っきりで何を言ってるんだ俺は。えっと、こういう時はどうするのがクールなんだったかな。お先にどうぞ……ってのはもっとマズイし、ええっと、ええっと……一人部屋のシャワーだと思うからだめなんだな。いっそのこと家族が使う風ふ呂ろってことにしちゃえばエロくないだろ。あと若い男女だからだめなんだ。例えば俺が父親で、娘むすめと話してるくらいに思えばいいんだな。よし。

「背中を流してくれ」

　なんか違う気がする！

　陽成美は無表情でじっとこちらを見ている。

　さすがに怒おこられるかなあ。

「かしこまりましたご主人様。準備がございますので先に入ってお待ちいただけますか？」

　優ゆう雅がに一礼をした陽成美は、指先の揃った手で浴室を指したのだった。

　さ、催眠術すげえええええ！




　俺はタオルを腰に巻いただけの状態で浴室の椅子に腰掛けた。

　大浴場があるせいもあって、部屋についてる浴室はかなり手て狭ぜまだ。二人で入るとほとんど身動きができないだろう。

　……遅おそいなあ。

　浴室の入り口に背を向けたまま、かれこれ十五分は待っている。

「へくしっ」

　いい加減、体も冷えてきた頃ころ。

　背後で浴室の扉とびらがゆっくり開く音がした。

「お待たせしました、ご主人様」

「お、おう……」

　緊きん張ちようで振ふり返ることができない。

　いったいどんな格好をしているのか。さすがに全ぜん裸らということはないだろう。メイド服のまま？　それならこんなに時間はかからない。Ｔシャツにスパッツあたりが本命だろうか。

「失礼いたします」

　陽成美は身を乗り出し、俺の前にあるシャワーの蛇じや口ぐちへと手をのばした。自然と胸むな元もとが顔の横にくる。

　二人にシャワーが降り注ぎ、全身を濡ぬらしていく。

　バ、バスタオル一枚でしたあああああっ！

　催さい眠みん術じゆつが使えたらクールかなと思ってすこしかじったことがあるが、かけられる側が心の底から嫌いやだと思っていること──例えば殺人など──は、どんなに強い催眠術であっても実行させることはできないらしい。

　つまり！　陽成美は俺の前でバスタオル一枚になることをそれほど嫌がっていない……むしろ、俺の深い洞どう察さつ力によると、裸はだかになりたいとすら思っているんじゃないのかね？

「ご主人様、両手を後ろにまわして下さいませ」

「う、うむ、よかろう」

　変わった姿勢をさせるんだな。背中じゃなくて前から洗うためかな？

　陽成美の手がそっと俺の背中に触ふれる。

　タオルじゃなくて直接ですかあ!?

　く、くーるだ……くーるになるんだ……大だい丈じよう夫ぶ、心臓の音はシャワーがかき消してくれているさ。平静を装よそおうんだ。

　──キュッ。

　そんなことを考えていると、プラスチックのこすれる音とともに、両手の自由がきかなくなった。

　両手の親指同士が細い何かでしばられている感覚がある。

　俺は首だけ回して背後を見ようとするが、どうしても手元までは視界に入らない。

　これって、特とく殊しゆ部隊とかが使う拘こう束そく具ぐだろ。なんでそんなもん持ってんだよ！

「陽成美？　ご主人様に向かってこれはいったい……プレイ？」

「だああれがご主人様よ！」

　陽成美は仁に王おう立ちになってバスタオルを脱ぬぎ捨てた。

　何してんだ！　見えちゃう！

「──って、なんだ、水着かあ……」

　バスタオルの下は、湖に行った時に身につけていた黄色いビキニだった。

　狭せまい浴室で水着というのもよくわからないがエロいなあ。

「なんだじゃないでしょ！　このあたしになんてことしたのかなあ？」

　陽成美はこれまでに見たことがないくらい満面の笑みを浮うかべている。目はこれっぽっちも笑ってないけどな！

「もしかして……催眠術が解けてらっしゃる……？」

　陽成美はとんっ、と俺の背中に足を乗せた。

「慧のことを『ご主人様』だなんて呼ばないってことは解けてるんでしょうねえ」

「陽成美さんや……背中……痛いんじゃが……」

　足とはいえ、風呂で肌はだが直接触れあってるという事実にドキドキしてしまう……これって変態なんかじゃないよな？　普ふ通つうのことだよな？

「おじいちゃんキャラになってもだめよ！」

　陽成美は俺を浴室の床にごろんと転がすと、手早く足首と手首をワイヤーでくくった。

　そして、シャワーを水に切り替かえると、浴室を出て扉を閉めた。

「冷たい！　風か邪ぜひいちゃうよこれ！」

「そこで少し反省しなさい！」

　半はん透とう明めいな扉の向こうで、陽成美は仁王立ちになっている。

「したした！　反省した！」

　手足を拘束されてるせいでしゃがんでいる姿勢になり、ドアノブに手が届かない。

　ぴょんぴょん跳はねてみたが、腰に巻いたタオルが落ちただけだった。

「うそつけ！　催眠術にかかってた間の記き憶おく、全部あんのよ！」

　鳳凰めええええ！　そういうことはちゃんと言っておけよ！

「つ、つい出来心で……今は反省している！」

「それじゃあ、あたしは部屋に戻もどるから。がんばってそこから出てね」

「ちょっと待てって！　出て行こうとするな！　おおーいっ！」

　懇こん願がんむなしく、陽成美は扉の前から姿を消した。

　しばらくすると、扉の前にメイド服のシルエットが現れた。着き替がえてから助けてくれるつもりだったんだな。

　そうならそうと言ってくれればよかったのに。

「その……あんな料理、全部食べてくれてありがとね。練習しておくわ。それだけ言いにきたの。じゃっ！」

　陽成美はもじもじしながら恥はずかしそうにそう言うと、すぐに去って行ってしまった。

　やっぱり開けてくれないの!?

　どうやって脱だつ出しゆつすんだよコレ。

　そして、ガチャリ、と玄げん関かんのドアが開く音がした。マジで出て行きやがった！

　すぐ戻って来てくれるんだよなあ！　信じてるよ！

「二は十つ里り？　なんでここに？」

　そのまま部屋を出て行ったかに思えた陽成美だったが、玄関で声を上げたらしい。

　二十里が来たのか？　約束をした覚えはないんだが。

　陽成美と二十里が何か話しているようだが、シャワーの音にかき消されて聞き取れない。

　後ろ手でシャワーの蛇口を捻ひねろうと試みる。

　なかなか上う手まくいかずもどかしいことこの上なかったが、なんとか冷水を浴びるのは止めることができた。

　さてと、問題はどうやって扉を開けるかだ。

　とりあえず体当たりでもしてみるか？

　俺はうずくまった姿勢のまま、ちょこちょこちょこっと勢いをつけ、扉に体当たりをしてみる。

　──ばちーん。

　中ちゆう二に病びよう患かん者じやが生活するこの寮りようは能力関係の問題が起こることを想定してか、やたらと丈じよう夫ぶな作りになっている。

　要するに、こんな不安定な体勢で何度体当たりをしたところで、ビクともしなかった。

　飛んだり跳ねたりを繰くり返し、なんとか顎あごでドアノブを回そうとするが、上手く行く気配はない。

　下顎をドアノブにぶつけ、もんどりうつ始末である。

「もう……何やってんのよ。ケガするわよ？」

　陽成美が扉を開けてくれた。

　何やってるも何も、閉じ込めたのはそっちだよねえ！　そうなる原因を作ったのは俺だけどさぁ。

「さっさと出て……ふ、服を着なさいよ！」

　視線を下に向けた陽成美は、顔を赤くしてぷいっと横を向いた。

　さっきまで一いつ緒しよに入ってたのに一体……うおおお!?　暴れたせいでタオルが落ちてるううう！

　陽成美が扉の前を離はなれて部屋の奥へ行くと、次に現れたのは二十里だった。

　二十里はまじまじと俺を見つめている。

「なんで俺の部屋にいるんだ！　とりあえずこっち見ないでくれ！」

　俺は脚あしを閉じ、浴室の床ゆかを転がるようにして、二十里に背を向けた。

「う……」

　それと同時に背後でうめき声が聞こえた。

「どうした二十里？　……はっ、もしかして一時間以上能力を使ってないのか？」

「さん……じかん……」

　たしか一時間で頭痛が始まると言っていたはずだ。

「なんでそんなに我が慢まんしてたんだ！　早く能力を使え！」

「愛まな日びが、むやみに人の心を覗のぞくのはよくない、って言ってたのを思い出した」

「愛日ってのが誰だれだか知らないが、俺のは覗いていいよ！」

　言っちまった。さすがにもう後には引けないな。こうなったらもうとことん面めん倒どう見てやるよ。

「見られたい人……？」

「違ちがうから！　なんかもう説得力ないのは自分でもわかってるけど、こっち見ないで！」





慧　　　「見られるより見るほうが好きだよ！」






　視界の端はしにウィンドウが現れた。なんだってこのタイミングで能力発動!?

「わかった。私も見せる。でも、不知火しらぬい慧のように股こ間かんに変なモノは生えていないから、それは見せられない」

　チャックの音がする！　どこのチャック!?　制服の上着??　スカート!?

「見せなくていいから！　あと、発言が生々しくてイヤ！」





慧　　　「本当は見たいけどここはクールに振る舞まわないとな！」






「不知火慧は噓うそつき」

　二十里にしてはめずらしく、非難のこもった声こわ音ねだ。

「裸になるのを止めたのに、まさかの噓つきよばわり！」





ベル　　「はぁ……。どうやったら、みんなにちやほやしてもらえるんだろ。かっこいい笑い方の練習でもしてみようかな。くっくっくっく……かっはっはっは……あーっはっはっはっはっは！　おおっ、これは人気出る気がするよ！　真ベルヴァーナ、ここに爆ばく誕たんせり！　って感じだね！　ん？　これってはつりおねえちゃんの能力？」






　真上の部屋で妄もう想そうにふけっているであろうベルの思考まで混ざり、もう何が何やらである。

　有効距きよ離りが三メートルだからこんなことになるのか。

「変な娘こ……」

　二十里はぽつりと呟つぶやくと、能力を解除した。

　ううむ、さすがのベルも二十里には言われたくないだろうなあ。

「二十里！　いつまでも慧の裸を見ないの！」

　浴室へとやって来た陽成美が俺の体にバスタオルをかけ、拘束具を切ってくれた。

　バスタオルがあるってことは……。

「勝手にタンスを開けないでくれよ！」

　底にはお宝本が隠かくしてあったんだけれども！　見られてないよな……？

「大丈夫、幼なじみモノが好きってことはみんなに内ない緒しよにしておいてあげるわ」

「やっぱり見られてたあああ！」

「これが妹モノだったり教師モノだったりしたら、もっとお仕置きだったんだけどね」

　なんでちょっと嬉うれしそうなんだよ。また一つ俺の恥ずかしい秘密を握にぎったからかなあ！




　自由の身になった俺は急いで体を拭ふき、脱ぎ捨ててあったジャージを着た。

「あなたはなぜ夜や会かい陽成美と一緒にいるの？　特殊な趣しゆ味み？」

　二十里がこちらをじっと見ながら聞いてきた。

「違うから！　……俺にちゃんと質問してくれたの初めてだな。興味を持ってくれたのか？」

　素す直なおにちょっと嬉しいぞ。

「私が興味あるのは夜会陽成美」

「え？　百ゆ合り!?」

「……？　花の話はしてない」

　二十里は小首を傾かしげた。逆に新しん鮮せんな反応かもしれない。

「あたしに……興味？」

　陽成美はメイド服でソファに腰こし掛かけて脚を組んだまま、二十里を見上げた。

　ちなみに二十里は本人の希望で立ちっぱなし、俺は床に正座である。

「変わった奴やつだからなあ。そりゃ興味も持つだろ」

「失礼ね！　あたしはいたって普通よ！」

「陽成美が普通だったら、世界中のみんなが異常者ってことになるな」

「そうね。おかしいのはみんなの方よ。さっさとみんな、あたしみたいになればいいのに」

「この世の地じ獄ごくだそれ！」

「中二病パラダイスじゃない！」

「やっぱり地獄だよなあ！」

　世界中の人が中二病患者だとか、間違いなく人類滅ほろびるよね！　俺が言うのもなんだけどさ！

「たしかに夜会陽成美は普通」

「えー？」

　二十里の一言に、陽成美は不満げな声を上げた。お前はどうしてほしいんだよ。

「でも、能力を楽しむなんてありえない」

　淡たん々たんとした二十里の声音から微かすかににじむのは……怒いかり？

「くっ……あたしはそのセリフを言った相手をみんな楽しませてきた！」

　陽成美はソロモンに帰ってきた軍人のように朗々と宣言した。

　そうだっけ!?　むしろ迷めい惑わくをかけてきたような!?

「そのプライドにかけ、意地でも二十里を楽しませてあげる！」

　勢い良く立ち上がって二十里を指差した陽成美は、そのままの勢いで部屋を出て行った。

　部屋に沈ちん黙もくが訪おとずれる中、二十里がじっと俺を見つめてくる。

「わけわかんない奴だけど、アイツも真しん剣けんなんだ。その……仲良くしてやってくれよ」

　なんで俺が陽成美のフォローをしてんだろうなあ。

「真剣……？」

　首を傾げる気持ちもわかるけどさあ！

「あいつはあいつで考えがあるみたいだからな。だから俺は一緒にいるんだ」

「考え？」

　二十里は微かに眉まゆをひそめた。

　この様子だと、俺が何を言ったところで伝わらないだろう。

　陽成美の思考を二十里に読み取らせることができればあるいは……でも、あいつがそんなこと許すとは思えない。二十里の能力は思考を読み取られていることが、本人にバレてしまうのが問題だ。

　なんとか陽成美にバレない方法は……と考えたところで、俺はふとあるアイディアを思いついた。

「二十里、ちょっと後ろを向いて。俺が合図をしたら能力を発動してくれ」

　俺の頼たのみに応こたえ、二十里はゆっくり後ろを向いた。

　それを確かく認にんした俺はハンガーにかかっている制服のポケットから『慧シール』を取り出し、手の甲こうに貼はる。

「『不可視の存在インビジブル・イグジステンス』……。二十里、いいぞ」

　自分の姿が消えたのを確認し、二十里へと合図を送る。

　二十里は俺に背を向けたまま紅あかい珠たまを出現させた。

　しかし、俺の視界にウィンドウが表示されることはなかった。

　二十里が首を傾げる。

　そして、俺が能力を解くと同時に、見慣れたウィンドウが表示された。





慧　　　「まずは成功だ」






「能力をいったん解除してくれ」

　二十里が紅い珠を消す。

「今の……何？」

　二十里がこちらを振ふり返る。

「最近忘れられがちだが、俺の能力は『存在感ごと』姿を消すことだからな。能力発動中は、もしかしたら相手を感知して効力を発揮するタイプは無効化できるんじゃないかと思ったのさ」

　炎ほのおをまき散らすタイプなんかは、相手を感知する必要もなく物理攻こう撃げきを行うので、無効化することはできないだろうけどな。

　この辺りの能力の組み合わせを色々試ためしてみるのも面おも白しろいかもしれない。

　ここまではある程度想定通りだ。

　問題は次の実験である。

「二十里、俺と手を繫つないでくれ」

「………………」

　二十里は無言でじっと俺を見ている。

「抵てい抗こうがあるのはわかるから、せめて何か反応してくれよ！　陽成美について、二十里に伝えるのに必要なんだよ！」

　二十里は自分の手と俺の顔をしばらく見比べたあと、そっと手を差し出してきた。

　俺はその手を摑つかみ、再び能力を発動した。二十里と俺の姿がかき消える。

「二十里、能力を頼む」

　二十里が紅い珠を出現させると同時に、視界の端にウィンドウが表示された。

　しかし、俺の思考はウィンドウに表示されない。

　俺はじっと天てん井じようを見つめる。





ベル　　「勉強みたいに上う手まくいかないな……どうやったらみんなにちやほやしてもらえるんだろ。ベルはママみたいな苦労は絶対しないって決めたのに……」






　しばらく待ってみたが、ベルはウィンドウに気付く様子はない。俺は能力を解除、二十里にも同じ指示を出した。

　俺の能力で二十里と一いつ緒しよに姿を消せば、一方的に有効範はん囲い内の思考を読み取れるようだ。

　これならいける！

　俺は制服に着き替がえると、二十里を連れ出した。







　陽成美は放課後、たとえ一人であっても別の場所に用がないかぎり下校時刻ぎりぎりまでＴ２Ｔ本部のテントにいる。

　俺と二十里はテントの裏へと回り込んだ。そして、そっと二十里の手を摑む。小さなその手は少し冷たい。

　まず俺が能力を発動し、続いて二十里も発動する。

　ウィンドウに表示されたのは陽成美の名前だけだ。





陽成美　「こんどは慧にどんな無茶ブリをしようかしら」






　陽成美のヤツ、なんてこと考えてるんだ。目的が無茶ブリをすることって、手段と目的が入れ替かわってるよ！

　隣となりから二十里の冷たい視線を感じる。

　待てって。陽成美もいつもこんなじゃないはずだから。





陽成美　「それにしても慧のヤツ、あたしに催さい眠みん術じゆつをかけようだなんて、良い度胸じゃない。ベルちゃんもあたしのお仕置きを怖こわがって今日は欠席だし、絵え麗れ奈なが来てないのは……慧に色目を使う女のことはどうでもいいわ」






　ここに絵麗奈がいたら、全力で反論するんだろうなあ。俺がいつ色目を使われたよ。





陽成美　「坂さか詰づめっていったかしら。あのチャラい転校生のことも相談したかったんだけどな……周りに誰だれもいないときに限って声をかけてくるのよね。何なのかしら。全く困ってなさそうだから用はないのよね」






　なんだその男は……ちょっと前に来たっていう転校生か？

「（こんなものを見せたかったの？）」

　二十里は小声でそう言うと、繫いでいる俺の手をひっぱり、踵きびすを返そうとした。

「（もうちょっとだけ待てって）」





陽成美　「そんなことより二十里よね。あの娘この無表情っぷりはちょっと異常だわ。無表情キャラを装よそおってる奴はこの学園にいっぱいいるけれど、本物は初めてみたわ。もしあれが中ちゆう二に病びようにかかったことで後天的にできあがった性格だとしたら……あたしが何とかしてあげなきゃ。それには、能力を楽しんでもらうのが一番よね。うん、絶対そう！」






「（ありえない……能力なんて、使うほど中二病患かん者じやは世間から疎うとまれるだけ……。能力なんて使わないほうがいい。どうせ自分が楽しみたいだけ）」

　めずらしく長文でつぶやいた二十里の声には、微かな怒りが籠こもっているように感じた。





陽成美　「能力を楽しめれば世間から何と言われようと生きていけるのに。あたし達には同じ境きよう遇ぐうの仲間がいるんだから……」






　二十里は俺と繫いだ手をぎゅっと強く握にぎった。

　陽成美の想おもい、少しは伝わっただろうか。





陽成美　「なかなか良い方法が思いつかないわねえ。ちょっと慧でもいじって遊ぼうかしら。そうしてるうちに何か閃ひらめくかもしんないし」






　俺にとってたまらなく迷惑なことを考えた陽成美がテントを出て行くのを、俺たちは息を殺してやりすごした。

　屋上から陽成美の姿が消えたのを確認し、ほんのり温かくなった二十里の手をそっと放す。

「陽成美がああいう奴やつだから、俺は一緒にいるのさ」

「いじられたい？」

「違ちがうって！　陽成美の中二病患者を助けたいって想う気持ちを信しん頼らいしてんだよ」

　ああもう！　口に出すのは恥はずかしいなあ！

「二十里はさ、信頼できる人っているか？」

「……どうしてそんなこと聞くの？」

「いや、なんとなくだけどさ」

　信頼という言葉を使ったとき、二十里の感情が少し動いたような気がしたからだ。

「一人だけいる……でも、今は会えないし、話もできない」

「もしかして、愛日って人か？」

「…………そう」

　二十里は小さく頷うなずいた。相変わらずの無表情ではあるが、微かすかに微笑ほほえんでいるようにも、それでいて苦しそうにも見えた。

　こりゃ詳くわしくは聞けないな。

「じゃあさ、その愛日さんみたいにとは言えないけど、俺のことも信じてみないか？」

「何を言いたいのかわからない」

　突つき放すでもなく、照れるでもなく、二十里はただ疑問を口にした。

「仲間がいたほうが楽しいと思うんだ」

「人間なんて……噓うそつきばかり」

　今の一言にはたくさんの重たいものが詰つまっているのだろう。二十里みたいな能力を持っていたら、想像もつかない苦労があったに違いない。

「愛日さんは違ったんだろ？　俺の心を見てもいいからさ」

　その言葉に、二十里は迷わず能力を発動した。

　信用されてないなあ。ちょっと悲しいぞ。

「俺を信じてみないか？　戦略で人を騙だますことはあっても、仲間に噓はつかない男だぜ？」

　クールに決まったな！





慧　　　「俺は二十里に幸せになってもらいたいんだよ」






　ぬおおお！　恥ずかしいセリフが表示されてる！

　せっかくの見せ場なんだから、もっとクールに決めようぜ！

　二十里は大きく目を見開いて俺を凝ぎよう視ししている。

　そして、能力を解いた二十里は、

「考えておく」

　とつぶやき、屋上を後にした。







　　　報告２




　情報収集のため、監かん視し役の不知火慧と接せつ触しよくした。

　不知火慧はやはり頭が悪い。

　彼のおかげで夜会陽成美の思考を読み取ることに成功した。

　夜会陽成美は中二病を楽しむなどと本気で考えている。これは『機関』の理念に反する危険な思想であると言える。

　不知火慧は夜会陽成美に騙されている可能性がある。

　彼は他人の幸せを本気で願うような馬ば鹿かだからだ。

　彼の救出とこちらへの勧かん誘ゆうを提案する。

　彼から得られる夜会陽成美の情報は有益なものと考えられる。

　以上、対象の観察を継けい続ぞくする。







　第三章　プリンセスメイカーというよりドーターメイカー







「不知火しらぬい君……」

　退たい屈くつな授業が終わりＴテイー・２ツーＴ・テイー本部へ向かおうと廊ろう下かに出たところで、二は十つ里りが俺の行く手を遮さえぎった。

　陽ひ成な美みは教室で掃そう除じ当番中だ。

「どうした？」

　二十里から触さわってくるのって初めてじゃないか？　呼び方もフルネームから名字に君付けに変わっている。

「私の部屋に来て欲しい」

「はあ!?」

　思わずあげてしまった大声に、周囲の生徒達が振ふり返る。

　俺は慌あわてて声のトーンを落とす。

「急に何を言い出すんだ」

「拒きよ否ひする？」

　二十里はいつものように無表情で首を傾かしげた。これが悲しそうな瞳ひとみで、とかなら萌もえるんだろうけどなあ。

　それにしたって好感度上がりすぎじゃないか？　一体何があった？

　もしかして。

「おい絵え麗れ奈な、ちょっと来い」

　俺は教室の入り口から顔だけだして、ニヤニヤとこちらの様子を覗うかがっている絵麗奈を呼びつけた。

「何かしら？」

　絵麗奈は長い髪かみと大きな胸を揺ゆらしながら優ゆう雅がに近づいて来た。

「お前だろ。二十里に変なこと吹ふき込んだの」

「変なこととは失礼ね。私はちょっと恋こいの手ほどきをしてあげただけよ」

　こいつは恋れん愛あいネタになるとほんと楽しそうだな。

「俺と二十里の組み合わせでどんな手ほどきをするっていうんだよ」

「なんだか二十里からラブオーラが出てたからちょっと問い詰めてみたのよ」

　頭の悪そうなオーラだなおい。

　俺は二十里を見てみるが、当然ながらそんなものは出ていない。

「そしたらね、『不知火慧けいのことをとりあえず信じてみることにした』とか言うじゃない。これは恋だなって思ったわけよ」

「なんで!?　普ふ通つう友情とかじゃねえの？」

「だから、『それって、好きってことよ』って教えてあげたのよ」

　当然のように、俺の質問に答える気はないよね？

「なんてこと吹き込んでんだよ。信じたらどうするんだ」

「恋というのは勘かん違ちがいで生まれ、信頼で育てるものよ」

「名言っぽいこと言ってもだめだから！　絶対面おも白しろがってるだけだろ！」

「二十里ってば、すりこみをされた雛ひな鳥どりみたいでかわいいわぁ。ほらほら、早く行ってあげなさいよ。陽成美には私から上う手まく言っておくから」

　絵麗奈はニヤつきながら、手で俺を追い払はらうような仕草をした。







　結局、二十里の部屋にやってきてしまったわけだが。

「なんで陽成美までついてきてんの？」

　絵麗奈の奴、全然上手く言っといてくれてないじゃないか。

「慧が二十里に変なことしないか見張るために決まってんでしょ！　人がマジメに掃除してれば、どっかのバカが女の子の部屋に行くとか言ってるから！　まったくもう！」

「掃除と言いつつ、Ｔ２Ｔのポスターを貼はって先生に怒おこられてたように見えたんだが」

「清せい掃そう美化が掃除の目的なんだから、Ｔ２Ｔのポスターを綺き麗れいに掲けい示じするのも掃除のうちでしょ！」

「だからって壁かべ一面に貼るのはだめだろ」

「その方が目立つじゃない！　目立ってＴ２Ｔの活動内容が知れ渡わたれば、中ちゆう二に病びようで困ってる人の情報がガンガン入ってくるでしょ？　そしたらあたしが全部ばばーんと解決してみんなハッピーよ！」

　なにその三段論法！　ツッコミどころしかねえ！

「Ｔ２Ｔは目立ちすぎるほど目立ってるし、みんな陽成美をヤッカイがって情報持ってこないし、お前は問題をややこしくしてばっかりだろ」

「ぐ……そ、そんなことより二十里よ！　慧を部屋に招くなんてどうなってんの？　クールキャラだから安心してたのに……じゃない、ええと……いくら慧でも男なんだから危ないでしょ！」

　いくら慧でも、ってのは失礼じゃないかなあ！

「友達だから」

　二十里は無表情のままぽつりと言った。

「友達でもだめ！」

「入って」

　二十里は小首を傾げると、部屋へと入って行った。

「あたしの言ったこと、理解できなかったのかしら。なんだか危なっかしい娘こね……」

「俺ってそんなに信用ねえかなあ」

　女の子の部屋に入るのが大おお事ごとだってのはわかるけど、ここまで心配されるってのはちょっとショックだ。

「そういうわけじゃないの。でも、慧が二十里の部屋に行くのが嫌いやっていうか……ああもう！　わかんないわ！　常識で考えなさいよ！」

「一番常識から遠いところにいる人に言われても！」




「何にもねえ部屋だな……」

　二十里の部屋には必要最低限の家具しか……いや、それすら揃そろっていなかった。

　部屋に備え付けのクローゼットは開けっ放しで、中にはタオルがかかっているだけだ。

　タンスなどは一いつ切さいなく、部屋の隅すみに透とう明めいの衣い装しようケースが一つだけぽつんと置かれている。その中には、換かえの制服とＴシャツらしきもの。そして、白で統一された下着が何着か入っている。

　衣装ケースの上には、一枚の写真が飾かざってあった。白い壁を背景に、二人の少女が写っている。二人とも入院患かん者じやのような格好だ。一人は二十里、もう一人は見覚えがない。あれが愛まな日びさんだろうか。

　他ほかには部屋の隅にたたまれたマットレスと布ふ団とん一式があるだけだ。

「これでどうやって生活してるんだ？」

「今までもこうだった」

　二十里は相変わらずの無表情だ。

　たしかにご飯は食堂で食べられるけど……キッチンを覗のぞいてみたが、食器がコップ一つしかないぞ。

「冷蔵庫の中も薬しか入ってないじゃない」

　陽成美が備え付けの冷蔵庫に頭をつっこんでいる。

　勝手にひとんちの冷蔵庫を開けるな！

「私服は持ってないのか？」

「制服がある」

　俺は制服以外は着ないのかと聞きたかったのだが……着ないんだろうなあ。

「下着の趣しゆ味みはそれぞれだけど……全部ぺらぺらの安物じゃない！　肌はだによくないわ！」

　陽成美が衣装ケースの中身をひっくり返している。パンツとブラを床ゆかに散らばすな！

「本ほん棚だなもないみたいだが」

「図書館がある」

　読む分しか手元におかないんだな。

「エロ本なら慧のタンスの底よ」

　なんで今その情報をリークしたんだよ！

　そういえばテレビもないな。

「夜はどうしてるんだ？　暇ひまじゃないか？」

「暗くなったら寝ねる」

「原始人か！」

「未来人から見たらそうかもしれない」

「突とつ然ぜんユニークな答えを返されてもテンションに困るわ！」

「不知火君はいつもハイテンション。躁そうキャラ？」

「俺はクールキャラだっての！」

　だめだ。陽成美や絵麗奈とは違う意味で話が通じない。

「なんにしてもこの状じよう況きようは問題よねえ。とりあえず買い物に行きましょうか」

　陽成美が衣装ケースの蓋ふたをぱたんと閉じた。

　そうだな。せめて私服の一着くらい持っていたほうがいいだろう。

「銀ぎん髪ぱつの娘を着せ替かえ人形にする機会なんてめったにないしね」

　その一言がなければなあ……。







　俺と陽成美は二十里を連れて、学園の敷しき地ち内にあるショッピングモールを訪おとずれた。その規模は首しゆ都と圏けん郊こう外がいにある巨きよ大だいショッピングモールと比べても、遜そん色しよくのない売り場面積を誇ほこっている。

「二十里はどれくらいお金をもってるんだ？」

　こんなことを聞くのは失礼だが、予算を把は握あくしておかなければ買い物は成り立たない。

　当然の話だが、財さい布ふ事情は生徒によりかなり異なる。

　最も多いパターンが俺のように親からの仕送りが一切ない場合だ。学園から出る小こ遣づかいしか収入がない。そういった生徒には学園がこのショッピングモールへバイトの斡あつ旋せんをしてくれる。かく言う俺も、バイトの申しん請せい中だ。

　まれに家族仲が良いにもかかわらず、この学園にやってくる生徒もいる。そういった場合、仕送りなどで財布が潤うるおっていることが多い。といっても、実家の家計次し第だいだが。

　クールに転入祝いでもプレゼントをしてやりたいところだが、いかんせん俺の財布の中は寂さびしいことこの上ない。

　二十里は部屋を見る限り前者に見えるが……。

「わからない」

　二十里の答えは予想外なものだった。

「わからないってどういうことだ？」

「これ」

　二十里がシンプルな黒い財布から取り出したのは、一枚のカードだった。

　聞き覚えのない社名がプリントされている。

「いくらでも使っていいと言われている」

「いくらでも!?」

　金持ちの実家がごたごたして……とかそういうパターンだろうか。あまり触ふれない方がよさそうだ。

　金の心配がないのなら、まずは私服を買いに行こう。




　婦人服売り場には当然ながら女性しかいない。

　俺は売り場の入り口で立ち止まっていた。

　……このキラキラの中に入れと？

　パンクっぽいのや、ロリ、ギャル路線は避さけ、できるだけ大人しめのものが揃っていそうな店てん舗ぽを選んだつもりだった。

　それでもやはり、男物の売り場とは雰ふん囲い気きというか、空気が違う。

　ついでに匂においも違う。なんでこんなに良い匂いがするんだろう。

「ほら慧、なにしてんの？　さっさと来なさいよ」

　陽成美は売り場の中でたくさんの服を両手に抱かかえながら俺を顎あごで招く。その傍かたわらにはぼんやりと立つ二十里がこちらを見つめている。

　ええい、ここで引き返すのなんてクールじゃないぜ。

　俺は意を決して売り場へと足を踏ふみ入れた。

　女性客がみんな俺を見ている気がするぜ……。

　大だい丈じよう夫ぶ。何もやましいことはないんだ。ここはクールに深呼吸だ。

「すー……はー……」

「うっわ……女の子の匂いをたくさん吸い込もうだなんて、ちょっと引くわよ？」

「ちげえよ！　覚かく悟ごを決めてたの！」

「なーにを言ってんのよ。これから着替えるんだからそれくらいで恥はずかしがらないでよ」

「別に俺が着替えるわけじゃないだろ」

「あんたも着替えるのよ？」

「なんでだよ！」

「女装して潜せん入にゆう捜そう査さとかするかもしれないじゃない？　練習よ練習」

「とってつけたような理由！　俺はそんな恥ずかしいマネはしないからな！」

　女装なんて冗じよう談だんじゃねえ。クールとは真逆じゃねえか。

「他人の趣味をどうこう言うつもりはないけれど、クールな女装ってのはなかなか見れないわね」

「だろ？」

「だからこそ、ばっちりキマったときはクールだと思うのよ」

　説得力があるようなないような……。

「いやいや、騙だまされないぞ！　絶対面おも白しろがってるだけだろ」

「え～やってくれないのぉ？」

「当たり前だ！」

「残念だなあ。それで催さい眠みん術じゆつの件をチャラにしてあげようと思ったのに。能力悪用で通報しないとダメかなあ」

　自分だって普ふ段だんから能力使いまくってるくせに！

「い、一回だけだからな……」

「やった！　とびっきり恥ずかしい服を選ぶわね！」

「選せん択たく基準がおかしいだろ！　そんなことより二十里の服を選んでやろうぜ！」

「慧をいじるのに夢中で忘れるところだったわ」

「本来の目的を忘れるなよ！　んで、二十里は好みの服とかないのか？」

「ない」

　即そく答とうである。だろうなとは思ったけどさ。

「じゃあこれ全部着てみて！」

　陽成美は両りよう腕うでに抱えた服を全部二十里に手て渡わたした。フレアのミニスカートからシンプルなワンピース、キュロットスカートにタンクトップなど陽成美の眼鏡にかなった服がごった煮にだ。

　それらを抱えた二十里は顔まで服で埋うまっている。

「試着してみましょ」

　陽成美はそんな二十里の背中を押して、試着室へと消えて行った。

　この売り場で一人ってのは気まずいことこの上ないぞ。

「あれぇ、もう試着始まっちゃった？　これなんかどうかなあ！」

　そこへベルがひょっこり顔を出した。

　その手には黒地にショッキングピンクのフリルをあしらい、所々にドクロのシルバーアクセサリーをちりばめたドレスを持っていた。

　明らかに違うショップの商品だ。

「ベルちゃん……なんでここにいるんだよ」

「はつりおねえちゃんの部屋を出たところからずっと後ろにいたよ。えれなおねえちゃんが跡をつけようって」

「言っちゃだめでしょ！」

　突然横から現れたのは絵麗奈だ。

「お前もか！　というか、主犯は絵麗奈だろ！」

「陽成美を引き留められなかった責任を感じてついてきたのよ」

「じゃあその手に持ってるのはなんだ」

「オシャレは見えないところからよ。胸が小さいとかわいいデザインがたくさんあっていいわね。このモールは私くらいのサイズでもかわいいのがあるからとっても気に入ってるんだけど、やっぱり種類が違うわよねえ。ところで慧、女装するんだって？」

　絵麗奈はニヤニヤしながら真っ赤なミニスカートを目の前に掲かかげてきた。

　誰だれがそんな短いのを穿はくか！　パンツ見えるわ！

「絶対面白がってついてきただけだろ！　帰れ！」

「えー？　私も慧を女装させたい」

　絵麗奈はぷっくりと頰ほおを膨ふくらませた。

「えれなおねえちゃんの分もベルがしっかりやっとくからだいじょうぶだよ」

　ベルがしれっとした顔で俺の隣となりに並び、絵麗奈に手を振ふっている。

「ベルちゃんも帰るんだよ！」

「えー？　せっかくゴスロリおにいちゃんを仕立ててあげようと思ったのにぃ。ゴシック寄りにするから恥ずかしくないよ？　ちゃんとスカートだってふんわりロングにするし」

「ある意味ミニスカよりタチが悪い！　さっさと帰ってくれ！」

「「えー？」」

　俺は不満の声を上げる二人の背中を押して、売り場から追い出した。

「なに騒さわいでるの？」

　絵麗奈達の背中が見えなくなったのを確かく認にんし、試着室の前まで戻もどると、試着室のドアから陽成美が顔だけひょっこり出していた。

「絵麗奈とベルちゃんが来たんだよ」

「あの娘こ達も面白そうなことに敏びん感かんになってきたじゃない。よしよし」

「そこ褒ほめるとこなんだ？」

「とは言っても、あの二人に割り込まれたら趣しゆ味みがバラバラすぎて収しゆう拾しゆうつかなくなるわね──って戻ってきた!?」

　陽成美の視線の先には、売り場の入り口からこっそり中を覗のぞく絵麗奈とベルの姿があった。

　完全に不ふ審しん者である。

　まだこちらに気付いていないようだが、それほど広くない売り場だ。すぐに見つかるだろう。

「慧、こっち」

「うわっ？」

　俺は陽成美に試着室の中へと引っ張り込まれた。

　中は思ったより広い。一畳じようくらいはあるだろうか。

　それでも三人入るには手て狭ぜまだ。

　床ゆかには試着済みと思われる服が脱ぬぎ散らかされている。

　陽成美は制服のまま、二十里はショートパンツにポップなデザインのＴシャツだ。

「うーん、やっぱり二十里に元気の良い格好はイマイチねえ。こっちに着替えてみてくれる？」

　陽成美が手に取ったのは青いリボンをあしらったシンプルなデザインの白いワンピースだった。

　陽成美の指示に無言で頷うなずいた二十里は、ごそごそとＴシャツを脱ぎ始めた。あ……ブラが上にずれてなにかぽっちが見え──

「ちょちょちょっと待って！　慧！　反対側向いてなさい！　あとコレ穿いて！」

　陽成美は俺に布を被かぶせると、無理矢理反対を向かせた。

　被せられた布を取ってみると……

「スカートじゃねえか！」

　膝ひざ上うえくらいのプリーツスカートだった。

「こっち見んなって言ってるでしょ！」

　思わず振り向いた俺の首を、陽成美がぐりんと横に向けた。

　あいたたたたたっ！　首がありえない方向に曲がった気がするぞ！

　そして、背後で衣きぬ擦ずれの音がしてドキドキするんだけれども！　二十里が着替えている音だよなあ。

「二十里の着せ替かえの方が面白いから、罰ばつはそれを穿くだけで許してあげる」

「くっ……わかったよ」

　試着室の中でスカートを穿くだけとは人前で全身女装よりもよほどマシだ。

「やっぱり二十里にはこういう服の方が似合うわね」

　少し身じろぎするだけで背中が触ふれあう距きよ離りから陽成美の声が聞こえる。

　ううむ、振り返りたいがただでさえクールキャラを二十里に奪うばわれそうなのだ。

　ここはスカートをいかにしてクールに穿きこなすかを考えよう。

　えっと……このホックをとめてチャックを上げればいいのか？

　すんなり入ったなあ！　これ、明らかに俺のために用意しただろ！

　よく見ると試着室の中にはサイズの大きな服が何着がちらばっている。

　えらい露ろ出しゆつのはげしいものやら、かわいすぎるデザインのものがある。うん、このスカートでよかった……と思うことにしよう。

「こっち見ていいわよ。どう？　ちゃんと穿けた？」

「おう。スカートはすーすーして落ち着かないって話をよく聞くけどそうでもないな。トランクスだからか？」

「女性モノのショーツを穿きたいの!?　さすがにちょっと引いたわ……」

　無理矢理スカートを穿かせておいてその発言！　なんなのこの暴君！

　振り返ると、二十里は件くだんの白いワンピースに着替えていた。

　ちなみに陽成美もいつの間にか着替えていた。ぴっちりと体にフィットした白いシャツに黒いタイトスカートという、喫きつ茶さ店てんのウェイトレスでもできそうな格好だ。

　この狭せまい試着室だと、突つき出た胸が俺に当たりそうになる。

「どうかしら？　似合うと思うんだけど」

　陽成美が至近距離で俺を見上げて来る。

「お、おう。似合ってるぞ。大人っぽい格好もなかなかいいな。ただ、もう少しだけ離はなれてくれるか？　理性が危ない」

「……へ？　大人っぽいって？　あああああたし!?」

　顔を真っ赤にした陽成美はバランスを崩くずし、俺にもたれかかった。

　俺の胸にふにょんと柔やわらかな感かん触しよくが当たる。

　とくん、とくん、と陽成美の心臓の音が直じかに伝わってくる。

　陽成美の肩かた越ごしに二十里と目が合った。

　二十里は上うわ目め遣づかいでじっと俺を見上げて来る。

　胸には陽成美の鼓こ動どう、そして鼻び腔こうをくすぐる髪かみの匂におい。さらに眼前には銀ぎん髪ぱつの美少女。

　ク……クールな俺が崩ほう壊かいするっ！

　ぎゅっ。

「ひあぅっ!?　なななな何してるの!?」

　思わず抱だきしめてしまった俺の腕うでで、陽成美の体がびくんっと震ふるえた。

　ああっ!?　俺はなんてことを！　こ、殺される!?

　二十里は相変わらずじっと俺を見上げている。その視線には心なしか侮ぶ蔑べつが混ざっているような気がする。

「は、二十里もよく似合ってる」

「そう」

　小さく呟つぶやいた二十里は、ふいっと俺から視線を外した。

　ついでみたいに褒めたから怒おこらせたかなあ。

「あたしを抱きしめながら、他ほかの女を褒めるとかどういう──っと、そうよ！　二十里の服の感想を訊きいたの！　なんであたしを抱きしめてんのよ！」

　──ごふうっ！

　ゼロ距離から放たれた陽成美の拳こぶしが俺の脇わき腹ばらに突き刺ささった。

「ふ、ふんっ！　ほされた布ふ団とんを打ち抜ぬく練習を続けたあたしの拳はどうかしら？」

　陸む奥つ○明流かよ！

　俺から離れた陽成美は顔を真っ赤にして俺を睨にらんでいる。

　それはいいが、二十里が陽成美と壁かべの間で潰つぶれてるぞ。

「とにかく、俺はいったん出るからな。決まったら呼んでくれよ」

　いつまでもこんな所にいたら俺の理性と体がもたん。

「ちょと慧！　んもうっ！」

　呼び止める陽成美を無視して、俺は試着室を出た。

　試着室から少し離れた場所でぼけっと待つ。

　思い出したかのようにハンガーにかかっている服を手にとってみたりするが、どうにも落ち着かない。

　やましいことは何もないはずなのに、不審者になった気分だ。

　しかも絵麗奈達と騒ぎを起こしたせいか、他の客が遠巻きに俺をチラチラ見てくる。

　もう耐たえられない！　売り場の外で待とう！

「ねえねえ、これどうかしら？」

　俺が売り場の外へ向かおうとすると、試着室のドアが突とつ然ぜん開き、上半身ブラ一枚の絵麗奈が顔を出した。

「え、絵麗奈!?」

　いつのまに!?　追い出したはずなのに！

「えへへーどう？　かわいいっしょ。ここまで凝こったデザインは大きいサイズだとなかなかないのよ。ちょっと高いけど買っちゃおうかしら」

　絵麗奈が身につけているブラはピンクを基調とし、控ひかえめながらもポイントを押さえたフリルに、コバルトブルーのラインがハイセンスな逸いつ品ぴんだった。

　かわいい寄りのエロかわいい。といったところだろうか。

　絵麗奈はよほどうれしかったのか、カップを軽くひっぱったり、胸を腕に乗せたりしている。
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　たまに肉が溢あふれそうになり、「もう成長しなくていいんだけど」などと呟いている。

「あの……絵麗奈……」

「なあに？」

「自分のかっこう、見てみろよ」

「すっごいかわいいでしょ!!」

「そうじゃなくて！　いや、そうだけど……」

　くっ……前まえ屈かがみになる俺を誰だれが責められようか。

「いったいどうしたのよ慧。──────っっっっ!!?」

　絵麗奈は自分の姿を見て顔を真っ赤にすると、試着室の中へと飛び込み、ドアを勢い良く閉めた。

「忘れなさい！　よろしいですわねっ!!」

　試着室から響ひびく悲鳴にも似た叫さけび声に、店内はおろか通路の客までが振ふり返ったのであった。

「それから！　ご自分の姿もしっかり見ておくことをお勧すすめしますわ！　似合ってましてよ！」

　何を言ってるんだ。俺はちゃんと服を着て──スカートだった!!!

　どうりでさっきから他の客にチラチラ見られるわけだよ！

　気付いてたんなら早く言ってくれ！

　俺は陽成美達がいる試着室の前まで行くと、ドアを激しくノックした。

「陽成美！　ズボンを返せ！」

　店内中から注目されているが今いま更さらだ。

　ドアは思ったよりもすんなり開いた。

　中からは先ほどの白いワンピースに身を包んだ二十里が出てきた。

　とてもよく似合っている。夏の秩ちち父ぶに化けてでそうな……いや、なんでもない。

　二十里は相変わらずの直立不動でこちらをじっと見ている。

「結局それにしたのか」

「不知火君が似合ってると言った」

「あんな一言で決めたのか。本当にいいのか？」

「いい」

　二十里は小さく頷いた。

「色々勧めたんだけどね、コレが良いってきかないのよ。初めて自己主張してくれたんだし、彼女の意思を尊重することにしたわ。あたしとしてはこのＴ２ＴＴシャツにして欲しかったんだけどね」

　二十里の後ろからひょいと顔を出した陽成美の手には、胸に『Ｔ２Ｔ』と書かれたＴシャツがぶら下がっていた。

「あきらかにこの店の売り物じゃないよなあ！　わざわざ持って来たのかよ」

「慧が着てもいいのよ？　そのスカートに似合いそう」

　陽成美は俺の全身をニヤニヤしながら眺ながめている。

「バカ言ってないで着き替がえさせてくれ！」

「積極的ね！　さすがだわ！」

　掲かかげられたＴシャツから、陽成美のにやけ面づらが半分だけ覗のぞいている。

「そっちじゃなくてスカート！　スカートを脱ぬがせてくれ！」

「ヘンタイ！　露ろ出しゆつ狂きよう！」

「わかってて言ってるだろ！」

「スカートなら今日一日そのままよ？　罰だって言ったでしょ」

「ちょっと着るだけじゃなかったのかよ！」

「誰もそんなこと言ってないじゃない。はいこれ」

　そう言って陽成美はＴ２ＴＴシャツを俺に手て渡わたしたのだった。







　スカートにＴ２ＴＴシャツという恥はずかしい格好のまま、衆目にさらされながら俺たちは買い物を続けた。

　隣となりを歩く陽成美はそんな俺を笑いをこらえながら面おも白しろそうに見ているだけだし、二十里は変わらずの無表情。

　お前ら、羞しゆう恥ち心しんって言葉を知らないのか。

　それと陽成美！　スカートをちらちらめくってくるんじゃない！

　服に続いて、タンス、机、イスを買った。どれも白を基調としたシンプルなデザインにおちついたのは、二十里らしいと言えるかもしれない。

　とても持ちきれないので配達してもらうことにした。

「あとはベッドくらいあったほうがいいか」

　別になくてもいい、と二十里は言ったが、せっかく来たのだから見にいくくらいしても良いだろう。

　ベッド売り場には、大小様々なデザインのベッドがおかれている。

　学園内のショッピングモールな上に、平日の放課後ともなれば、ベッド売り場に客がいないのはしかたないだろう。

　たいていの生徒は入学か転入時に購こう入にゆうするものだ。在学中に買い換かえる生徒はまれだろう。

　……この売り場って絶対赤字だろうなあ。

「どれか気に入りそうなのはあるか？」

　一応訊いてみる。

「不知火君が良いと思うものでいい」

　やっぱりそうくるか。

「そうは言っても、実際に寝ねるのは二十里だしな」

　俺は手近にあったシンプルなベッドに腰こし掛かけた。

「けいおにいちゃーん！　どーっん！」

　そこへ、どこからか走り込んで来たベルが俺に体当たりをかましてきた。

　ベルはそのまま俺を押し倒たおし、腹の上に馬乗りになった。

　スカートめくれてる！　ベルのじゃなくて俺のが！

「くくくくくっ！　はーっはっはっはっは！　獲とったぞお！」

　ベルは奇き妙みような笑い声を上げ、俺の上でガッツポーズをしている。

「何をだよ！」

「何をするかはこれからわかるんだよ。おにいちゃん……」

　ベルが上半身を倒し、顔を近づけてくる。

「どこでそういうのを覚えてくるんだ。離はなれなさい」

「おにいちゃん、つまんない反応だなあ。もうちょっとドキドキしてよう」

「突然のタックルにびっくりして、むしろ心臓が止まるかと思ったわ！」

　俺がベルの肩かたを押して上半身を起こすと、隣に二十里がすとんと座ってきた。

　ベッドの感かん触しよくを確かめたいのだろう。

　ううむ、マイペースな奴やつだ。ちょっとベルをどかすのを手伝って欲しいところだなあ。

「やんっ。おにいちゃんてば、女の子にこんなかっこうさせて、だ・い・た・ん」

　俺とベルは座って抱だき合うようなかっこうになってしまっている。

「はいはい。重たいからどいてくれよ」

　俺はベルを持ち上げ、ひょいと床ゆかに立たせた。

「もうっ！　なんでよくじょーしないの!?」

「こんなところで変なことを言うんじゃありません！　十歳に欲よく情じようとか問題ありすぎるわ！」

「だったら、私ならどうかしら」

　ひょいと現れて俺の顎あごをきれいな指でなぞったのは絵麗奈だ。

　腰こしを折り曲げるため胸むな元もとが大きく開き、谷間どころかさきっちょまで見えそうな勢いだ。

「…………？　慧？」

　絵麗奈は俺の視線の先を見ると慌あわてて飛び退のいた。

「ど、どこを見てるんですの！　いやらしいですわ！」

　慌てるとお嬢じよう様さまっぽい言葉遣づかいになるのは相変わらずだ。

「自分で見せておいて怒おこるのは理り不ふ尽じんじゃないかなあ」

「み、見せてなどいませんわ！」

「痴ち女じよね」

　腕うで組ぐみをした陽成美が俺たちをジト目で見下ろしている。

　──くいっくいっ。

　二十里が俺の袖そでを引っ張ってきた。

「おう、すまんすまん。変なのにからまれちまったな。ベッドを選ぼうか」

「変なのって何よ！　し、新しん婚こん夫ふう婦ふみたいな会話をして！」

　絵麗奈はムキーっと両手を振り上げた。

　それを見たベルもマネをして両手を振り上げる。

「新婚というより兄妹きようだいって感じだけどね……ちっ……」

　なんで陽成美が舌打ちすんのさ。

「妹はベルのポジションだよ！」

　ベルが腕をぶんぶん振り回した。

「俺の妹は恵めぐみだけだっつってんだろ……」

　ベルの奴、まだ妹ポジションを狙ねらってたのか。

「お客様、他ほかのお客様のご迷めい惑わくになりますので……」

　これだけ騒さわげば店員さんが飛んでくるのも無理からぬことだろう。

　どうみても他に客なんていないけど、ここは乗っかっておく。

「ほらほら。いいかげん帰れって」

　絵麗奈とベルはしぶしぶ去っていった。

　店員さんがその後をつけていく。

　あいつら、マークされとるなあ。

　さて、さっさと買い物をすませて帰るか。

　そう思った矢先──

「よう陽成美ちゃん。相変わらずかわいいな」

　俺達の前にチャラいという表現を全身で表しているような男が現れた。

　制服からするにうちの高等部らしいが……陽成美の思考を読んだときに出てきたチャラい転校生ってコイツのことか？

　なれなれしい奴だ。なんか……気に入らないな。

「誰だれだよあんた」

　警けい戒かい心全開の問いかけにも男はどこ吹ふく風だ。

「オレは坂さか詰づめ連れん矢やってんだ。三年生だかんな。先せん輩ぱいは敬えよ？」

「……敬うような先輩ならな」

「生意気な後こう輩はいだねぇ。ハーレム持ちだからって調子にのってるんじゃないか？　ちょっと指導しとこうか？」

　連矢は指をボキボキと鳴らしながら近づいて来た。

　反射的に俺はベッドから立ち上がる。

「これがハーレムに見えるってんなら、眼科に行った方がいいんじゃないすかね。もう老眼ですか、センパイ」

　たしかに美少女に囲まれちゃあいるが、こっちは迷惑かけられっぱなしなんだぞ。

「さっきの娘こたちも含ふくめて四人の美少女に囲まれてれば十分ハーレムだと思うが？」

「ベルちゃんも人数に入れるとはなかなかのロリコンっぷりっすね」

「美少女なら年ねん齢れいで差別しない主義でね。オレなら四人とも美お味いしくいただくね。それとも本命が決まってるのかい？」

「そんなの……知らねえよ！」

　何を言い出すんだコイツ。

「くくくっ……じゃあもっと答えやすい聞き方をしてあげよう。陽成美ちゃんとそこにいる銀ぎん髪ぱつのコ、どっちが本命なんだい？」

「あんたにゃ関係ないだろ」

「関係ないってんなら両方オレがもらっていくよ？　キミがちゃんと選べば、選ばれなかった方だけをオレがもらう。どうだい？」

「んな……っ」

　むちゃくちゃな二択たくだ。

　俺は二十里と陽成美の顔を交こう互ごに見た。

　二十里は変わらぬ無表情、陽成美はただ真まっ直すぐに俺を見ている。怒っているようにも諭さとしているようにも何かを待っているようにも見える。

　つまり、さっぱりわからん！　どうするのが正解なんだ！

　こういう時は相手の気持ちになって考えるのがクールだな。

　二十里は何も考えてなさそうだから、陽成美の気持ちになってみよう。

　陽成美と言えば、Ｔ２Ｔの活動を最優先に考えるよな。

　今の活動内容と言えば、二十里の手助けだ。ってことはつまり、二十里を選ぶのが正解ではないだろうか。

　そもそも、内気そうな二十里と違ちがって、陽成美なら黙だまって連れて行かれたりしないだろうしな。

　うむ、陽成美も二十里を選べって顔をしているような気がしてきたぞ。

「俺は二十里を選ぶ！」

　どうだ陽成美、正解だろ？

「あたしがこの男に連れて行かれてもいいって言うの!?」

　あれえ!?　ご立腹でいらっしゃる？

「いや……そうじゃなくてだな……えっと……二十里を助けるのが目的だから……その……」

　なんで俺ってばしどろもどろになってんだ。いつものクールな俺はどこへ行った！

「そこは二人とも渡わたさないって言うところでしょうよ！」

「ハーレム推すい奨しよう!?　だったらそう言ってくれれば、いくらでも相手したのに」

　まさに男の夢だ。

「ちっっっっがうわよバカッ！　もういいわ、坂詰さんだったかしら？　クレープくらいおごらせてあげるわ！　行きましょう！」

「おい陽成美、なんだよそれ！」

「慧はハーレムでもなんでも作って女の子とイチャついてればいいでしょ！」

　陽成美は大おお股またで立ち去ってしまった。

「ふふふ、そうこなくてはね。じゃあそういうことだから。君達もなかよくやれよ」

　連矢はイヤミったらしく笑うと、陽成美を追いかけて行った。

　なんだってんだよ。

　なんか……面おも白しろくないな。

　クレープ？　クレープがどうしたってんだ。なんで陽成美があんな奴と一いつ緒しよに歩いて行くんだよ。わけわかんねえよ。

「不知火君……」

　二十里が俺の袖を引っ張ってきた。

「なんだよ！　……っ、ごめん。なんだ？」

　俺は思わず語気を強めてしまっていた。何をいらついてるんだ一体。

「私より夜や会かい陽成美が気になる？」

「違う！　あんな奴どうだっていいよ！」

「…………やっぱり、あなたも噓うそをつくんだ」

　二十里の奴、何を言ってるんだ？　どいつもこいつもわけわかんな──

　そこまで考えて、俺は視界の端はしにウィンドウが出ていることに気がついた。





慧　　　「くそっ！　二十里との買い物をさっさと終わらせて、陽成美を追いかけるか？　でも追いかける理由なんてないしな。ああもう！　もやもやするぜ！」






　──しまった！

　二十里の手には紅あかい珠たまが握にぎられている。

「違うんだ二十里！　俺は別に、陽成美が……そうじゃなくて……えっと……」

　だめだ。自分でも何を言ってるのかわからない。

　とにかく俺は、一番噓をついてはいけない相手に噓をついちまったんだ。

「今日はありがと」

　二十里は俺の袖から手を放すと、冷たく、極きわめて事務的にそういい放ち、立ち去って行った。







　俺は陽成美と目を合わせては逸そらすということを一日中繰くり返していた。

「夫婦で見つめ合っちゃってうらやましいねえ」

　と、冷やかしてきたのはクラスメイトの鉄てつ平ぺいだ。いつもならバカエロトークをする悪友だが、とても相手にする気にはならなかった。

　陽成美に「言いたいことがあるなら言えよ！」と叫さけびたい気持ちはあるものの、俺も何を言いたいのかわからずもやもやしているため、時間だけが過ぎていく。

　朝から姿を見ない二十里のことも気になる。

　昼休みに部屋を訪ねてみようかとも思ったが、やはり何と言えばよいのかわからず、迷っているうちに放課後になってしまった。

　よほど俺の様子がおかしかったのか、見かねた絵麗奈とベルが何度も話しかけてきてくれた。

　しかし俺は二人の問いかけに生返事をするだけだった。

　何をどう言い訳したところで、二十里を傷つけたことに変わりはない。

　俺だけ仲間に優やさしい言葉をかけてもらうなんて、それはクールな男のすることではないのだ。

　不思議そうに顔を見合わせる絵麗奈とベルをおいて、俺は教室を出た。

　まずは二十里に謝るべきだろう。

　なぜ気まずくなっているのかわからない陽成美とは違い、二十里との一件に関して悪いのは完全に俺だ。

　どう謝っていいのか。それはまだ思いつかないが、とにかく謝るしかない。

　二十里の部屋に行こう。

　そう思って周囲を見回すと、そこは通いなれた屋上へと向かう階段だった。

　考えごとをしていたせいか、いつもの習慣でこちらに向かってしまったらしい。

「不知火君」

　そして、驚おどろいたことに、屋上へと続く扉とびらの前には二十里が立っていた。

　俺はゆっくりと階段を上る。

「何してんだ？」

　言うべきなのはそんなことじゃないだろ。

　二十里と同じ高さに立っても目を合わせることができず、手すりによりかかりつつ横を向いた。

　ああもう！　いつものクールな俺はどこに行った！

「昨日は悪かった！」「昨日はごめんなさい」

　俺は意を決して頭を下げ……え？

「なんで二十里が謝るんだ？」

「なんで不知火君が謝る？」

　俺はお辞じ儀ぎの姿勢で顔だけ上げた。二十里も同じ姿勢になっており、お互たがいの鼻がつきそうなほど顔が近づいている。

　俺は慌あわてて腰こしを上げた。

「俺は噓をついたんだぞ」

　絶対噓をつかない、なんてかっこいいこと言って、さんざん人間の汚きたない部分を見て苦労してきたであろう二十里をぬか喜びさせたのだ。

「いいえ、私こそ不知火君を信じられなかった。不知火君が噓をつくはずなんてなかった」

　そう思ってくれるのは嬉うれしいが……昨日、あれだけ冷たい瞳ひとみをして帰ったというのに、何かおかしい。

「実際に俺は噓をついたんだぞ」

「つかされただけ」

　二十里はかぶりを振ふった。

「どういうことだ？」

　俺に噓をつかせて得をする奴やつなんているだろうか。

　俺と二十里が仲なか違たがいして得をする奴ってことか？

　そういえば、陽成美は俺と二十里が仲良くしてるのを見て怒おこってたような気がするが……。いや、いくらなんでも考えすぎだろう。

　それではまるで、陽成美が俺のことを好きみたいではないか。

「あなたは夜会陽成美に騙だまされている」

「いやいや、陽成美が俺に惚ほれてるとかないから」

　まったく、二十里までそんな発想をするとは。

「何を言ってるの？」

　しかし、二十里は小首を傾かしげるだけだった。

「陽成美が俺と二十里の仲を裂さこうとしたって話では？」

「そう」

　やっぱりそうなのかよ！

「でも、夜会陽成美が不知火君に惚れているという話はしてない」

「ええ……？」

　全然わかりません。

「夜会陽成美は企たくらんでいる」

「そりゃ、あいつはいつも何かを企んでるなあ」

「Ｔ２Ｔの話ではない。あんなくだらないことじゃない」

「くだらなくなんて──」

　陽成美がやろうとしてることはすごいことなんだ。結果として周りをひっかきまわしてるだけだが……。

　ばかげたことに見えるのも確かだが、それを他人に言われると、なぜだかイライラする。

「夜会陽成美は組織への攻こう撃げきを企んでいる」

　おいおい。たしかに二十里の歓かん迎げい会かいでそんなこと言ったけどさ。

「ありゃ陽成美の冗じよう談だんだって」

「違う」

　二十里の瞳は真しん剣けんだ。

「二十里って天然だよなあ。あんな冗談を真に受けるなんてさ」

「彼女は、あなた達を対組織用のコマにしようとしている」

「二十里……いいかげんにしないと怒るぞ」

「なぜ？」

「友達が変な言いがかりをつけられてるんだ。そりゃ怒るだろ！」

「言いがかりではない。事実」

「じゃあその組織ってなんなんだよ！　全部妄もう想そうだろ！」

「組織とは中二病研究機関アグリツパ」

「な──」

　それって、陽成美が捕とらえられてた……というか、今も陽成美を監かん視ししてる組織じゃないか。

「夜会陽成美は中二病研究機関アグリツパへの復ふく讐しゆうを企くわだてている」

「お前……どこでそれをっ！」

　俺は思わず二十里の肩かたにつかみかかった。

　陽成美と中二病研究機関アグリツパの関係を知るものはそれほど多くないはずだ。

「…………いずれ話す」

　二十里は俺からふいっと目を逸らせた。

「いずれ？　なんで今じゃだめなんだ！」

「それは本部のきょ──」

　そこまで言いかけて、二十里は何かに気付いたように口を閉じた。

　本部ってなんだよ！

「二十里……まさかお前……」

　俺は二十里の肩をつかむ手に思わず力を込こめてしまった。

「痛っ──」

　顔をしかめた二十里が俺の胸をドンと両手で突つき放した。

　俺はたたらを踏ふむ。

　あれ？　後ろって階段だよな？

　後ろ足が階段を踏み外す。

　やばっ──

　なんとか手すりを摑むことができて左手を支点に、体が半円を描えがく。

「不知火く──」

　二十里が俺に手を伸のばしたところで、その足を階段から滑すべらせた。

　俺の体は片手を中心に回転したため、手すりに背をつけた状態になっている。

　つまり、足を踏み外す直前には二十里の正面に向いていたが、今は二十里に道を開けるような格好になっているのだ。

　二十里が俺の前を通過していく。スローモーションに見えるその二十里と目が合った。

　このままだと、二十里は頭から床ゆかに激げき突とつする。

　手を摑むのは──間に合わない！

　こんな時、どうするのがクールかなんて考えるまでもねえ！

　俺は迷わず階段を蹴けり、二十里を抱だきしめた。そのまま下に背を向ける。

「がっ──」

　背中を階段に打ち付け、肺の空気が全すべて押し出された。

　それでも俺は片手を伸ばし、階段から手すりに延びる金属製の細い支柱を摑んだ。

　ケツが階段を一段落ち、鈍どん痛つうが脳天までかけ上がる。

「くはっ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　俺は肩で荒あらい息をし、なんとか肺に空気を取り入れた。

　二十里は階段に座った俺の胸に抱かれる格好で、じっと俺を見上げている。あいかわらず表情から感情が読み取りにくいが、心配してくれている雰ふん囲い気きを感じる。

　俺の胸にぴったりと重なった二十里の平らな胸から、トクントクンと心臓の音が聞こえる。

「ケガはないか？」

「ない」

　二十里は小さく頷うなずいた。

「あなたは？」

「首がちょっとヒリヒリするな」

　二十里が俺の首筋を覗のぞき込んだ。

　銀色の髪かみから香かおるほのかな甘い匂においが俺の鼻び腔こうをくすぐる。

「さっき、引っ搔かいてしまった」

　二十里を空中で抱きしめたとき、そんなことがあったかもしれない。夢中でよくわからなかったけど。

　二十里はそのまま、顔を俺の肩に埋うめてきた。

　小さくて軽く、そして柔やわらかい。

　俺の鼓こ動どうがにわかに早くなる。

「ごめんなさい」

　二十里が、小さな声で謝った。

「謝るのは俺の方だろ。摑みかかったりしてすまなかった」

「いい」

　二十里の頭がもぞもぞと動いた。首を横に振ったのだろう。

「さっき言ってた中二病研究機関アグリツパの件、話せるようになったら話してくれ」

　陽成美が復讐を考えてる云うん々ぬんは、その話を聞いてからだな。

「………………わかった」

　少しの間があった後、二十里はもぞりと頷いた。

　さてと。

　陽成美に謝りにいくか。

　なんで怒ってるのか知らないけど、喧けん嘩かしたときは男から謝るのがクールだ、って本に書いてあったからな。

　……なんで悪くもないのに謝るんだろうなあ。おかしいだろ。

　うん、やっぱりまず話し合いだな。

　もし陽成美の方が悪いならちゃんと叱しかってやるのもクールな男だ。優しいだけじゃあ飽あきる、たまには叱ってほしい、って何かの雑誌にも書いてあったしな。
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　心を決め、二十里を俺の上からどかそうとしたその時。

「慧……？」

　階段の陰かげから陽成美が現れた。

「陽成美……お前こんなとこで何して……」

　何しても何も、この先にはＴ２Ｔの本部がある。

　二十里のことに夢中ですっかり忘れていた。

「それはこっちのセリフよ。昨日のことはいいわ。あたしもなんで怒ったのかよくわかんないというか、むしろ謝ろうと……でもこれは何!?　あたしは二十里の面めん倒どうを見ろと言ったけど、イチャつけと言った覚えはないわ！」

「イチャついてるわけじゃねえよ！」

　二十里を抱き抱かかえたこの体勢で言っても説得力は皆かい無むだなあ。だが、事実なのだからしょうがない。

「おい二十里、離はなれてくれないか？」

　俺の頼たのみに二十里は、返事のかわりに上半身を起こし、陽成美を見た。

「夜会陽成美。あなたは打だ倒とう中二病研究機関アグリツパを考えている？」

　二十里が突とつ然ぜん質問をするのと同時に、視界の端はしにウィンドウが表示される。





陽成美　「何な故ぜそれを!?」






「やめろ！」

　俺は二十里の手から紅あかい珠たまを叩たたきおとした。

　珠は硬かたい音をたてて階段で一度跳はねると、虚こ空くうへと溶とけ消えた。

「証しよう拠こを見せようとしただけ」

　二十里はこともなげに言う。

「だからって、他人の心を覗いていいことにはならねえ！」

「不知火君もやったこと」

「あれは……っ」

　陽成美のために……いや、どんな理由があったにせよ、やっていいことじゃなかった。

　それに、俺が二十里を怒おこっているのは正義感からじゃない。

　自分の信じていたものが壊こわれそうだから、必死にしがみついているだけだ。

　陽成美は責めるような目で俺を見ている。

　心を覗いたことはあとでいくらでもぶん殴なぐってくれ。

　だが、これをはっきりさせないことには謝ることもできない。

　俺は二十里を押し退のけて立ち上がると、陽成美の正面に立った。

「陽成美……ほんとに中二病研究機関アグリツパを倒たおすためだけに俺たちを集めたのか？」

　中ちゆう二に病びよう患かん者じやを助けたいってのは噓うそだったのか？

　そんなわけねえよな？　さっさと否定して、俺を叱ってくれよ！

　陽成美は俺の言葉に少しだけ目を細め、その後、悲しげな目をして俺を見た。

　そこで陽成美は何かに気づいたように一いつ瞬しゆん動きを止め、怒いかりに染まった強い瞳ひとみで俺を睨にらんだ。

「そうよ！　あたしが欲ほしかったのは戦う部下よ！　文句ある!?」

「噓……だよな？」

　俺は思わず陽成美の手を摑んだ。

「放して！　これ以上心を読まれちゃたまんないわ！」

　陽成美は俺の手を振ふり払はらうと、俺と二十里を押し退け、階段をかけあがり、屋上へと飛び出した。

　二十里の言ったことは全部本当だってのか？

　だから心を読まれるのを嫌いやがって……二十里の世話を俺に任せたのか？

　──バタンッ！

　風もないのに閉まった屋上へ続く扉とびらがまるで、陽成美が俺を拒きよ絶ぜつしているような気がした。







　　　報告３




　定例報告とは別に、不知火慧に噓をつかれたと報告した。

　彼を信用しろというアドバイスに感謝する。

　やはり彼のような馬ば鹿かが噓をつくはずがなかった。信用にたる人物だと判断する。

　夜会陽成美は彼に執しゆう心しんしていると、取り巻きからの情報があった。

　彼を使えば、夜会陽成美の動向をより深く探さぐれるだろう。

　より親密になれるよう努力する。なお、右記取り巻きが彼と自分との接せつ触しよくの補助を申し出てきた。

　真意は不明だが乗ってみることにした。男女間の感情に詳くわしいらしい。自分には不足している能力であるため、重宝することだろう。

　また、不知火慧をこちらに引き入れる作戦は順調。不知火慧が身を挺ていして私を助けた。その行動は不可解であるが、こちらの事情を話す時期だと考えている。許可がほしい。

　不知火慧との接触は夜会陽成美の調査のためと繰くり返し記しておく。

　また、夜会陽成美は本部の予想通り、中二病研究機関アグリツパ潰つぶしのために仲間を集めている。

　が、中二病患者のことを考えているのも確からしい。不可思議な人物である。

　以上、対象の観察を継けい続ぞくする。







　第四章　掌てのひらからエネルギーを吸ったりはしない







「どうしてこうなっちまったんだ……」

　俺は自室の一人がけソファでそうぼやいた。

　陽ひ成な美みともめたあと、どうしていいかわからなくなった俺は二は十つ里りを振り切って自室へと逃にげ込んだ。

　クールとは正反対の行動に我ながら嫌になる。

　──とうるるるるるる。

　組んだ手に額を乗せ、懊おう悩のうしていると、突とつ然ぜん携けい帯たいが鳴った。

　反射的に通話ボタンを押す。相手は妹の恵めぐみだ。

『やっほー、お兄ちゃん。元気にしてる？』

　電話口から聞こえる恵の声はいつもと同じ、元気でありながら年のわりに落ち着いたものだ。

「まあな」

　あまり電話をする気分じゃない。

　かといって、いたずらに妹に心配をかけるのもクールじゃない。

　ここは適当に切り上げ──

『妹に心配をかけないように、適当に切り上げようとか考えてるでしょ？』

「うぐっ──相変わらずスルドイな」

　こいつの鋭するどさはたまに、能力者なんじゃないかと思うことがある。

『こんなにわかりやすいのはお兄ちゃんくらいだけどね』

　単純で悪かったな！

「そういうわけで、電話をする気分じゃないから切るぞ」

『待って！　切らないで！』

　恵にしてはめずらしく聞き分けが悪い。

「なんだ？　何か用か？」

『本当はお兄ちゃんが好きだって言ってたアニメをがんばって見てみたからその話をしたかったんだけど……そんなことは今はどうでもいいわ』

「なに!?」

　どうでもよくないぞそれは。

『お兄ちゃんがなんだか辛つらそうにしてるってのに、このままサヨナラなんてできるわけないでしょ』

　それよりアニメの話を……したら殺されるなこりゃ。

　だいたい、そう言われてもな。妹に愚ぐ痴ちを聞かせるだなんてクールじゃないだろ。

「大したことじゃ……ないからさ」

『そうは聞こえないよ！　ねえお兄ちゃん。お兄ちゃんはめぐみのこと、好き？』

　急に話題が変わるなあ。

「そりゃ、たった一人の妹だからな」

『うん。めぐみも大好きだよ。お嫁よめさんにはなってあげられないけど、世界で一番お兄ちゃんのことが好きなのはめぐみだよ』

「お前……そういう恥はずかしいことを……」

　照れくさくて言えないが、よく説教をしつつも必ず俺のことを認めてくれる恵という存在は、アレな両親に育てられた俺にとってとても大きなものだった。

『損得なしに最後まで味方でいられるのは家族だけなんだからね』

『損得』という言葉に、一瞬陽成美の顔がちらついた。

「わかってるさ」

『じゃあ話して。このまま電話を切ったりしたら、次に電話を使える一週間後までの間に心配で倒れちゃうよ』

　恵の通う全ぜん寮りよう制せいの女子中は規則が厳しく、電話を使用できるのは一週間に一度と決まっている。

　やれやれ。このよくできた妹にはかなわないな。

「わかったよ」

　俺は、中二病研究機関アグリツパのことはぼかしつつ、今日の出来事をかいつまんで恵に話した。




『また女の子の名前が増えた……』

　恵の声から怒りがにじんでいる。

「なんで怒ってんの？」

『怒ってないよ！』

「どう聞いても怒ってるだろ」

　俺の周りにいる女子はどうしてこう怒るポイントがよくわからない奴やつらばっかりなんだ。

『それはともかく……要するに、お兄ちゃんは陽成美さんのことを信じたいんだね？』

「どうしてそんな結論になるんだ!?」

　女の子ってのはワケわかんねえよ、ってつもりで話したんだが。

『違ちがうの？』

「………………違わない」

　不思議なことに、恵が相手だと素す直なおに認めることができる。

『なら最後まで信じてみなよ。もし、めぐみがお兄ちゃんを疑わなきゃならないようなことになっても、絶対にお兄ちゃんを信じるよ』

「さんきゅーな。恵の言葉にはいつも元気づけられるよ」

『……それはめぐみもだよ。もっとお話ししたいけど、今日は切るね。じゃあ、がんばって！　くじけたらいつでもめぐみの胸で泣いていいんだからね！』

「お、おう」

　いくらなんでも兄としてそれはどうかと思うけどな。

　俺は電話を切ると、ソファから立ち上がって伸のびをした。

　何を迷ってたんだろう。

　当たって砕くだけたくらいがどうしたってんだ。

　砕け散って粉々になったって、それでもダメなら化けてでりゃすむ話だ。

　幽ゆう霊れいになれば合法的に色んなところに入れるしな！

　俺は陽成美を助けるって決めたんだ。

　一度決めたことをやり通すのがクールな男だろうぜ！

　もう一度陽成美と話に行こう。







　薄うす暗ぐらい階段を駆かけ上がっていると、屋上へと続く扉とびらがゆっくりと開いた。

　光の中から現れたのは陽成美だ。

「なにしてるの？」

　陽成美の声は不ふ機き嫌げんを装よそおってはいるが、少し震ふるえている。

「ちょっと話をしにな」

「あたしはこれから校内パトロールで忙いそがしいんだけど」

　陽成美は階段を降り、俺の横を通り過ぎようとした。

　そのとき、ちらりと俺の首筋に目をやったような気がした。

「待てよ」

　俺は陽成美の手を摑つかんだ。

「放して！」

「嫌いやだね。たまにはしっかり俺の話を聞いてもらう」

「話なら彼女に聞いてもらえばいいじゃない」

　陽成美はむくれてそっぽを向いた。

「彼女？」

　誰だれのことを言ってるんだ？

「二十里のことよ！　まさかそこまで仲良くなるとは思わなかったわ。首にキ……キスまでさせて」

「おいおいおいおい。何か勘かん違ちがいしてるだろ。いつ俺が二十里にキスなんて──」

　……もしかして、あの時か？

「ほらやっぱり心あたりあるんじゃない！」

「俺が二十里を抱だきかかえてたときのこと言ってるんだろ。あれは違うんだって。階段から落ちそうになってもつれたんだよ。たしかに抱きつかれはしたけど……」

「じゃあその首のキスマークはどう説明するのよ」

「そんなもんついてるはずが……」

　俺は首筋をそっと撫なでてみる。まだ少しヒリヒリとした感覚がある。

「それが動かぬ証しよう拠こでしょ。それとも他ほかの娘こ……例えば絵え麗れ奈なあたりにさせてるのかしら？」

「くっくっくっく……そんなことで怒おこってたのか」

　俺は思わず吹ふき出してしまった。

「そんなことって何よ！　自分の部下が不純異性交遊をしていたのよ！　慧けいだったら大だい丈じよう夫ぶって信じたから二十里を任せたのに！」

　そこまで言って、陽成美はしまった、という表情で真っ赤になると口を閉じた。

「そっか……信じてくれてたのか」

　ちょっと……いや、これはかなりうれしいぞ。

「ななななんあなにニヤニヤしてんのよ！　慧は馬ば鹿かで単純だから、心を読まれても大丈夫って思っただけなんだからね！」

「ひっでえなあ」

「ああもう！　ニヤニヤをやめれー！」

　陽成美は俺が摑んでない方の手をぶんぶん振ふり回した。

「いいこと教えてくれたお礼に俺も一つ。首のコレな。キスマークじゃなくて、二十里を助けたときに爪つめがひっかかっただけだぞ。ほれ、よくみてみろよ」

　俺は首筋を陽成美の顔に近づけた。

「ほん……とだ……」

　ほっ、と吐はいた陽成美の吐と息いきが俺の首筋を撫でた。少しくすぐったいな。

「安心したか？」

「な、なんであたしが安心しないといけないのよ！」

「部下が不純異性交遊をしてなかったからだが？」

「あうっ……そ、そうね。信じてたわ」

　陽成美は顔を真っ赤にしながら唇くちびるをとがらせた。

「うそつけよ！」

「とにかく！　今後は誤解を受けるような行動は慎つつしむように！　ふ、風紀が乱れるんだからね！」

　陽成美はぴょんっと俺から一歩離はなれると、笑え顔がおで人差し指を俺の鼻先につきつけた。

「なんで俺が怒られる流れになってんの!?」

　まあ……なんにせよ、陽成美の機き嫌げんが直ってよかったと思うことにしよう。

　ただ、陽成美が組織を潰つぶすためのコマを集めてるって話もはっきりさせておきたい。

　陽成美は肯こう定ていしていたが、どうせ勢いで言っちまっただけだろう。

「あのね、慧……」

　陽成美は言い出しにくそうに、スカートの前で指を絡からませながら、俺を見上げてきた。




「あぅ……えっとね……中二病研究機関アグリツパのことだけど……みんなをコマにしようとしたっていうのは……」

　どう話を振ったものかと思案していたが、陽成美から言ってきてくれたのは好都合だ。

「噓うそなんだろ？」

「へ？」

　陽成美はぽかんと口をあけて俺を見た。

「陽成美がそんなことする奴かどうかは、俺の洞どう察さつ力をもってすれば簡単に見分けられるからな」

「それは勘違いだと思うんだけど」

　陽成美が冷たい目を向けてくる。

「おいいっ!?」

　フォローしてやってるのにこの仕打ちですよ！

「でも、ありがと……」

　陽成美はその小さな額を俺の胸にこつんと預けてきた。

　これって抱きしめた方がいいのかな!?　どうなのかな!?

　某ぼう怪かい盗とう紳しん士し三世が心を盗ぬすんだ相手にするように、広げた両手をぷるぷるさせていると、

「抱きしめたら折せつ檻かんだからね」

　と、陽成美が胸のなかで呟つぶやいた。

　迷っててよかったあああ！

　俺から体を離した陽成美は袖そでで乱暴に目元をこすると、ニカッと満開の笑みを浮うかべて見せた。

「だいたい、中二病研究機関アグリツパを潰すだなんて話が大きすぎるからな。ホントのわけねえよな」

　陽成美の眩まぶしい笑顔を直視できなくなった俺はそっぽを向いてそう言った。照れ隠かくしだって自覚はあるよ。悔くやしいけどな。

「それは……ホントのことよ」

　一いつ瞬しゆんの間を空けて、陽成美は気まずそうにそう言いつつ頰ほおを搔かいた。

「……へ？　なんでそんなこと考えてんだ……？」

「あいつらが人の皮を被かぶった悪あく魔まだからよ」

　そう語る陽成美の顔はひどく辛つらそうだった。

　二十里と言っていることが正反対だ。

　だが、その表情から、気軽に訊きけない何かがあったと伝わってくる。

　こんな顔をした女の子にかけるクールな言葉なんていくつもない。

「手伝いが必要か？」

　俺の一言に陽成美は目を丸くした。

「あんた、自分がなに言ってるかわかってんの？　相手は世界の軍部と取り引きをしてる巨きよ大だい機関なのよ？」

「おいおい、愚ぐ問もんだぜ。そんなクールなシチュエーション、俺が逃のがすと思うのか？」

「このバカは……ありがと。でも、今はまだそのときじゃないわ。時期が来て、気が変わってなかったらお願いね」

　陽成美は目の上で指を二本立てると、ぴっと敬礼をした。

「もちろんだ」

　俺も同じ動作で応こたえる。

　お互たがいに目を合わせ、小さく笑った。

　──めーるめるめるめるめるめるめるめー！

　温かくなった空気をぶちこわしたのは、俺の携けい帯たいだった。

　誰だよ、こんな時にメールなんて。







　俺を呼び出したのは二十里だった。

　メールの内容は「話があるから体育館裏に来て欲しい」という簡素なものだ。

　普ふ段だんなら、クールな俺に惚ほれちまったか？　と思うところだが、さすがに陽成美の件だろう。

　二十里と中二病研究機関アグリツパの関係など、アイツに聞きたいことはたくさんある。

　となれば、この呼び出しを断る理由などない。

　俺は陽成美を残し、体育館裏へとやってきた。

　既すでに二十里は来ていた。いつものように直立不動で虚こ空くうを見つめている。

「どうしたんだ、二十里」

　俺が声をかけると、二十里はゆっくりと近づいて来た。

　まっすぐに俺を見て、間を置かずに口を開く。

「中二病研究機関アグリツパに入ってほしい」

　急に何を言い出すんだ！

「言ってる意味がよくわからないんだが……」

「中二病研究機関アグリツパの一員となってほしい」

　ちょっと首を傾かしげた二十里は言い直した。

「いや、日本語の意味がわからないってことじゃなくてだな」

「告白ってそういう意味だったの!?」

　俺が困こん惑わくしていると、体育館に隣りん接せつする林の陰かげから聞き慣れた声が響ひびいた。

　じっと目をこらすと、茂しげみの中に絵麗奈が隠れているのが見える。

　何してんだアイツ……。

　おおかた二十里に恋れん愛あいアドバイスのつもりでかみ合わない会話でもしたのだろう。

　ついでに周囲を見回すと、陽成美も別の木に隠れてこちらを見ている。

　屋上に残るとか言ってたくせに！

　お互いに気付いた絵麗奈と陽成美は目を見開いて指を差し合った。

　不思議な踊おどりにしか見えないジェスチャーで何やら言い合いをしているが、内容はさっぱりわからない。

　あいつら、あれでよくコミュニケーション成立するなぁ。

　はっと俺の視線に気付いた二人は慌あわてて木の陰に隠れた。

　二人同時に顔を半分だけ木の陰から出してこちらを見ている。

　今いま更さら、隠れなおす意味あるのかなあ。

　二十里はそんな二人に冷ややかな視線を向けたあと、真まっ直すぐに俺を見た。

　アレにつっこまないとは、なかなかのスルースキルだ。

「答えを聞きたい」

「その前にいくつか質問させてくれ」

　陽成美を傷つける機関になんて入る気はさらさらない。だが、二十里がなぜ機関へ俺を勧かん誘ゆうするのか、そのあたりははっきりさせたい。

「かまわない」

　二十里は小さく頷うなずいた。

「二十里は中二病研究機関アグリツパの一員ってことなんだな」

　一瞬、陽成美と絵麗奈に目をやった二十里だが、

「そう」

　と小さく頷いた。

「何かきっかけがあったのか？」

「気付いたら機関にいた。私はそこで天てん川かわ博士に育ててもらった」

　天川博士ってのが誰だれか知らないが、育ての親なのだろう。

「機関に入るまではどうしていたんだ？」

「わからない。私は中二病研究機関アグリツパに入る前……十歳までの記き憶おくがない」

　記憶喪そう失しつ？

　クールだ！　なんて言っている場合ではない。

　二十里と会話していて感じる違い和わ感の正体はそこにありそうだ。

「記憶をなくした原因に心当たりはないのか？」

「く……っ。ない……」

　二十里は頭をおさえて顔をしかめた。

「悪い、無理に思い出さなくていい」

　記憶を取り戻もどす治ち療りようなんて、これまでさんざんやってきただろう。いまさら素人しろうとの出番なんてないはずだ。

「じゃあなんでこの学校にきたんだ。陽成美か？」

「そう」

「陽成美に危害を加えるつもりだったのか？」

「能力を好き勝手に使う夜や会かい陽成美は監かん視ししなければならない」

　能力の使用に関して、二十里はどうにも頑かたくなだ。

　……質問には答えてくれる。だが、その真意が読み取れない。

　何か良い質問はないだろうか。

　二十里を象しよう徴ちようする、もしくは二十里が大切だと思っているキーワード……銀ぎん髪ぱつ、寡か黙もく、小学生のような体格。外見からじゃ何も……いや、不快な想おもいをさせるかもしれないが訊いてみよう。

「二十里の銀髪って綺き麗れいだよな。両親のどちらかが外国人だったりするのか？」

「両親のことは覚えていない。髪かみは少しずつこの色になった。理由はわからない」

「髪の色なんて、そうそう変わらないだろ。どうなってんだ」

　俺は思わず二十里の髪に触ふれた。

「なにしてんの！」

　陽成美が木の陰から上半身を出して声を上げた。

「ごめん二十里！　女の子の髪に触さわるなんて」

　俺はびくんっと手を引っ込めた。

　それを確かく認にんした陽成美も再び顔半分を残して隠れる。

　だから隠れることになんの意味が……。

「べつにいい」

　二十里は陽成美のことなど気にするそぶりもなく、そして、照れることも嫌いやがることもせず、ぽつりとそう言った。

　髪の色が変化したのは、能力と何か関係があるんだろうか。外見からではやはりよくわからない。

　何か……他ほかに何かないか。

　俺は二十里とのやりとりを思い出す。

　二十里が僅わずかでも感情を動かしたように見えた何か……。

「愛まな日び……愛日さんってのは誰だ？」

　この名前を出した時の二十里は、いつもと少し雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

「愛日は……私に色んなことを話してくれた」

　語り出した二十里の表情は、僅かであるがいつもより柔やわらかい。

「愛日は唯ゆい一いつ友人と呼べる人だった。その愛日が昏こん睡すい状態になった。愛日が昏睡状態になる前、夜会陽成美に会えと言った。きっと、夜会陽成美が中二病研究機関アグリツパ潰つぶしを企たくらんでいると気付いてたんだと思う」

　陽成美が中二病研究機関アグリツパに監かん禁きんされていたころ、愛日と出会っていたということか？

　陽成美は何か言いたそうな目で二十里を見つめている。何度か口を開きかけたが、思いとどまったらしく、口を閉とざした。

　そんな陽成美を、二十里は険しい顔で見つめている。こうも表情を露あらわにするのはめずらしい。

「それがこの学園に転校してきた理由か」

「そう。何より私は、夜会陽成美が能力を軽々しく使うことが許せない」

「なんでだよ。中ちゆう二に病びようになっちまったもんはしょうがないんだ。それでみんな辛つらい思いをしてきた。楽しんじまおう、ってのはみんなの救いになると俺は思うぞ」

　その考えにおいて陽成美は本気だ。だからこそ俺は陽成美と一いつ緒しよにいる。

「能力はちゃんと管理されるべき。好き勝手に能力を使えば中二病患かん者じや全体が世間からさらに疎うとまれる」

　一応、言っていることにスジは通っているが……。いつになくよくしゃべる二十里に違和感を覚える。まるで、あらかじめ用意された原げん稿こうを読み上げてるかのようだ。

「それは二十里の考えか？　それとも中二病研究機関アグリツパの考えか？」

「私は中二病研究機関アグリツパの理念に賛同している」

「じゃあなんで俺を機関に誘さそおうなんて考えたんだ？　俺は陽成美の仲間だぞ？」

「不知火しらぬい君は夜会陽成美に騙だまされている」

「そんなことねえよ！　あいつは本気で……本気でっ！」

　俺を信用してくれるのは嬉うれしい。だが、なぜこうも断定的な物言いができるのか。

　俺が反論しようとすると、二十里が俺の首に腕うでを回し、顔を近づけてきた。

「な、なにを……」

「こうすれば男は言うことをきくと、そこにいる神かん無な宮みや絵麗奈が言った」

「絵麗奈のやつ、何を教えてるんだ！」

「私と、来て」

　その真っ直ぐな瞳ひとみと、密着した体に思考が停止する。

「ちょっと！　Ｔテイー・２ツーＴ・テイー内での恋愛は禁止よ！」

　陽成美が木の陰から飛びだして来た。

　そんなルールあったっけ？

「え？　あんたそれでいいの？」

　絵麗奈も木の陰で声を上げた。

「どういう意味かしら？」

「さぁ～？」

　小こ馬ば鹿かにしたような絵麗奈の態度に、陽成美は不ふ機き嫌げんに片かた眉まゆを跳はね上げた。

　絵麗奈に何かを言い返そうとしたようだが、ぐっとこらえ、二十里に向き直る。

　乱入してきた二人にも、二十里は全く動じない。

　隠かくれてるのがバレバレだったし、驚おどろけという方がムリかもしれないが。

「慧を連れていくことは許さないわ」

　いつもより低いトーンで陽成美が言った。

「それは不知火君が決めること」

　陽成美と絵麗奈のやりとりを冷ややかに見ていた二十里だったが、いつになく強い口調で陽成美に反論した。

「どうするの！　慧！」

　陽成美が語気を荒あららげた。怒おこっているように見えるが、その目元にはうっすら涙なみだが浮うかんでいる。

　そんな顔するな。俺の答えは最初から決まってるんだからさ。

「悪いが、俺は二十里と一緒には行けない」

「そう……」

　二十里は少しだけ目を伏ふせ、そのまま動かなくなった。
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　陽成美は安あん堵どしたような、申し訳なさそうな複雑な表情をした。

「二十里……？」

　俺はおそるおそる声をかけてみる。

「しかたない。すぐわかってもらえるとは思ってなかった」

「すまん……」

「いい。でも、夜会陽成美が動き出してからでは遅おそい。その時、不知火君がＴ２Ｔにいるようだと、私達は敵同士になる」

「そのことだけどさ。本当に陽成美が俺たちをコマにしようとしてただなんて思うか？」

「本人がそう言った」

「人は噓うそをつくだろう？　それがどういう理由かは色々だけど」

「よく知ってる。でも、夜会陽成美の時、私は能力を使っていた」

「中二病研究機関アグリツパを潰そうとしてるってことに関してはな。でも、俺たちをコマにすると言った時には、能力は解除してた」

「だから何？」

「あれは陽成美の強がりで、本当はそんなこと考えてなかったんだよ」

「……夜会陽成美を信じてるの？」

「そうだ」

　俺はキッパリと言い切った。

「でも、中二病研究機関アグリツパを潰そうとしてるのは間違いない。それは正義ではない。中二病患者全体に不利益。だから、愛日は私に夜会陽成美を止めるために、会えと言った」

「本当にそうか？　よく思い出してくれ。愛日さんは、本当に陽成美を止めてくれと頼たのんだか？」

　二十里は少し考えると、小さく首を振ふった。

「……ただ、会えと言っただけ。そして、会ってみたら中二病研究機関アグリツパ潰しを企んでいた。つまりはそういうことだと私は考える」

「愛日さんはそんなこと考えてないわ！」

　陽成美が二十里に食ってかかった。陽成美も愛日さんに強い想いがあるようだ。

「あなたが愛日の何を知っていると言うの？」

「あたしが中二病研究機関アグリツパに監禁されてた時、ちょっとした事故があってね。その時に少しだけ話したことがあるわ。たしか、二十里と同じ能力を持ってたはず。愛日さんの場合、相手に触れないと発動できないみたいだったけどね」

「同じ能力を持ってるって、よくあることなのか？」

　すごい偶ぐう然ぜんだ……いや、偶然なのだろうか。

「単純な身体強化なんかだとそうなんだけど、愛日さんみたいな能力はレアだからなかなかないわね」

　陽成美は中二病研究機関アグリツパの話をするとき、いつも嫌そうな顔をする。しかし、今だけは違った。

　どこかなつかしむような表情をしている。

「愛日さんって良い人だったんだな」

「一度しか会ったことがないけど、このあたしよりも人格者だったわ」

「比ひ較かく対象が陽成美じゃあ何の参考にもならないんだが」

「どういう意味よ！　いいえ、わかってるわ。あまりに素す晴ばらしいからわからないってことよね」

　いくらなんでも良い方に捉とらえすぎだろう。

「それはさておき……その愛日さんが、『陽成美に会うように』って二十里に言ったのはどういう意味か心当たりがあるのか？」

「たしかに愛日さんは、あたしが中二病研究機関アグリツパを潰したいって考えてたことを唯一知っている人よ」

　だとすると、愛日さんから陽成美の思おも惑わくがバレた可能性はあるが……。

「陽成美の言うように、彼女が良い人なら、陽成美が何かを企んでいるから探さぐれ、なんてことは言わないだろう。それに、探らせなくても事情を知っていたわけだし」

「中二病研究機関アグリツパがあたしを疑い始めた。だから、思考を読み取れる能力者である二十里を、スパイとしてこの学園に派は遣けんした。ってのが一番しっくりくるわね」

　真さね臣おみの一件を見てもそうだが、中二病研究機関アグリツパは陽成美が仲間を増やすのを阻そ止ししようとしている。

　陽成美に対する抑よく止し力りよくを学園に一人置いておこうと考えるのは、ある意味当然と言える。

「私がスパイ？　そんなはずない」

　さすがの二十里も表情を曇くもらせた。

「知らないうちにスパイにしたてあげられてるって可能性もあるわ。あたしの動向を報告するように言われてない？」

「……報告書は出している」

「やっぱり──」

「でもそれは、愛日が目覚めるキッカケが夜会陽成美にあり、その動向を報告することで、彼女が目覚めるヒントを得ようとしているから」

　二十里の語気がわずかに上がっていく。

「そうやって理由をつけて、スパイにしたんじゃない？」

「天川博士は噓を一度もついたことがない。能力で確かめた」

　一度も？　そんな人間、いるだろうか。

「天川博士ってのが、中ちゆう二に病びようを研究しているのだとしたら、二十里の能力を無効化することができてもおかしくない」

　俺は真臣が使っていた、中二病の能力を模すことができるアイテムを思い出していた。能力を付ふ与よするアイテムがあるなら、無効化するアイテムだってあるだろう。真臣のグローブも対陽成美の能力用にチューニングされていたしな。

　それにしても……聞けば聞くほど、二十里のおかれている状じよう況きようはおかしい。

　俺と陽成美は顔を見合わせた。

「これは本当にＴ２Ｔの出番ね」

　陽成美は真しん剣けんな表情できゅっと唇くちびるを引き結び、二十里を見た。

「そうだな」

　俺も二十里を見つめる。

　二十里は半歩下がった。

　その小さな背中を支えるように現れたのは、ずっと木の陰かげからこちらを見守っていた絵麗奈だった。

「恋こいの相談に乗っているつもりだったのだけど……まさか、こんな重たい話だったとはね。慧にけしかけるような真ま似ねをした責任も感じるし、私も手伝うわ」

「やめて……やめてっ！」

　絵麗奈の手を振り払はらった二十里は叫さけびながら大きく飛び退のいた。

　初めて聞く二十里の叫び声だ。

「二十里を助けたいんだ！　二十里はきっと騙されてるんだよ！」

　俺は力の限り訴うつたえた。

「中二病研究機関アグリツパにいたあたしはよく知ってるわ。あの機関は正義なんかとは無む縁えんよ。二十里の記き憶おくを消したのだって、奴やつらに決まってるわ！」

　それに陽成美も続く。

「き……おく……？」

　二十里は顔をしかめ、こめかみを押さえた。

「それくらいする連中よ。研究所に収容されていた患かん者じやが急に能力を成長させ、暴れる事件があったわ。低レベルの能力だと思われていたせいで監かん視しがゆるかったから、そいつはしばらく研究所内を暴れ回った。その混乱に乗じて、あたしは研究所内の色んなところを見たの」

　陽成美は奥歯をギリリと嚙かみしめ、続ける。

「本当にひどい実験がたくさん行われていたわ。あたしはレアな能力持ちだったせいで、ある意味丁てい寧ねいに扱あつかわれていたけれど、そうでない人達は本当にひどかった……あれが中二病患者達を助けるためだと言うのなら、あたしは助けなんていらない！　いいえ、あたしがみんなを助けてみせる！」

「う……そ……痛っ……」

　二十里は唇を嚙みしめ、苦痛に歪ゆがんだ顔で頭を抱かかえている。

「その時、愛日さんに出会ったのよ。彼女言ってたわ。とても純じゆん粋すいで優やさしい娘こがいる。でもその娘は優しさにつけこまれていいように利用されてる。とても心配だって。あれは二十里のことじゃない？」

　優しく問いかける陽成美だったが、二十里は敵意を剝むき出しの視線で俺達を睨にらんだ。

「記憶がなくたって、この能力がコピーされたものだって、毎日薬を飲まなきゃならなくたって、きっと……そのせいで髪かみの色が銀色に変わったって、私を育ててくれたのは天川博士……私は彼の言う正義を信じてる。それに……それに……味方になってくれると信じた不知火君は、こうして敵として私の前に立ってる！　やっぱりもう……信じられるのは、中二病研究機関アグリツパの正義だけっ！　中二病患者は管理されるべきなのっ！」

　二十里が叫んだ瞬しゆん間かん、彼女の右手に紅あかく輝かがやく宝玉が出現した。同時に俺の視界の端はしにウィンドウが現れる。

　ただ、いつもと違ちがうのは、ウィンドウの上部に『リライトモード』と表示されていることだ。

「これは……能力成長グロウアツプ!?」

　陽成美が驚おどろきの声を上げた。

「なんだそれ？」

「さっきも少し話したけど、中二病患者の能力は稀まれに成長することがあるのよ。条件やメカニズムはよくわかってないけど」





慧　　　「ぜひ俺の能力も成長させたいぞ！」

陽成美　「どんな能力かわかんないわ。とりあえず有効範はん囲い外がいに出ないと」






　そうこうしている間も、俺たちの思考はウィンドウに表示されていく。

「ちょっと慧！　そんなこと考えてる場合じゃないでしょ！」

　んなこと言われても、能力の成長とかときめくだろ！

「パワーアップなんて……ホントに恋でもしたのかしら!?」

　絵麗奈はちょっと黙だまっててくれ！

「逃にがさない。二人とも、中二病研究機関アグリツパに連れていく！」

　二十里の目が完全に据すわってる！

　これは何をするかわからない。

　陽成美と俺は二十里からじりじり距きよ離りを取ろうとするが、二十里も同じだけ距離を詰つめてくる。

「慧、二手に分かれるわ。とりあえず、思考を読み取られるのをどちらか一人にしましょう！」

　陽成美は作戦を声に出して俺に伝えた。本来ならアイコンタクトなんかでできればかっこいいのだが、どっちにしろウィンドウに表示されてしまっているので無意味だ。

「よし！」





慧　　　「右に跳とぶぜ！」

陽成美　「右に跳ぶわ！」






俺と陽成美は全く同じ方向──陽成美がいた方──に跳んだ。

俺の方がやや跳ちよう躍やく距離が長かったため、空中でぶつかり、地面を転がりつつ絡からまってしまった。

　俺の脚あしが陽成美の太ももの間に挟はさまり、立ち上がれない。

「ひゃうっ！　どこに脚つっこんでんのよ！　まったく、バッカじゃないの！　普ふ通つう離はなれる方に跳ぶでしょうよ！」

「悪かったって！　あわてちまって、ついだよ！」

「イチャついてる場合じゃないでしょ！」

　絵麗奈がずれたツッコミを入れてくる。

「「イチャついてない（わ）よ!!」」

　俺と陽成美の声がハモった。

「うわぁ……こんなときまで……」

　絡まっている俺と陽成美を絵麗奈が冷たい目で見下ろしている。

「距離をとりながら説得するわ！　絵麗奈の能力、期待してるからね！」

　陽成美が俺を押し退け、立ち上がった。

「その前に、私が先に話してみるわ！」

　絵麗奈が無防備に二十里へと近づいていく。

「おい！　今の二十里にはたぶん何を言ってもむだだぞ！」

　俺が引き留めても聞く気配がない。





絵麗奈　「慧と陽成美を守りつつ、二十里と話をする。私の能力なら楽勝よ」






　その一行が表示された瞬間、二十里の手にある珠たまが強い光を放った。





絵麗奈　「慧と陽成美を《攻こう撃げきし》つつ、二十里と話をする。私の能力なら楽勝よ」






　そして、ウィンドウに表示された絵麗奈の思考の一部が書き換かえられた。

　──パリンッ。

　透すき通った音を立て、紅い珠が砕くだけ散った。それと同時にウィンドウも消える。

「リライトモードってまさか……」

　嫌いやな予感がする。

「え？　ちょっと？」

　絵麗奈は戸と惑まどいの声を上げつつ、体を俺たちに向かって反転させた。

「慧！」

　陽成美が叫ぶまでもなく俺は真横に跳んだ。

　その直後、絵麗奈は空中に飛び上がり、踵かかとを振ふり下ろしてきた。

　──どがあぁん！

　俺がいた地面が絵麗奈の踵で大きくえぐれる。

「違うの！　これは私の意思じゃなくって！」

　絵麗奈は涙なみだ目めになりつつうろたえる。

「わかってる！」

　これが二十里の新しい能力か。『思考記録ブレイン・ロギング』で読み取った思考の一部を書き換え、その通りに行動させる。

「これはやばいぞ……」

　三メートル以内に入るわけにはいかない。

　紅い珠が砕けたところを見ると、一度に書き換えをできるのは一か所のみなのだろう。今回は行動を書き換える内容だったが、おそらく思考を操あやつることもできるはずだ。

　また、すぐにもう一度能力を使わないことから、連続で能力を使うことはできないようだ。

　だがそんな弱点よりも問題なのは、ウィンドウが消えても絵麗奈が操られたままだということだ。

　さすがに一生このままということはないだろうが、持続時間がわからない以上、ただ逃げ回って能力が切れるのを待つわけにもいかない。

　事前に俺の能力で姿を消していたのならともかく、正面から対たい峙じして絵麗奈から逃げ切ることは不可能だ。

　そうこうしているうちにも、絵麗奈は俺と陽成美に攻撃をしかけてくる。

　能力を抑おさえこんでくれているせいかそれほど鋭するどい攻撃は繰くり出してこない。

　しかし、強化された肉体による打撃を受ければ、骨の一本や二本簡単にもっていかれるだろう。

「慧！　二十里が逃げるわ！」

　陽成美が指差した方を見ると、二十里が俺たちに背を向けて走って行くところだった。

　今を逃のがしたら二度と話を聞いてもらえなくなるかもしれない。

　俺と陽成美は絵麗奈を迂う回かいするようにして二十里の後を追う。

「慧！　よけて！」

　絵麗奈の声に振り向くと、絵麗奈の蹴けりが眼前に迫せまっていた。

「うおおっ!?」

　俺はその蹴りをのけぞって避よけたが、そのまま尻しり餅もちをついてしまう。

　そこに飛び上がった絵麗奈が降ってきた。

　絵麗奈の膝ひざが俺の腹部に突つき刺ささる。

　その反動で絵麗奈の大きな胸がサマードレスからこぼれんばかりに揺ゆれ、スカートがめくれあがる。

「ぐほあぁっ！」

　眼福──と思う暇ひまもなく、胃の中身が逆流してきた。

　絵麗奈が俺の上から飛び退のくと同時に、俺は顔を横に向け、こみ上げてきたものを地面にはき出した。

「慧っ！」

　絵麗奈が悲鳴に近い声をあげる。

「大だい丈じよう夫ぶ……内臓は傷ついてない」

　吐と血けつってクールだよな。せっかくの機会だったんだけど、血は混じってないみたいだ。と考える余よ裕ゆうがあるのでまだ大丈夫だろう。

　しかし、激痛で体を起こすことができない。

「放して！」

　二十里の声だ。陽成美が捕つかまえたのか？

　俺は痛む体を無理矢理引きずっていくと、陽成美が二十里を羽は交がい締じめにしていた。

　陽成美は二十里を盾たてにしている格かつ好こうになっているため、絵麗奈は手を出せないようだ。

「絵麗奈はあたしと慧だけを攻撃するように操られているはず！　つまり、誰だれかを盾にすれば大丈夫よ！」

　いいこと思いついた！　としたり顔の陽成美だが、セリフは完全に悪役である。

　だが背に腹は代えられない。俺も誰かを盾にしよう。

　しかし、ここは人ひと気けのない体育館裏。そうそう盾になってくれる奴やつなんて──

「やっとみつけたよ！　ちょっとみんな！　さいきんベルのこと仲間外れにしてない!?」

　来た!!

　頭の高さが子供の膝くらいまでしかない小さな山や羊ぎをつれたベルが、頰ほおを膨ふくらませながらやってきた。

「ベルちゃん！　良いところに来た！」

　俺はベルを抱だきかかえた。お姫ひめ様だっこという奴だ。

　腹はまだ痛むが、なんとか意識の外に追いやる。

「ふえっ!?　けいおにいちゃんがいつになく積極的！　でもスカートの中が見えちゃうよ！　ちゃんとおさえてほしいよ！」

　ベルは俺の腕うでのなかでもがいている。

「そんなこと言ってる場合じゃないんだ！　大人しくしててくれ！」

「ベルのパンツをそんなことだなんて！　金きん髪ぱつ幼女のパンツは十万円くらいの価値があるんだよ！」

「相場はわからんけど、リアルっぽい数字がなんか嫌だ！」

　ベルともめていると、絵麗奈がターゲットをこちらに切り替かえた。

　絵麗奈は一足飛びに間合いをつめ、俺の顔面に向かって拳こぶしを繰り出した。

　その動きに合わせ俺はベルをぐっと持ち上げる。

　すると、絵麗奈の拳はベルの顔面すれすれでピタリと止まった。

「やっぱり、相手が慧と陽成美以外なら止められるわ！」

　絵麗奈はバックステップで大きく距離をとった。

「けいおにいちゃん!?　今、ベルのこと盾にしなかった!?」

　ベルが俺の腕の中でわめいている。

「してないしてない。かわいいベルちゃんをだっこしてるだけだよ」

「え？　かわいい？　やっぱり？　えへへ……」

　ベルはデレっと笑え顔がおになった。扱あつかいやすくて助かる。





慧　　　「よし！　このままベルちゃんを盾にしつつ、二十里を説得するぞ！」






「けいおにいちゃん!?　やっぱり盾にしたんじゃない！」

　思考が読まれてる!?

　陽成美に羽交い締めにされた二十里を見ると、いつのまにか右手に紅あかい珠が出現している。

　くそっ！　インターバルはそんなに長くないぞ！





陽成美　「まずいわ！　二十里を逃にがさないようにしないと！」






「ばかっ！　今そんなことを考えたら！」

　俺が叫さけんだところでもう遅おそい。





陽成美　「まずいわ！　二十里を《逃がさないと》！」






　ウィンドウに表示された思考が書き換えられた。

「しまった！」

　陽成美は声をあげつつも二十里を放す。

「なになに!?　何がどうなってんの!?　えれなおねえちゃんは襲おそってくるし、みんなでケンカはしてるし！」

　事態に全くついてこれないベルは周囲をきょろきょろと見回した。

「ベルちゃん！　今日の幻げん獣じゆうの能力は？」

　ベルに事情を説明している暇なんてない。

　とりあえず使えるものは何でも使わないと。

「あの姿……ちっちゃい山羊にしか見えないけど、もしかしてがらがらどん!?」

　二十里を放してしまった陽成美が駆かけ寄ってきた。

「がらがらどーん」

　山羊が変な鳴き声を上げた。どうやら正解らしい。

「ナイスよベルちゃん！　がらがらどんと言えば怪かい力りきで有名な幻獣！　これで二十里をつかまえれば……あら？　がらがらどんは大中小の三匹びきセットだったはずなんだけど？」

「がらがらどーん……」

　山羊が悲しげに鳴いた。

「あのね……このコ、見た目通りくらいの力しかないんだ……一番弱い一匹目なの」

　ベルがすまなそうに言う。

「じゃあトロルを一いち撃げきでぶっ飛ばせるってふれ込みの、でっかい三匹目は？」

「三匹目どころか二匹目も……」

「主あるじの力不足か」

　俺の声にベルはしょんぼりと頷うなずく。鳳ほう凰おうの時もそうだったな。

「そのかわりね、好きな音をだせるんだよ！　耳もいいし！」

「今は全く役に立たない能力だなあ」

「あうぅ……」

「がらがらどーん……」

　ベルと山羊がそろってうなだれた。

「そんなことより、あとは慧だけが頼たよりだからね！」

　そう言いつつ、陽成美は俺の進路を塞ふさいでくる。

「言ってることとやってることがちげえええ！」

　ああっ！　二十里が逃げる！

「しかたないでしょ！　二十里を逃がすように操られてんだから！」

　わかってるけどさあ！

「あわわわわ！　よけてえ！」

　さらに、俺と陽成美の間に割り込むようにして絵麗奈の蹴りが飛んできた。

　無理！　こんな状じよう況きようで二十里を捕まえるとか無理！

「慧！　『ベルちゃんシールド』をあたしにちょうだい！」

　陽成美が絵麗奈を回り込むように移動しつつ、俺に向かってパスをよこせというジャスチャーをした。

「とうとうシールドって言われた！」

　ベルが非難の声を上げたが、今はかまっている場合ではない。

「陽成美！　この状況で自分だけ助かろうとか！」

「違ちがうわよ！　絵麗奈！　攻こう撃げきのターゲットをあたしだけに絞しぼることはできる？」

　なるほど、そういうことか！

「慧と陽成美を攻撃って操られ方だから、集中すればなんとかなる気がするわ！」

　絵麗奈の顔にも疲ひ労ろうの色が濃こい。精神的にもかなりきついのだろう。

　試ためしてみる価値は十分にある。

「おりゃああ！」

　俺はベルを陽成美にぽいっと投げた。

「きゃああああ！　扱いがぞんざいにもほどがあるよおぉぉぉ！」

　悲鳴を上げるベルを陽成美がナイスキャッチ。

　そこへ絵麗奈が攻撃を繰くり出しては陽成美がベルを盾にし、攻撃が寸止めされるということが繰り返される。

　その度たびに、ベルの髪かみが拳圧で乱れる。

「ふえええ……こわいっ！　こわいよう！　おにいちゃんたすけてええええ！」

　ベルは今にも泣き出しそうだ。いつものあざといブリッコではなく、ありゃガチだな。

「すまんベルちゃん！」

　かわいそうだけどここは我が慢まんしてもらおう。
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「かたちだけあやまって、たすけるきないよおおおおお！」

　子供なのにするどいなあ。

　陽成美は絵麗奈の攻撃をベルでなんとか受けつつ、一いつ瞬しゆんだけ俺に視線を向ける。

「行って、慧！　でも、二十里にケガさせちゃだめだからね！　ベルの安全よりも慧の邪じや魔まをすることが優先されたとしたらどうしようって思ったけど、そうじゃないみたい。あの娘こはきっと……優やさしい娘よ！」

「俺もそう思う！　ここはまかせたぜ！」

　もし二十里が『ベルを殺してでも二十里が逃げるのを助けろ』という性格だったなら結果は変わっていたかもしれない。

　陽成美がベルを盾にしたところで絵麗奈は攻撃を止められず、そのまま陽成美を攻撃しただろう。

　だが、そうはならなかった。

　二十里！　俺はますますお前を助けたくなったぜ！　嫌いやだと言っても無理矢理助けてやる！

　俺は二十里を追って走り出した。遠くにではあるが、まだ二十里の背中は見える。

　幸いなことに足はさほど速くないようだ。




「二十里！」

　校舎側へと逃げる二十里をすぐ捕つかまえることができた。

　手首をがっちり摑つかんで放さない。

　二十里は俺に捕まると同時に能力を発動させる。

「いいぜ、好きなだけ俺の心を読みな」

「え？」

　二十里は目を見開いて、俺の顔を見上げた。

「だけどな、リライトだけは少し待ってくれ。俺の話を……いや、考えを読んでからにしてくれないか」

　俺の考えだってまとまっちゃいないが、ありのままをさらけ出して気持ちを伝えるにはこれが一番いい。

「いや！」

　二十里は暴れ、俺の手を振ふりほどこうとする。

　これじゃあ気持ちを伝えるどころじゃない。

　しかし、ここで『逃がさない』と強く考えればリライトされてしまう。

　ならば！

　俺は二十里を正面からがっちり抱だきしめた。

「うぐっ……」

　二十里が痛そうに呻うめいた。

　少し強く抱きしめすぎたか。だが我慢してくれ。

　いくぜ！　今だけはクールな俺とサヨナラだ！





慧　　　「二十里って華きや奢しやで細いけど、やっぱ柔やわらかい。女の子なんだなあ。胸は全くないからこれだけ密着しても膨ふくらみは感じない。でも、男と違って全身が柔らかくて良い匂においがする。つまり、全身がおっぱいだと言っても過言ではないな！　最高だぜおっぱい！　おっぱいおっぱい！　小さいおっぱい！　やわらかい！　だけど俺が好きなのはおっぱいだけじゃないぜ！　太ももだって、ふくらはぎだって、腰こしだって、鎖さ骨こつだって大好きだ！　二十里の細い脚あしに黒タイツを穿はかせたい！　ちょっと大人っぽさが増して、より魅み力りよく的になるに違いない！」






「ひいいぃぃっ!?」

　二十里は小さく悲鳴を上げた。

「リライトしないって約束しないと、ずっと考え続けるぞ！　普ふ段だんはクールだけどな、俺だって男なんだ。男の妄もう想そうをなめんなよ！」

「ううう……」

　二十里は俺の腕うでの中でぷるぷる震ふるえている。

　陽成美達はまだ二十里の能力の範はん囲い外がいだが、戦いながらじりじりとこちらに近づいてくる。

　絵麗奈が陽成美に攻撃を繰り出しつつ、こちらに向かって叫ぶ。

「好きになったのなら、相手のことをしっかり見なさい！　慧が何を考え、何を信じるのかよく見るのよ！」

　絵麗奈にしてはナイスアドバイスだ！

「慧！　早く！　いつまでも引きつけておけないわ！」

　陽成美の顔には疲労と焦あせりの色が出始めている。

「頼たのむ、二十里！」

「これが最後……」

　二十里は俺の胸に顔をこすりつけるように小さく頷いた。

　とは言ったものの、どう説得したものだろうか。一見物静かで従順そうな二十里だが、とても頑がん固こなのはご覧の通りだ。

　それに、今の精神状態でまともな説得が通用するとも思えない。

　ああもう！　ごちゃごちゃ考えてもしかたない。





慧　　　「気持ちをそのままぶつけるぜ！　二十里が俺を信じて話してくれた秘密、それを陽成美にばらしたことは謝る。でも、二十里を助けるにはそれが一番いいと思ったんだ。

　　　　　俺たちは二十里を助けたいんだ。中二病研究機関アグリツパが中ちゆう二に病びよう患かん者じやを不幸にする組織だとか、そういう説明はいくらだってできる。でも、そんなのは今やることじゃない。今はただ、二十里が俺達の大事な仲間だという気持ちだけを伝えたい。二十里は俺を中二病研究機関アグリツパに誘さそってくれたよな？　じゃあ俺からも言うぜ。俺達と一いつ緒しよに来い！　中二病研究機関アグリツパがお前に何をしようが、絶対に守ってやる！」






「なんで……そんなことを思えるの？」

　二十里の声が俺の胸を通して鼓こ膜まくを震わせる。





慧　　　「人を……仲間を助けたいと思うことに理由なんていらないだろ」






　あるとすればクールな自分を磨みがくためさ！

「なか……ま？　私が？」

　二十里の体から一瞬力が抜ぬけた。

「違うと言われても困るからな」

「だめ……私は中二病研究機関アグリツパの人間。中二病研究機関アグリツパが悪だとはどうしても思えない……だから、一緒には行けない」

　どこまで頑かたくななんだよ！





愛日　　「二十里……」






　ウィンドウに突とつ然ぜん、ここにいない人物の名前が表示された。

「愛日!?」

　俺の胸に顔を埋うめていた……というか、俺に無理矢理抱きしめられていた二十里が強引に顔を上げ、周囲を見回した。

　俺も同じようにそうする。しかし、周囲にいるのは、もはやじゃれ合っているようにしか見えない陽成美達だけだ。

「どこにいるの!?　愛日！」

　二十里が大声をあげた。まるで母親を探す子供のようだ。

　この声だけで、愛日が二十里にとってどれだけ大きな存在かわかる。





愛日　　「私はここにはいません。私の能力を二十里にコピーするために夢を繫つなげたとき、意識の一部も二十里の中に流れたのです」






　能力をコピー……二十里もたしかそんなことを言っていた。もしかして、人工的に作られた中二病患者なのか？　そんなことが可能なのだろうか……。

「どんなでもいい。会いたかった……愛日……」

　二十里はもはや泣き出しそうだ。





愛日　　「夜会陽成美さんには会えましたか？」






「会えた。中二病研究機関アグリツパ潰つぶしを企たくらんでた。愛日が言った通りにしてよかった」





愛日　　「なるほど……そういう勘かん違ちがいをさせてしまいましたか。私が意識を失うまでに時間がなかったので、会うように伝えるのが精せい一いつ杯ぱいでしたが……」






「勘違い？」





愛日　　「私は、陽成美さんに二十里を助けてほしかったんです。あのままでは、二十里が中二病研究機関アグリツパに使い捨てられてしまうと思ったから」






「え……？」

　二十里はぽかんと口を開けたまま硬こう直ちよくしている。





愛日　　「陽成美さんは中二病患者全員を救おうとしています。彼女は深い優やさしさをもっているのです」






「夜会陽成美は中二病研究機関アグリツパを潰そうとしてる！　それが優しいわけない！　くっ……」

　二十里はムキになって否定をした。それと同時に顔をしかめる。





愛日　　「その頭痛が何よりの証しよう拠こ。中二病研究機関アグリツパに反することを考えると、頭痛がするようになっているのです。わかりますか？　中二病研究機関アグリツパはあなたの『他人を助けたい』という優しい心につけ込み、『中二病患者を管理すべき』という考えが正義であるとすり込んだ。人工中二病患者実験の被ひ験けん者しやは、精神ができるだけ単純かつ真っさらであることが条件だそうです。そのために、薬くすり漬づけにされたあなたは過去の記き憶おくを失い、中二病研究機関アグリツパの言う正義だけを信じるように思考を単純化され、その影えい響きようで髪かみの色まで変化した」






「中二病研究機関アグリツパがそんなことするはず……ない……ない……」

　うなだれた二十里は、迷いを無理矢理ふりきるように、何度も小さく首を横に振った。





愛日　　「中二病研究機関アグリツパはあなたの思っているような正義の組織ではありませんよ。今のあなたなら信じられると思うから言いますね。中二病研究機関アグリツパは中二病患者を商品として扱あつかう死の商人です。各国の軍部と繫がっていて、中二病患者を直接商品としたり、その能力をアイテム化して販はん売ばいしたり、能力者を人工的に作り出したり……。心当たりがあるのではないですか？」






　俺たちと死し闘とうを繰くり広げた陽成美の監かん視し役兼けん中二病対策委員長の真臣が持っていたアイテム、強力な能力を持つ陽成美の研究施し設せつへの収容、人工的に能力を付ふ与よされた二十里……全すべて愛日の言う通りだ。

「そん……な……。私が信じていたものはいったい……」

　二十里はぐったりと脱だつ力りよくした。崩くずれ落ちそうになるのを支える。





慧　　　「なんだよそれ……なんだよそれ！」






　全く考えがまとまらないが、ひたすらに怒いかりだけが湧わいてくる。





愛日　　「二十里のために怒おこってくれるのですね」

慧　　　「あたりまえだ！　こんなの……絶対に許さねえ！」

愛日　　「二十里。中二病研究機関アグリツパに、あなたのために怒ってくれる人がいましたか？　あそこに本当の意味であなたの味方になれる人はいましたか？　あなたが中二病研究機関アグリツパにいる時に真実を知れば、壊こわされるか処分されてしまうと思いました。だから私は真実を話すことができなかった。でも、あなたは仲間を持ちました」






　二十里ははっとした顔で俺を見上げた。





愛日　　「理解、できましたか？」






　愛日の言葉に二十里は何も答えなかった。

　だが、否定もしない。

「結局、説得できたのは俺じゃなくて愛日さんってのがしまらねえな」

　俺がクールに解決したかったんだけどな。





愛日　　「いいえ、あなたの強い想おもいが二十里の心をわずかでも開いてくれたから、私が出てこられたのです。陽成美さんの周りには良い人が集まりますね」






　良い人ねえ……俺はＴ２Ｔのメンバーを思い浮うかべた。





慧　　　「あえて否定はしないけどさ……」

愛日　　「ふふふ……『思考記録ブレイン・ロギング』下でもそんな反応だなんて。あなたも陽成美さんや二十里に負けず頑固ですね。たまには自分に素す直なおになってみるのもよいかもしれませんよ」

慧　　　「なんの話だよ。俺はいつも自分にまっすぐクールだぜ。素直に見えないとすれば、クールなベールが俺の心を覆おおい隠かくしちまってるからかもな」

愛日　　「ふふふ……そういうことにしておきましょう。さて、そろそろタイムリミットですね」

慧　　　「行っちまうのか？　ずっと二十里の傍そばにいてやれよ。こいつにはあんたが必要だ」

愛日　　「あなたがいれば大だい丈じよう夫ぶですよ。それから最後にヒント。もし二十里に危害を加えようとする人物が現れたら、耳に注目してごらんなさい」






「まって愛日！　行かないで！」

　ついに二十里の目から涙なみだが一ひと粒つぶこぼれた。

　しかし、二十里が叫さけんでも、ウィンドウに愛日の名前が表示されることはなかった。

　俺は二十里を抱だきしめていた腕うでの力をそっと抜いた。

　それと同時に二十里は能力を解除する。

　二十里の肩かた越ごしに、何かを言いたげに口をもにょもにょ動かしている陽成美が見えるが、今は二十里をケアしてやるのが最優先だろう。

　俺は二十里の両肩に手を置いてまっすぐ目を見た。

「私……どうしたら……」

「二十里──」

　二十里の問いに俺が答えかけたその時、

「──っ！」

　突然二十里が俺を突つき飛ばした。

「何をす──」

　直後、俺と二十里が立っていた場所を光の槍やりが貫つらぬく。

　大人の身長よりも長いその槍は半ばまで地面に突き刺ささったあと、ガラスが砕くだけるような音と共に光の粒りゆう子しとなって消えた。

「なんだ!?」

　尻しり餅もちをついた俺は急いで跳はね起きる。

　二十里が突き飛ばしてくれなければ、二人揃そろって串くし刺ざしだった。

　離はなれたところに人ひと影かげが見える。格好からすると男子生徒だ。

　男子生徒がひょいっと跳ちよう躍やくすると、まるで羽でも生えているかのように軽々と宙に舞まい、数歩で俺達の前へと立った。

　銀色の腕輪が三つ、じゃらりと音をたてた。腕輪からは中指にはめられた似たデザインの指輪に細いチェーンが繫がっている。

　男子生徒は手に持っていた集音マイクを投げ捨てた。あれで俺たちの会話を盗とう聴ちようしていたのか。何のために……？

　それにしてもこの男、見覚えがある。

「坂さか詰づめ連れん矢や、だったか？」

　たしか、陽成美につきまとっていた男だ。

「誰だれだっけ？」

　しかし、陽成美は頭の上に『？』マークを浮かべている。

「おいおい、モールでクレープをおごらせたんだろ？」

「……ああっ！　あのしつこい男ね！　あたし、チャラチャラした男って区別がつかなくって……。個性をつけようとした結果、みんな同じになっちゃってる、みたいな？」

　陽成美は全く悪びれずに言った。

「ひっどいなあ。キミの顔が好みだってのはホントなんだぜぃ？」

　連矢は軽けい薄はくな笑えみを浮かべた。

「あたしはぜんっぜん好みじゃないけどね」

　あかんべーをする陽成美に連矢は苦笑いを返す。

　そうか。好みじゃないのか。いやいや、だからどうしたというわけではないのだが良いことだ。うむ、良いことだ。

「……やれやれ。思ったより早かったなあ」

　連矢は髪をファサっとかき上げながらため息をついた。

「何の話だ？」

　俺が訊きくと、連矢は顎あごで地面を指した。

「そんなことよりほら、手当てしてやらなくていいのか？」

　そこには、真っ青な顔で腹部を押さえる二十里が倒たおれていた。

　地面には赤い染みが広がっている。

「「「二十里!!」」」

　三人の声が重なった。

　さっきの槍にやられたのか！

　陽成美がかがみこみ、二十里の様子を見る。その深刻な表情だけで浅い傷ではないとわかる。

　陽成美は制服の上着を脱ぬいでＴシャツ一枚になると、その上着を二十里の傷口に押し当てた。

　流れる汗あせで下着が透すけて見える。

　エロ……とか言ってる場合じゃないな。

「緊きん急きゆう時にもそれなりの対応ができるんだな。夜会陽成美、ますます惚ほれるぜぇ」

　絵麗奈が二十里を抱かかえようとした時、場にそぐわない間延びした声を出したのは連矢だ。

「軍神の槍グングニル！」

　連矢がその手を高く掲かかげると、腕輪の一つと指輪が輝かがやいた。

　そして、腕輪が風化した石のようにぼろぼろ崩れるのと同時に、指輪を起点として光の槍が出現する。

「苦しませるつもりはなかったんだぜ？　まさか避よけられるとは思ってなくてさ。安心しなよ、すぐ楽にしてやるからさ」

　連矢は槍の切っ先を地面に突き立てた。

　槍はまるで水面に吸い込まれるように音もなく地面に刺さる。

　どんな切れ味だよ！

　それになんで二十里を狙ねらうんだ！

　あまりに急な事態に脳がついてこない。

　まずいぞ……この中で二十里を抱えて逃にげられるのも、連矢と正面きって戦えるのも絵麗奈だけだ。

　その絵麗奈もさっきまでのいざこざで、かなり体力を消しよう耗もうしている。

「ロック！　シュート！」

　陽成美が連矢を指差した。それと同時に、直径がコインサイズの光の柱が出現する。ナイス不意打ちだ！

　しかし、連矢は一歩だけ左に動いて光の柱を難なく避けた。

「そんな!?」

　陽成美が驚きよう愕がくの声を上げる。

「あれぇ？　抵てい抗こうしちゃうの？　処分の判断をまかされてるのは二十号だけなんだけどなあ。やっちゃうよ？　キミの能力はちゃんと視線を見てれば避けられるんだからね？」

　連矢が陽成美に向かって槍を構える。

　この男、構えを見るに、武術を修おさめたという感じではない。地元の道場を覗のぞいていただけの俺にでも、明らかな素人しろうとだとわかる。

　だが、動きがやたらと機き敏びんな上にあの槍、そして何よりも二十里に大けがをさせておいて平気でいられるその神経がヤバすぎる。

「処分だと……？　何言ってやがる！　二十里に何をしやがったああ！」

「本部の意思に背そむいてキミを勧かん誘ゆうしようとしただけじゃなく、情報を漏もらした上、機関を離り反はんしそうだったからねえ。監かん視し役としてはそれなりの働きをしないとだめだろう？　まったく、陽成美ちゃんの情報を得るのに都合がよさそうだから、不知火君との接せつ触しよくを推すい奨しようしたんだけど……まさかこんなことになるとはねえ」

　陽成美の調査役として送り込まれた二十里の、さらに監視役ということか。

「たったそれだけのことで、二十里を殺そうってのか？」

「それだけとは心外だなあ。こっちとしては大事なお仕事なんだよ。二十号は不安定な人工中ちゆう二に病びよう患かん者じやだからね。何より彼女は組織のことを知りすぎている。監視は必要だし、組織に不利益を与あたえるようなら……ねえ？」

「監視、保険、そして処分……しかも、二十里を番号で呼びやがったな……てめえ、人の命をなんだと思ってやがるっ！」

「なんでキミが怒おこるんだい？　関係ないだろ？」

「二十里はＴ２Ｔが守るって決めたんだ！　誰にも邪じや魔まはさせねえ！」

「吼ほえるのは勝手だけどさあ、その守る相手がヤバそうだよ？」

　連矢は薄うすい笑いを浮かべながら、顎で二十里を指した。

「うっ……」

　わずかに目を開けた二十里が苦しそうに呻うめいた。その顔が青から白へと変わりつつある。

「これから仲良くなるところなのに……二十里に手を出したこと、絶対に許さない！」

　陽成美は唇くちびるを嚙かみしめ、連矢を睨にらみ付けた。

「な……ぜ……私の……ことを……そんなに……っ……」

　二十里は息も絶え絶えに声を絞しぼり出すと、そのまま意識を失った。

　俺と陽成美は頷うなずきあい、連矢から二十里を庇かばうように立つ。

「ここは俺達が食い止める！　絵麗奈は早く二十里を！　ベルちゃんも逃げろ！」

「うっぜぇなぁ」

　連矢の視線が叫ぶ俺に移る。

　こういう時こそクールになるんだ。なんとか逃げるチャンスはあるはずだ。

　俺が身構えたその時、救世主が現れた。

「見覚えのある奴やつが転校してきたから監視をつけていれば……俺の学園で何をしている！」

　連矢の背後から現れて槍を摑つかんだのは、昇しよう竜りゆう門もん学がく園えん中二病対策委員会会長──出雲いずも真臣だ。以前、陽成美を退学にまで追い込もうとし、Ｔ２Ｔとさんざんもめた。だが、その戦せん闘とう力はとても頼たよりになる。かつて学園最強と謳うたわれた人物だ。

　バンダナにウェストポーチ、さらに指ぬきグローブと、最初からフル装備である。

　真臣は中二病患者ではないが、中二病研究機関アグリツパの開発したこれらのアイテムを身につけることで超ちよう人じん的なパワーを生み出すことができる。

　……俺たちを助けてくれるかはわからないが。もし助けてくれないようだったら囮おとりにして逃げよう。

「ちっ……てめえか。相変わらずだせえ格好してんな」

　連矢がめんどくさそうに舌打ちをした。

　この二人、知り合いか？

「うるさいっ！」

　真臣の語気が荒あらい。やっぱりその格好、気にしてんだなあ。

「いい所にきたわ！　あたし達の盾たてになって！」

　陽成美のやつ、はっきり言うなあ！　俺もノドまで出かかってたけども！

　そんな陽成美を見た真臣は苦い顔をしている。

「お前がなあんでオレの邪魔をするんだあ？」

　連矢が真臣を睨んだ。

「さっきも言った。ここは俺の管理する学園だからだ。誰であろうと秩ちつ序じよを乱すものは許さん。おい貴様ら、さっさと逃げろ！　俺の学園で死人なぞださせるな」

　真臣が叫さけんだ。

「助けてくれるのか？」

「貴様達を助けるわけじゃない。学園の秩序を守るためだ。行け！」

「絵麗奈！」

　俺が指示すると同時に絵麗奈は二十里を抱えて大きく跳とんだ。ベルは山や羊ぎに何かを指示すると、慌あわてて絵麗奈を追った。

　俺と陽成美は連矢を警けい戒かいしつつ下がる。

「逃がさねえっつってんだろ！」

　連矢は槍やりを摑んでいる真臣に蹴けりを浴びせるが、真臣はそれを空いた掌てのひらで払はらう。

「ぬんっ！」

　さらに真臣は槍を放すと、そのまま全力で地面を殴なぐり付けた。

　──ごがあああん！

　土砂が巻き上がり、地面にクレーターができた。

「ぬおおおお!?」

　突とつ然ぜん足場を失った連矢はバランスを崩くずす。

「陽成美！」

「ええ！」

　俺と陽成美は睨み合う二人に背を向け、校舎へと向かった。

　真臣のことは大っ嫌きらいだが……恩にきるぜ！







　　　二十号観察報告書


坂詰連矢






　人工中二病患者の対人能力実験ですが、洗脳が不安定みたいっす。夜会陽成美とその取り巻きに心を開き始めてるっす。

　二十号を処分するのもそう遠くない感じっす。

　データについては十分集まったということで、必要があればすみやかに実施するっす。

　あと、この研究は夜会陽成美の『太陽の柱サンシヤイン・ピラー』能力者量産計画の前段階っつーことっすけど、ほんとにそんなたいそうな能力なんすかね。

　あの程度の能力、俺なら避けられそうっす。俺には『軍神の槍グングニル』もあるっすからね。

　リアルタイム映像をみながら遠えん隔かく攻こう撃げきができるから、ミサイルなんかよりすごい武器になるとかってのはわかりますけど、能力者を量産するより、アイテム化した方がよくないっすかね。

　中二病患者どもはどいつもこいつもヘンな奴ばっかりっすよ。中二病アイテムは使用者との相あい性しようがあるってのもわかってますけどね。

　まあ、お仕事なんで観察は続けるっす。







　第五章　誰だれか赤い布とか持ってませんか







　校舎に入ってすぐ、通りがかった生徒を捕つかまえた俺たちは、保健教きよう諭ゆを呼んで来るよう頼たのんだ。

　そして、美術室前の廊ろう下かに二は十つ里りを横たわらせる。冷たい床ゆかの上で、二十里は小さく早い息を繰くり返している。

　傷口を押さえた陽ひ成な美みの制服の赤い染みは、少しずつだが確実に広がっている。

「これ以上二十里を抱かかえて逃にげるのは無理だ。傷口が広がっちまう。……ここで迎むかえ撃うつしかない」

　俺は覚かく悟ごを決め、静せい寂じやくに包まれた廊下の先──体育館の方──を見つめる。

「い、いいんちょうが勝ってくれるんじゃないかなあ……」

　ベルが不安げな表情で俺を見上げて来る。

「たしかに真さね臣おみは強い。それは直接闘たたかった俺が一番良く知っている」

「慧けいは別に戦闘向きの能力じゃないんだから、参考にならないような？」

「おい陽成美！　人がクールに決めてるんだから茶々を入れるな！」

「それはさておき。最悪の状じよう況きようを想定しておくべきね。二十里を美術室の中へ運びましょう。廊下じゃ狙ねらい撃ちにされるわ」

「それ俺のセリフ！」

　なんて言い争いをしている場合じゃない。俺が上半身、陽成美が脚あしを持って、二十里を美術室の中へと運ぶ。

　助けが来るまでなんとか時間を稼かせげればいい。真臣がそれまでもたせてくれればいいが……。俺だけでも真臣を手伝いにいくべきだろうか。

　次の手に迷いつつ、美術室の扉とびらを閉めようとしたその時、廊下をがらがらどんが駆かけてきた。

　山羊はてこてことベルの足あし下もとへ近づいていく。

「がらがらどーん」

「えっ!?　もう!?」

　ベルが血相を変えた。

　今ので何言ってるのかわかるんだ。

「みんなたいへんだよ！　いいんちょうが負けちゃったって！　こっちに向かってるみたい！」

　なんだって!?　俺たちが体育館裏から校舎に逃げて来るほんの数分でだと……。

　くっ……どうする!?

　二十里を置いて逃げられない。

　俺とベルの能力は戦闘向きじゃない。

　絵え麗れ奈なは回復し始めたと言っても、真臣を倒たおすような相手と一人で戦わせるわけにはいかない。

　連れん矢やの武器は見たところ能力によるものではなく、真臣と同じ、中二病研究機関アグリツパから支給された中ちゆう二に病びよう能力を使用できるアイテムだ。

　陽成美の能力なら、上う手まくすれば相手の武器を無効化することくらいできるだろう。

　だがその後が続かない。連矢を撃げき退たいするだけでなく、二度と二十里を狙わせないようにしなければ。

　それに、助けがくるまで時間を稼ぐ、なんて悠ゆう長ちようなことは言っていられなくなった。真臣ですらこの短時間でやられたことを考えると、勝つ気で行かなければあっという間に全ぜん滅めつだろう。

　どうする……何か手はないか!?

　作戦を考えていると、陽成美がおもむろに二十里へ近づくと、その肩かたをそっと揺ゆすりだした。

「二十里、ちょっと起きて」

「おいおいおい！　怪け我が人にんだぞ！」

　俺が止めるのもきかず、陽成美は二十里の肩を揺すり続ける。

「わかってるわよ！　でもこのまま逃げてたんじゃ、二十里は中二病研究機関アグリツパに送り返されるだけだわ。いいえ、それどころかすぐにでも連矢に殺される。それを防ぐにはこの娘この能力がどうしても必要なの」

「どうするつもりだ？」

「説明してる暇ひまはないわ。二十里！　起きて！」

　陽成美は二十里の頰ほおをぺちぺちと叩たたいた。

「うぅ……ん……ヤッカイ？」

　二十里は呻うめきながらも目を覚ました。

「呼び方がフルネームからヤッカイに変わったことについては後で話し合いましょう。目覚めたばかりのところ悪いんだけど、ちょっといい？」

「いい」

　二十里は体を横にしたまま、こくりと頷うなずいた。

「二十里の新しい能力だけど、あれの持続時間ってわかる？」

　中二病の能力は目覚めた瞬しゆん間かん、その効果を自覚できるものとそうでないものがある。これは個人差がある。俺の能力で言えば、中二病になった瞬間『名前を書いたら存在感を消せるような気がするなあ』とぼんやり思った。だが人によっては発動条件や効果が自分でもわからず、色々と実験して初めて効果を自覚できる場合もあるらしい。

「私が解除しないかぎりずっと。私が死んだ場合はわからない」

　二十里は迷いなく答えた。

「それはすごいわね……。でもこれで光明が見えたわ」

　永続タイプの能力は極きわめて珍めずらしいらしい。大たい抵ていは距きよ離りと時間の制限がかかるのだ。

「じゃあ、同時に書き換かえをできる回数は？」

「ん……二回……くらい」

「おっけ。作戦を説明するわ。時間がないから手短にいくわよ。二十里、協力してくれるわね？」

　二十里は感謝をしているような、申し訳なさそうな不思議な表情でたっぷり迷った後、

「わかった」

　と頷いた。




　陽成美が立てた作戦のキモは『連矢に二十里を始末した』と思い込ませることだ。

　死んだふりなど当然通じるわけがないので、二十里の能力を使う。

　それは今でなければならない。連矢が中二病研究機関アグリツパに報告を入れてからでは遅おそいのだ。

　奴やつが俺たちをなめて、単独で襲おそってくる今やるしかない。

　美術室の入り口から見て正面に石せつ膏こう像ぞうを配置。その陰かげに二十里を横たわらせ、隣となりに俺がしゃがみこむ。

　美術室の中央には、机に腰こし掛かけて脚を組んだ陽成美。その左右に絵麗奈とベルが立っている。

　女王様と付き人達って構図だが、それを口に出すと揉もめるので黙だまっておこう。

「……来たわ」

　陽成美が真しん剣けんな表情で美術室のドアを見つめている。

　廊下からスニーカーの足音と、鎖くさりがチャラチャラ鳴る音が聞こえてくる。連矢の腕うで輪わについていた鎖の音だろう。

　俺と陽成美は頷き合う。

「『不可視の存在インビジブル・イグジステンス』……」

　俺は二十里の手を握にぎり、能力を発動した。

　やがて足音は美術室の前で止まった。

　扉が無造作に開かれる。

　俺はそっと石膏像の陰から顔だけだして様子を覗うかがった。

「ああん？　お前らだけかぁ？　いてて……あの野や郎ろう、派手にやりやがって」

　連矢の左手はだらりと垂れ下がり、破けた制服の下や顔にはアザや擦すり傷がたくさんできている。まさに満まん身しん創そう痍いだ。

　右手につけている腕輪は残り一つになっている。

「二十号はどうした？」

　連矢は美術室を見回しながら陽成美へと近づいていく。

「二十号なんて呼び名のモノは知らないわ」

　陽成美が机に腰掛けたまま連矢を睨にらみつけた。

「おー怖こわ。なんでそこまで肩入れするかねえ」

　連矢は話の内容には興味などなさそうに、周囲を見回している。




　俺は横たわったままの二十里に目で合図をする。それに応こたえ、二十里は能力を発動する。

　俺と二十里の目にはウィンドウが表示されている。しかし、他ほかの連中にこのウィンドウが見えていないことは前に実験した通りだ。

　あとは陽成美が会話で連矢に「二十里を処分する」といった内容を考えさせ、リライトすればいい。

「あたしは中二病患かん者じやを助けたい」

　陽成美は所在なくうろつく連矢から目を離はなさないようにしながら、話を続ける。

「そいつはお偉えらいですねえ」

　対する連矢は会話の内容にまったく興味がなさそうだ。

「そうやってバカにしているといいわ。二十里はまだあたしに心を開いてくれていないけれど、絶対に仲良くなってみせる。たとえ彼女がどんなに嫌いやがったとしてもよ」

「なにが楽しいのかねえ」

「仲間だと認めた相手が──二十里が楽しいと思ってくれればあたしも楽しい！　何も問題はないわ！」

　俺とつないだ二十里の手にぎゅっと力が込こめられた。

「つまんねえ話はもういいや。それよりも……」

　連矢はその手に光の槍やりを出現させ、陽成美の眼前に突つき付けた。

　最後の腕輪がぼろぼろと崩くずれ散る。

　陽成美を庇かばおうとした絵麗奈を陽成美は手で制し、じっと連矢を見上げる。

「こいつは『中二病付加道具槍型試作１０１３号──軍神の槍グングニル──』先せん端たんに触ふれたものを分解するっつうすげえ槍だ。おまえのかわいい顔に傷をつけることなんて簡単なんだが、二十号を出しちゃくれないか？」





連矢　　「めんどくせえが、これも仕事だからな」






　連矢の思考がウィンドウに表示されているが、なかなか二十里のことを強く考えない。

　くそっ！　陽成美がケガをしたらどうするんだ！

　すぐにでも飛び出して行きたいが、そうすれば全すべてが台無しになる。

　クールだ……クールになれ。

　俺はゆっくりと息を整え、リーダーを信じて待つ。

「ここにはいないわよ。二十里ならあなたが処分したでしょ？」

　良い流れだぜ陽成美。これなら「二十里はまだ処分してねえよ」とか考えるはずだ。





連矢　　「めんどくせえが、これも仕事だからな」






　おいおい！　どんだけめんどくさがりなんだよ！

「どうせ、不知火しらぬい慧の能力でも使ってどこかに隠かくれてるんだろ？」

　連矢は陽成美に槍を突き付けたまま、ベル、絵麗奈へと視線を送り、再び陽成美を見た。

「さあ、どうかしらね」

　陽成美はちらりと壁かべに立てかけられた等身大の人物画を見た。

　上手い！　まるでそこに二十里が隠れているのを気にしているような演出だ。

「ふうん……そういうことか」





連矢　　「めんどくせえが、これも仕事だからな」






　こいつ……いくらなんでも何も考えてなさすぎじゃないか？

　俺はふと愛まな日びの言葉を思い出した。『耳を見ろ』だったか？

　連矢の耳をじっと見ると、そこには透とう明めいの耳みみ栓せんのようなものが詰つまっていた。耳栓の中には極小の電子回路が仕込まれているようだ。

　もしかして、あれで二十里の能力をガードしてるのか？

　考えてみれば、連矢が二十里の監かん視し役だったとすると当然の処置だ。そうしなければ、二十里が能力発動中に近づくことができない。

　天てん川かわ博士とかいう奴が全く噓うそをつかなかったというのも、アレを使ったのだろう。

　なんにせよ、もしそうだとしたらこのまま作戦を続けてもしかたない。

　なんとかしてあの耳栓を取らなければ。

「オレってさあ、昔からすげー勘かんが良いんだよ」

　連矢がにやにやと人物画を見た。

　釣つれた！

　陽成美に騙だまされているとも知らず、このドヤ顔である。

　こいつの性格からして、問答無用で絵の向こうに攻こう撃げきをしかけるだろう。

　そこに隙すきができるはずだ。耳栓を奪うばってやる。

　連矢は陽成美に突き付けていた槍を、槍投げの選手がそうするように肩に担かついだ。

　よし、そのまま絵に向かって投げちまえ！

　俺は二十里の手を放さないよう注意しつつ前のめりに構える。

「んで、その辺にいるとみたね！」

　しかし連矢は石膏像──つまり、俺と二十里の方へ跳ちよう躍やくすると、槍を振ふり回した。

　石膏像は音もなく胴どうから上下に真っ二つになり、その上半身が床ゆかに落ちて砕くだけ散った。

　槍はしゃがんでいる俺の頭上をかすめ、髪かみが数本床へと落ちる。

　しまった！

　俺から離れた髪は能力の有効範はん囲い外がいだ。

「みいつけたあっ！」

　連矢が前蹴げりを俺の顔面にたたき込んでくる。

「ぐうっ！」

　俺は二十里の手を放し、両腕をクロスさせガードしたが、ガードごと後ろにふっとばされた。

　蹴りを受けた両腕がビリビリ痺しびれている。

　二十里を巻き込まずにすんだことだけが救いだ。

「不知火……君っ！」

　能力を解除した二十里は、真っ青な顔をこちらに向けてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ……だが……」
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　作戦は失敗だ。

「まずいっ！」

　絵麗奈が連矢の背後から顔面にむかって回し蹴りを繰くり出す。

　連矢は死角からの蹴りを槍の柄えで防ぐが、強化された脚きやく力りよくでの攻撃にたたらを踏ふむ。

　陽成美は机から降りてベルをその背中に隠し、絵麗奈は連矢から二十里を守るようにして立つ。

　俺もよろよろと絵麗奈の隣に立つ。

　くそっ……仕切り直しか。

　無理矢理耳栓を取ろうにも戦せん闘とう力に差がありすぎる。

　せめて真臣と協力できればよかったのだが、連矢がここにいるということは、あいつは戦える状態にないのだろう。それに、一いつ緒しよに戦ってくれと言って承しよう諾だくしてくれるともかぎらない。

　頼たのみの綱つなは絵麗奈だが……だめだ、正面からタイマンをさせるわけにはいかない。少しくらいなら戦えるだろうが、いつあの槍に貫つらぬかれるかわかったものじゃない。

　せめて何かサポートできればいいんだが……。

　真臣のように地面にクレーターを作るなんて真ま似ねは俺にはできないし。

　そこで俺はふとある作戦を思いついた。

　成功するかわからないが……試ためしてみるか。どうせ他に良い手は思いつかないんだ。

「残念だったな二十号。おとなしく夜や会かい陽成美の監視に徹てつしていれば生きていられたんだけどなあ。『二十号のデータは十分取り終わったから、中二病研究機関アグリツパに逆らうようなら処分してもかまわない。アレは知りすぎている』って天川のおっさんが言ってたぜ。だからさあ、大人しくオレに処分されようぜ。オレもさっさとあっちに帰りたいしさ」

　連矢が槍で手近にあった机の脚あしをつついた。

　槍で突かれた机の脚は音もなく切断され、バランスを崩した机が派手な音をたてて倒たおれる。

　こちらは四人と一いつ匹ぴき、相手は一人。

　人数の上では圧あつ倒とう的てきに有利だが、こいつはスポーツじゃないんだ。

　一人を犠ぎ牲せいにしてチームが勝利なんてことができない以上、あの槍に一人が狙ねらわれれば全て終しゆう了りようだ。

「わか……た……」

　Ｔテイー・２ツーＴ・テイー全員が動けない中、俺の背後で二十里が苦しそうに上半身を起こした。

　おい……何を考えてやがる。

「覚かく悟ごができたのかな？」

　にやつく連矢に二十里は小さくうなずいた。

「これ以上みんなに迷めい惑わくはかけられない」

「くっくっく……無愛想だったお人形が、言えるようになったじゃないか」

　連矢が槍の矛ほこ先さきを二十里に向けた。視線で絵麗奈達を牽けん制せいすることも忘れない。

「やめろ！」

　俺は連矢へ向かって一歩前へ出た。鼻先に槍の矛先がある。先端が前髪にふれると、その部分が音もなく消しよう滅めつする。

「不知火君どいて。私がいなくなれば、みんな怪け我がをしなくてすむ」

「そんなマネできるか！　Ｔ２Ｔをなめるんじゃねえ！」

「ふふっ……よく言ったわ慧」

　俺のクールなセリフに陽成美が腕うで組ぐみをし、不敵に笑った。

「俺たちが怪我するとかどうとかはいいんだよ。二十里がどうしたいのかを言え！」

「でも……やっぱりあなたたちに怪我をさせたくない」

「ちがうぜ二十里。でも、だって、させたくない、したくない、ってセリフはクールじゃないんだ。二十里は俺からクールキャラを奪いたいんだろ？」

「え……？　そんなこと一言も言ってない……」

　まあまあ、みなまで言うな。クールキャラってのは恥はずかしがり屋が多いものだしな。

「だったらさ、何かをしたくないじゃなく、何をしたいか言えよ。最近気付いたんだがな、熱い気持ちをぶつけるってのは、実はクールなことなんだぜ？　お前が一番やりたいことを言えよ！」

　俺のセリフに二十里は両手をぎゅっと握にぎりしめ、床に目をおとした。

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、二十里は強い意志の籠こもった瞳ひとみを俺に向けた。

「私は……私は愛日が私にしてくれたように……不知火君たちがしてくれたように……中ちゆう二に病びようのみんなを助けたい！」

「よっしゃ！　Ｔ２Ｔは二十里の願いをうけとったぜ。なあ陽成美！」

　陽成美は笑え顔がおで親指を立てた。

「茶番は終わったか？　何をどう言ったところで結果は変わらんのだけど……なぁ！」

　連矢は槍を担ぐように構えると、力任せに振り下ろしてきた。

　避よければ二十里に当たる！

　俺は一歩踏み込んで、槍の柄を左腕で受けた。

　ビキッと腕から嫌いやな音とともに激痛が走る。折れてはいないようだが……ヒビが入ったか？

「絵麗奈！　コイツを外へ蹴り出してくれ！」

　俺の作戦は屋内では無理だ。

　あまり接近戦をさせたくないが、ここだけはどうしても絵麗奈に頼たよらざるをえない。

「やってみる！」

　絵麗奈は俺と連矢の間に割って入り、槍やりの先せん端たんに注意しつつ、連矢に攻撃を繰り出す。しかし、攻せめては引くを繰り返すばかりだ。

「どうした巨きよ乳にゆうのねーちゃん！　胸を揺ゆらすばっかりで、全然あたらねえぞぉ！」

「こいつっ……動きはめちゃくちゃなくせに、やっりにくいわね！」

　いくつもの格かく闘とう技ぎや護身術を習っていたというだけあり、身体能力強化とあいまって絵麗奈の動きは鋭するどく無む駄だがない。

　しかし、それでもなお絵麗奈はやや圧おされていた。

　まずいぞ。絵麗奈で歯が立たないとなると、どうしようもない。

　俺は二十里を抱かかえて、二人から離はなれ、そっと床に降ろす。

「ぐっ……」

　それだけの動きで二十里は顔をしかめた。

「ダメージはあたえなくていい！　あとで好きなものおごってやるからたのむ！」

　そんな金ないけど……モールでのバイト申しん請せいが通ればなんとかなるだろ。

「映画に連れていって。恋れん愛あい甘甘なやつ！」

　この状じよう況きようでよくそんなリクエストができるな。

「好きなだけつれてってやる！」

「おっけい！　やるわ!!」

　絵麗奈の動きが明らかに加速した。

　これならいけるか!?

　そんなに楽しみにしてる恋愛映画があるのか。さすが、恋愛ものがからむとすごい力を出すなあ。

　だがそれでも槍を恐おそれてか攻めきれないようだ。

　これ以上無理はさせられないし……。

　──キンッ。

「痛っ！」

　美術室に響ひびいた金属音とともに連矢が片目をつぶった。目の下が赤く腫はれている。

「今よ！」

　叫さけんだ陽成美の手にはスパイが使うような小型のエアガンが握られていた。さっきの金属音は撃げき鉄てつのものか！

「陽成美ナイス！」

　絵麗奈は一いつ瞬しゆんで連矢との距きよ離りを詰つめると、掬すくい上げるようなアッパーを顎あごに一撃。仰のけ反ぞった連矢を蹴り飛ばした。

　──ガシャンッ！

　連矢の体は美術室の窓を突つき破り、外へと放ほうり出された。ここは一階だから死ぬことはないだろう。二階くらいだったらちょうどよかったんだけどな。

「二十里、能力を！」

　俺の指示で二十里が能力を発動させる。この位置関係なら、連矢だけが能力の範はん囲いから外れる。

　みんな！　これを読むんだ！




　俺は立てた作戦を連矢に聞かれないよう、二十里の能力を通じて全員に伝達した。

　強く思わないとウィンドウに表示されないため作戦の説明には不向きな能力だが、なんとか伝わっただろう。

　二十里には最後にもう一仕事あるため、能力をいったん解除させ、窓まど際ぎわに移動させる。

「いってえなああああああ！　本部の許可だとかもう知るか！　全員ぶち殺してやる！」

　窓の外で連矢が吼ほえている。

「やるわ！」

　絵麗奈が真っ先に割れた窓から外へと出た。

　ばかやろう！　たしかに作戦の起点は絵麗奈だが、正面から突っ込むんじゃねえ！

　連矢はすでに槍を肩かたに担ぎ、迎げい撃げきの体勢に入っている。

　だが絵麗奈はかまわず突っ込んでいく。

「まずひとりだああああ！」

　連矢は絵麗奈に向かって槍を振ふり下ろした。

　斬きられた！

　そう思ったが、絵麗奈は常人では不可能な急制動をかけた。

　慣性で揺れた胸が前につきだし、その谷間を槍の先端が掠かすめる。

　槍はそのまま地面に刺ささり、サマードレスの胸むな元もととブラが切られ、胸が露あらわになる。

　絵麗奈はそこから無理矢理一歩を踏み込むと、連矢の腹部に拳こぶしをめり込ませた。

「ぐはっ！」

　その際、耳みみ栓せんをかすめ取ろうと狙ったようだが首を振って避けられてしまった。さすがにそこまで甘くないか。

　どんなに鋭い攻こう撃げきでも構えられていれば通じない。やはり、相手を不測の事態に陥おちいらせることが重要だ。

　前のめりになった連矢に絵麗奈はさらに膝ひざ蹴げりをいれようとするが、槍の柄えで受け止められてしまった。

　しかし、その程度で今の絵麗奈の脚きやく力りよくを防げると思うなよ！

　連矢の体はガードごと絵麗奈の頭上へと浮うき上がった。

　さらに絵麗奈は地面に手を突き、手足と全身のバネを使って、浮いた連矢に向かって垂直に飛び蹴りを繰くり出した。

　連矢はその鋭い蹴りすら槍の柄で受け止めた。だが同時に、その体は三階建ての校舎よりも高く打ち上げられた。

　いいぞ絵麗奈！

　窓際まで戻もどってきた絵麗奈が地面に倒れ伏ふした。地面に赤い染みが広がる。

「絵麗奈、その傷！」

　絵麗奈の両の太ももの付け根に横一文字の傷ができており、おびただしい血が流れている。

　打ち上げるときにやられたのか！

「私のことはいいから！　筋肉を絞しぼれば血は止められるわ！　それより慧！　今度はあなたの番よ！」

　くそ！　女の子の脚あしに傷をっ！

　絵麗奈が作ってくれたこのチャンス、絶対無駄にはしねえ！

　窓から飛び出した俺は天に向かって拳を突き上げた。

　それと同時に俺の体を光の柱が包み込む。

「うおおおおおおおおおお！　これが俺の新しい力だあああああ！」

　俺は振り上げた拳を地面に叩たたきつけた。

　──ボォゴァンッ！

　爆ばく音おんとともに俺の拳を起点として、地面が扇おうぎ状じように陥かん没ぼつした。深さは大人が落ちれば手が届かないくらいだ。成功だ！

「このタイミングで能力成長グロウアツプだと!?　この場で一番役に立たなそうな奴やつが！」

　狙ねらい通りだぜ！　後半は余計だがなあ！

　二階の高さまで落下していた連矢は着地点がなくなったことに驚おどろき、慌あわてて空中で体勢を立て直そうと体を捻ひねる。

　穴の底で着地できるようにだ。

　普ふ通つうの奴なら、地面に突とつ然ぜん穴が空いたら驚いてバランスを崩くずすだろう。さすがの対応力だと言っておこう。

　だが、その反応の早さが敗因だぜ！

　俺は『穴が空いて存在しないはずの地面を踏ふみしめて』、連矢の落下地点へと走った。

「なん──」

　回転中だった連矢は『なくなったはずの地面』に肩から激げき突とつした。

　グシャリと骨の砕くだける嫌な音が響く。

　予想できなかっただろ？　驚かないように訓練することはできても、一度驚いちまった体を制せい御ぎよするのは誰だれにもできない。動きが完全に止まったぜ！

「うおらああああああああ！」

　姿を現した地面を驚きよう愕がくの表情で見つめる連矢の顔に、俺の飛び膝蹴りがめり込んだ。

　同時に槍が俺の腕を切り裂さき、鮮せん血けつが舞まう。

　いてえ！　だがこれくらい絵麗奈の傷に比べれば大したことねえ！

　俺はもつれて倒たおれこみつつ連矢の耳栓を引っこ抜ぬき、投げ捨てた。

「二十里！」

　俺の号令で二十里は能力を発動させた。

　二十里の姿は外から見えないが、壁かべ際ぎわに移動させておいたので能力の範囲内だ。





連矢　　「二十号だけでも処分してやる！」






　連矢は倒れたまま二十里に向かって槍を投とう擲てきする構えをとった。

「シュートォ！」

　しかし、その矛ほこ先さきを光の柱が貫つらぬく。

　槍は光の粒つぶになって消えていく。

　ベルと手を繫つないだ陽成美の攻撃だ。

　陽成美の能力は手を繫ぐ人数が増えるほど、繫いだ相手の体力を使ってその威い力りよくを増す。

　ベルは荒あらい息をして膝を突いた。

「しまった！　くそおおおおお！　こんな奴らにオレの仕事を邪じや魔まされるとはなあっ！」

　連矢は気づいたようだが、もう遅おそい！

「リラ……イト」





連矢　　「二十号だけ《は処分した》」






　か細い二十里のコールと共にウィンドウの文字が書き換かえられた。これで連矢は二十里を処分したと思い込んだはず！

「おっしゃあっ！」

　俺は連矢の延えん髄ずいに全力で蹴りを叩き込んだ。

　連矢の体がぐらりと傾かたむき、地面に倒れていく。

　おっしゃあ、ってのはクールじゃなかったなあ。

　次の機会までに決め技わざをちゃんと考えておこう。







　連矢は駆かけつけてきた教員と中ちゆう二に病びよう対策委員会副会長に引き渡わたした。

　その後、傷の重かった俺と絵麗奈、そして二十里は手当てを受け、保健室のベッドに並んで横になっている。

　ここは保健室に通じる大部屋のうちの一つだ。

　さすがに保健室に入院ということはないが、怪け我が人のよく出るこの学園にはこういった設備もある。

　どこから持ってきたのか、陽成美とベルはナース服に着き替がえ、俺たちにガーゼを貼はったり傷口の消毒をしてくれたりした。

「がんばったみんなにご褒ほう美びよ」

　とのことらしい。

　どうせならもうちょっと色々な世話をしてほしいかもしれない。

　クールな俺はそんなお願いしないけどな。

「ちょっと慧！　こんな格好してあげたからって、それ以上のサービスはしないんだからね！」

　陽成美がビシッと俺の顔を指差した。

「なんで考えてることバレた!?　二十里の能力か!?」

　二十里は小さく首を振る。

「あなたたちのナース服に対する認にん識しきって……。全国のナースに謝るべきだわ……」

　絵麗奈はやれやれね、とため息をつきながら続ける。

「それにしても、土ど壇たん場ばであんなはったりだらけの作戦、よく思い付いたわね」

「まあな！　二十里の歓かん迎げい会かいの時、自分にスポットライトを当ててただろ？　あれを見て、俺の能力も応用ができないかって思ったのさ」

　俺の能力の対象は一つに限られる。しかし、手を繫げば対象を増やせるように、一定の範はん囲いなら地面も消せると考えたのだ。

　そこで俺は殴なぐるフリをしながら地面にシールを貼り付けて能力を発動した。まるで実際に地面が陥没したかのように見せたのだ。

　本当はもっと深い穴を作るつもりだったが上う手まくいかなかったんだけどな。

　しかしそれだけでは確実にはったりを見破られていただろう。

　だから演出を加えることにした。

　陽成美の能力によるスポットライトで俺の能力が成長したように見せ、さらにベルのがらがらどんに、地面陥没の効果音を出してもらったのだ。

　冷静に考えればバレバレの演出だが、戦せん闘とうの最中かつ一回きりなら騙だませると踏んだのだ。

「なんとかして出し抜かないと勝てないって思ったからな。できるだけ誰も怪我をさせたくなかったんだが……すまん絵麗奈。女の子の脚に傷をつけさせちまった」

　俺は怪我をした腕うでをかばいつつ上半身を起こし、頭を下げた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。下着が丸見えになるほど短いスカートを穿はかなければ目立たないし、傷きず跡あと自体もほとんど消えるらしいから。それとも慧は私のスカートをめくって傷口を見たいのかしら？」

「そんなことしねえって！」

「それから映画の約束、忘れないでよね」

　絵麗奈は寝ねたまま顔だけこちらに向けるとニコッと微笑ほほえみ、口元をタオルケットで隠かくした。

「もちろんだ」

「陽成美も問題ないわよね？」

　タオルケットから目から上だけを出した絵麗奈が、陽成美に意味ありげな視線を送った。

「な、なんであたしの許可をとるのよ。デートでもなんでも勝手にすればいいでしょ！」

　陽成美はほっぺを膨ふくらませ、腰こしに手を当てて俺を睨にらんでくる。なんで俺を見るんだよ。

「デートじゃねえからな！」

　対価だよ。脚の傷に対して等価交こう換かんとは言えないけどな。

「あら、私は会長の部下を借りるのに許可をとっただけよ？」

「くっ～～っ！」

　絵麗奈の挑ちよう発はつに、陽成美は口をもにょもにょ動かしている。

「それに、私はデートでもいいんだけどなー」

　トドメとばかりに絵麗奈が陽成美に向かってドヤ顔をキメる。

　せめて今のセリフは俺に向かって言ってくれよ。

「だめよだめだめ！　やっぱりだめ！　Ｔ２Ｔ会員同士がデートなんて不純だわ！　恋れん愛あい禁止なんだからね！」

「だからデートじゃねえって！　礼をするだけだよ！」

　俺の説明になぜか陽成美は納なつ得とくしていないようだが、こいつがよくわからん反応をするのはいつものことだからな。

　いちいち相手をしていたらこっちの身がもたないぜ。

「それはそうと、ずいぶんあっさりと連矢を引き渡したよな」

　陽成美のことだから、市中引き回しの上磔はりつけ獄ごく門もんなんてことをしそうなもんだが。

「ふふーん、コレなーんだ？」

　陽成美が取り出したのは五インチくらいのタブレット端たん末まつだった。

「奴を引き渡す前に懐ふところをまさぐってたと思ったらもしかして……」

「なんか面おも白しろいもの持ってないかと思ってね。そしたらコレが出てきたからちょっと失敬しといたのよ」

　タブレットは外装こそところどころ剝はげているが、画面を含ふくむ本体は無事だ。あのバトルで壊こわれないのだから特別製なのだろう。

「そんなもんどうするんだ？」

「とりあえずスリープモードを解除してっと」

　陽成美がタブレットを起動すると、パスワード入力画面が現れた。迷うことなくパスワードを入力すると、起動しっぱなしだったのであろう地図アプリが立ち上がる。

「どうしてパスワードなんて知ってるんだよ！」

「副委員長に引き渡すとき、能力を使わせて調べといたのよ」

　昇しよう竜りゆう門もん学がく園えん中二病対策委員会副委員長──詩し穂ほ──の能力は直接触ふれた相手の思考を読み取るものだったはず。二十里が来るまでは、学園で唯ゆい一いつの高レベル思考リーディング系能力者だった。

　委員長の真臣に重宝されると同時に、真臣のため以外にはめったなことでは使わないと聞いたことがある。

「よくあの堅かた物ぶつ副委員長が頼たのみを聞いてくれたなあ」

「委員長をボロボロにした奴やつにこっそり仕返ししたいと思わない？　って囁ささやいたらあっさりだったわよ。相変わらず委員長にベタ惚ぼれよねえ、くっくっく……」

　笑い方が完全に悪役だ！

「それで組織の情報でも覗のぞくのか？」

「そんな危ないマネしないわよ。この端末から取れる情報なんてたかが知れてるでしょうしね。それよりも……」

　陽成美は地図アプリを操作していく。

「ＧＰＳの移動ルート履り歴れきが……あったわ！　ふふふ……これを辿たどれば……」

　液えき晶しよう画面にはこの端末が辿ってきた道筋が青い点線で描えがかれていた。終点はもちろんこの学園。そして始点は──

「長なが野のの山奥？」

　連矢はこんなところから来たのか？　山育ち？

「ここが研究所ってわけね」

「なるほど！　……っておいおい！　まさかこれから乗り込もうってんじゃないだろうな！」

「まさか。さすがにそこまで無む謀ぼうじゃないわよ」

　陽成美はそう言いながら、地図アプリを閉じ、端末を操作する。

「あったあった。末まつ端たん構成員の持つ端末に入ってるか不安だったけど、あったわ、リアルタイム衛星カメラアプリ」

　液晶画面には緑の山を上空から写した映像が表示されている。

　緑の中に一点、不自然に平らな部分がある。

　陽成美がそこへズームすると、どうやら建物の天てん井じようを緑色に塗ぬったもののようだ。

　鮮せん明めいと言いがたい画像だが、風に木がそよいでいるのが見える程度の解像度はある。

「もしかして、この平らなところが中二病研究機関アグリツパの本部か？」

「本部はアメリカのカンザスよ。建物の形に見覚えがあるわ。これはあたしが閉じ込められてた日本支部ね」

「それで、どうするんだ？」

　乗り込むわけじゃないなら、こんなことをする意味がどこにあるのだろうか。

「慧、ちょっと手をだして」

　陽成美が差し出した手を握にぎる。

　すると陽成美は、液晶画面の建物に指を置いた。

「たしかこのあたりが職員の詰つめてる部屋よね……ポイントロック、シュート」

　陽成美がぽつりと呟つぶやくと、俺の全身から力が抜ぬけた。それと同時に、液晶画面に光の柱が出現する。

「おいおいおい！　何してんだ！　攻せめ込まなくても、攻こう撃げきしたらまずいだろ！　もしここの下に人がいたら大おお怪け我がだぞ！」

「この建物、むちゃくちゃ丈じよう夫ぶな材質でできてるらしいから大丈夫よ。職員が自じ慢まんしてたわ。そのかわり、部屋が熱せられてサウナ状態だと思うけどね。ふふふ……」

　陽成美はいたずらっぽく笑った。

「地味な嫌いやがらせだなあ」

「それくらいしてもいいでしょ。こっちは仲間を殺されかけたのよ。……っと、長時間の照射はやっぱり疲つかれるわね」

　額の汗あせをぬぐった陽成美は、液晶画面から指を離はなした。

　すると、光の柱も消える。




　その日のニュースで、『長野県山中に光の柱が出現』と報道された。

　ちょっとした宇宙人騒さわぎに発展したそれを、Ｔ２Ｔ一同は笑いながら観みた。







　中二病研究機関アグリツパ日本支部襲しゆう撃げき時じにおける天川博士の通信から抜ばつ粋すい




　夜会陽成美の『太陽の柱サンシヤイン・ピラー』により、敵対中二病研究機関アグリツパ──ファウスト──に、日本支部の場所が漏ろう洩えい。武装集団による襲撃を受けた。

　混乱に乗じて実験体の大半が脱だつ走そう、データベースにも甚じん大だいな被ひ害がいと盗とう難なんの形けい跡せきが見られる。

　現時刻をもって日本支部を放ほう棄き。全機関員の退たい避ひを開始する。

　夜会陽成美の処しよ遇ぐうについては、強制回収はこちらに被害が出ると予想されるため、観察の継けい続ぞくを進言する。

　日本支部の態勢が整った後、処遇の再検討を行うべきである。

　二十号の監かん視し役としてつけていた坂さか詰づめ連矢からも、「夜会陽成美に打だ倒とう中二病研究機関アグリツパの意思なし」と報告を受けている。下手につつくよりも、現状維い持じが妥だ当とうであろう。

　以上、私は本研究所と運命を共にする。







　エピローグ







　連れん矢やとの死し闘とうから三日後。Ｔテイー・２ツーＴ・テイーメンバーと寮りようの管理人さん、そして二は十つ里りは朝の駅にやってきていた。

　全員、治ち療りよう系能力者のおかげで傷は完治し、体力も回復しつつある。

　管理人さんは日本刀の龍りゆう神じん丸まるを帯刀している。

　なんで見送りにまで武器を持ってくるんだこの人は。

「どうしても行くのか？」

「行く」

　俺の問いかけに、白いワンピース姿の二十里はいつもの低いテンションで小さく頷うなずいた。

　ちっ……最後までクールな奴だ。

「クールキャラ勝負は引き分けってところだな」

　悔くやしさでちと涙なみだが出るぜ。

「愛まな日びはもうすぐ目を覚ますと言った。私は愛日をあそこから助けないといけない」

　二十里は淡たん々たんと続ける。

　くっ……俺のクールレベルなんて眼中にないってか。

「あそこ、ってのがどこかはあえて訊きかないけど、その前にあなたは治療でしょ」

　管理人さんが二十里にちょっとキツい口調で言った。

「でも……」

「能力とは関係ないタイミングでくる頭痛、どんどんひどくなってるでしょ？　洗脳の副作用よそれ。すぐにでも治療を始めないと命に関かかわるわ。そうなったら愛日さんとやらを助けるどころじゃないでしょ？」

「うぅ……」

　二十里は納なつ得とくしていないようだ。

「知り合いにそういう治療に詳くわしい人がいるから頼たよりなさい。紹しよう介かい状は持ったわね？」

　この管理人さんはなんでそんな人脈を持ってるんだ。

　剣けんの腕うで前まえといい、謎なぞすぎる。

「もうリライトも使えないんだし、無茶するな」

　俺は二十里に諭さとすように言った。

　連矢を引き渡わたす前に、二十里の能力を使い『陽ひ成な美みは学園でのいたずらに全力である』と思い込ませておいた。連矢は中二病研究機関アグリツパに戻もどってこのことを報告するだろう。

　二十里が中二病研究機関アグリツパ本部に『夜や会かい陽成美は中二病研究機関アグリツパを潰つぶそうと企たくらんでいる』と報告してしまっていたため、そのフォローだ。

　これで当面は陽成美が中二病研究機関アグリツパに連れ戻されることもないはずだ。

　それと同時に二十里のリライトも二回使いきってしまっている。

　もう一度使えば『二十里を処分した』というリライトが解除されてしまう。

　リライトが使えないとなれば二十里も無理をしないだろう、という思おも惑わくも陽成美にはあったのかもしれない。

　もっとも、二十里が能力を使い切ることを快かい諾だくしてくれたからこそだが。

「でも、あんなところに愛日を置いておけない……」

　二十里は悔しそうに拳こぶしを握っている。

「少しだけ我が慢まんだ。体を治せ。そして治ったらＴ２Ｔを訪ねてこいよ。俺たちが助けてやる。なんたって俺たちは中二病を楽しむ会Ｔ２Ｔだからな。人工だろうがなんだろうが、中ちゆう二に病びようを楽しませてやるぜ！」

　俺はニヒルな笑え顔がおで親指を立てた。

　キマった？　ねえねえ、キマった？

　俺はちらりと陽成美を見た。

「会長のセリフをとってんじゃないわよ！」

「あいたぁっ!?」

　なんで頭にチョップ!?

　せっかくのかっこいいシーンが台無しだ。

「ドヤ顔がむかつくけど……慧けいの言う通りだわ。愛日さんを助けに行くときはあたしたちも必ず呼ぶこと。いいわね？」

　陽成美は指で鉄てつ砲ぽうの形を作ると、「ばんっ」と二十里を撃うつ真ま似ねをした。

　二十里はキョトンとした顔で俺たちを見回していたが、やがて片方の目から涙を一ひと粒つぶだけこぼし、口の端はしを微かすかに持ち上げて頷いた。

　その様子を穏おだやかな笑顔で見守っていた管理人さんが龍神丸を抜き、二十里の頭上に掲かかげた。

「あなたの人た生びに、幸さちあらんことを」

　管理人さんの言葉に続いて俺たちも敬礼をした。

　陽成美と俺は警官のように伸のばした手を額に添そえて。ベルは遅おくれてそんな俺たちを真似て。絵え麗れ奈なだけはウィンクと投げキスをしていたが、俺たちを見て恥はずかしそうに小さく敬礼をした。

　龍神丸がキラキラと朝日に煌きらめく。

　うーん……感動的なシーンだなあ。

　二十里はそんな俺たちを見て、

「あ、はい。がんばる」

　とやや引き気味に頷いたのだった。

　反応薄うすっ！

　こっちが恥ずかしくなるわ！

　みんな同じ気持ちなのか、それぞれに頰ほおを搔かいたり、地面を爪つま先さきでつついたり、口笛を吹ふいたりしている。

　そっと刀を鞘さやに収める管理人さんもちょっと頰が赤い。

　二十里はふと真剣な表情になると、言いにくそうに口を開いた。

「みんな、あらためてごめなさい……私、あなたたちにひどいことした」

「中二病患かん者じやのためにやったのでしょう？　だったらあたしと同じじゃない。それに、悪いのは中二病研究機関アグリツパだわ」

　陽成美は人差し指をピンと立てて、二十里に笑顔を見せた。

「うむうむ。同じというか、むしろ陽成美の方がひどい行動たくさんしてるしな。なあ、ヤッカイさんよ」

「ヤッカイさん言うな！」

　俺のもっともなツッコミに、陽成美はなぜかご立腹だ。

「誰だれかの恋こい人びとを奪うばったとかじゃなし、大した問題じゃないわ」

　絵麗奈の優先順位については何も言うまい。

「ベルはね……えっとぉ……よくわかんない！　（こう言っておくのが一番かわいいよね）」

　後半も口から漏もれてるんだが、いつものベルだ。そっとしておいてあげよう。

「こんな連中だし、気にすることないわ。もし気にするっていうなら……そうね、あたしの手足となって働いてちょうだい」

　陽成美は二十里に向かって右手を差し出した。

　そこは『中二病患者のために働いて』とか言うところじゃないかなあ。

「うん、わかった」

「うわ……今の言葉、後こう悔かいしなきゃいいけどなあ」

「ちょっと慧！　どういう意味かしら!?」

　そのまんまの意味だが！

「ひどいことと言えば！　ベルを盾たてにした件！　おわびしてもらってないよ！　あの代だい償しようは高くつくんだからね！　ぐたいてきにはジャンボパフェみっつくらい！　ふふふ……こんなときでもパフェをようきゅうしちゃうベルってば、幼女のかがみ……」

「わかったわかった。おごってやるから、その話はあとでな」

「やっぱり扱あつかいがぞんざいだよ！」

「ふふ……っ」

　そんな俺たちのやりとりを見て、二十里が小さく吹き出した。

　やはり、女の子は笑顔が一番かわいい。

「ありがとうみんな。また来る」

　二十里は小さくだが、確かに微笑ほほえんでそう言った。

「「約束だからな（ね）!!」」

　俺と陽成美の声がきれいにハモった。





愛日　　「私からもお礼を言わせて下さい」






　視界の端はしに突とつ然ぜん、見慣れたウィンドウが出現した。
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「能力が勝手に……え？　愛日!?」

　空を仰あおいだ二十里の手には、ぼんやり朱あかい輝かがやきを放つ珠たまが出現している。





愛日　　「二十里の能力を借りて、最後のご挨あい拶さつに来ました」






「さい……ご？」

　二十里は今にも泣き出しそうだ。





愛日　　「この私は二十里に私の能力をコピーする際、二十里の中に意識の一部を捕とらわれた存在。もうすぐ消えてしまいます。そして、私の本体はじきに目を覚ますでしょう。その時までに、二十里が本当の自分を取り戻していることを願いますよ。安心して、必ずまた会えます。次に会うときはお互たがい元気な笑顔でね」






「愛日……うん……うんっ！　絶対会いに行く！　会いに行くから！」

　これまで失っていた感情があふれ出したかのように、二十里の切れ長な目からぼろぼろと涙がこぼれた。

　別れることへの涙だろうか。それとも、もう一度会えるという希望の涙だろうか。いや、その両方だろう。





愛日　　「ちゃんと泣けるようになったのね。みなさん、本当にありがとうございます」






「礼には及およばないわ。なんたってあたし達はＴ２Ｔだもの！」

　陽成美は少し頰を赤らめ、ぷいっと横を向いている。素す直なおじゃないなあ。





愛日　　「それでは今度こそしばしのお別れです。また、お会いしましょう」






　二十里の掌てのひらで、朱い珠が砕くだけ散った。

　二十里は再び能力を発動させるが、愛日からの返事はない。

「待って愛日……もう少しだけ話を……まなびいぃっ！」

　能力を解除した二十里は、涙でぐしゃぐしゃになった顔を隠かくすように俺の胸に飛び込んできた。

　俺は震ふるえるその肩かたをそっと抱だきしめる。

「愛日さんは絶対助けてやる。俺も会ってみたいしな。だから必ず俺たちを頼たよって来い。いいな？　そしたら、みんなで美お味いしいものでも食べに行こうぜ」

「ふえっ……？」

　二十里は涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を呆ほうけさせ、俺を見上げた。

　そして、何度も小さく頷うなずくと、俺のワイシャツで涙と鼻水をぬぐった。

「二十里ちゃん！　休学するんだって!?」

　そこへ突然走って現れたのは、一昔前の不良のような雰ふん囲い気きを放つ男子生徒だった。

　ええと……昭あき康やす、だっけか？　二十里の転校初日にナンパしていた男だ。

「だれ……？」

　首を傾かしげる二十里。

「だれだっけ？」

　陽成美も覚えていないらしい。

「くっ……なんて扱いだ！　まあいい！　いかないでくれ二十里ちゃん！　キミのような合法ロリが次にいつ現れるかわからない！　オレとつきあってくれ！　ばんざい合法ロリ！　うおおおおん！」

　昭康は今にも泣きださんばかりの勢いで叫さけんだ。

「きもちわるい……嫌いや」

「はうっ！」

　ぽつりとつぶやいた二十里に胸を押さえた昭康は、恍こう惚こつの表情で地面に倒たおれ伏ふした。

　何しに出てきたんだお前は。

「それに私は……」

　二十里は俺をじっと見つめ、ふいと目を逸そらした。その後順々にＴ２Ｔメンバーを見ていく。そして、深く頭を下げると、それきり振ふり返ることなく改札の中へと消えていった。

　やがて、ホームから二十里を乗せた電車がゆっくりと走り出した。

　フェンスの向こう側を走る電車に二十里が乗っている。

　俺達も電車に向かって一いつ斉せいに手を振った。

　風になびく銀色の髪かみをかき上げ、小さくこちらに手を振り返してくれた。

　ついでに昭康も飛び上がりながら手を振っている。

　こいつのせいでなんだか色々台無しだ！




「ん～っ、さてと！」

　電車が見えなくなると、陽成美がぐっと伸びをしながらこちらを向いた。

「な、なんだよ……」

　嫌な予感しかしないぞ。

「あたし達は今できることをしないとね」

「恋こいね！」

　絵麗奈が目をキラキラさせて手を上げた。

「あんたはそればっかよね！　どっかてきとうな男でも拾ってきなさいよ！」

「いやよそんなの。私は慧にするわ」

「ええっ!?　俺っ!?」

　絵麗奈の奴やつ急にどうしたんだ。

「ついに俺のクールさに気付い──」

「慧のちょっと抜ぬけてるところとか……」

「ちょっと……？」

「えれなおねえちゃん、ヘタレ好き？」

　陽成美とベルが口々につっこむ。

　俺への評価が不当すぎる！

「やさしいところとか……」

「まあ、それはあるわね」

「うん。ベルにやさしくしてくれるのはおにいちゃんくらいなの」

　あれ？　珍めずらしく褒ほめられた？

「たまに熱いところとか……」

「意外と根こん性じようあるわよね」

「かっこいいの」

「クールなところとかな」

「「「だからそれはないって」」」

　せっかく自然な流れで混ぜ込んだのに、声をそろえて否定された!?

「絵麗奈が慧を好きなのはよくわかったわ」

　陽成美が腕うで組ぐみをしながら頷いた。

「ま、まだ好きと決まったわけじゃ……」

　顔を赤くした絵麗奈は、ちょっと下を向いてつま先で地面をほじっている。まるでドリルのように地面がえぐれていく。

「でも言ったでしょ。Ｔ２Ｔ内での恋れん愛あいは禁止だって」

「アイドルじゃあるまいし！　その決まり、一番困るのは陽成美なんじゃないかなあ？」

「な、なんであたしが困るのよ」

「陽成美だって慧のこと好きでしょ」

「ふえっ!?　そ、そんなことないわよ！」

　今度は陽成美が赤くなる番だった。

　なんなのこの展開！

「そうかなあ？　校内ではすっかり夫ふう婦ふ扱いよ？」

「「なんでこんなのと！」」

　俺と陽成美がそろって抗こう議ぎの声をあげる。

「はいはい。息がぴったりですねー。ごちそうさま」

「「うう～」」

　お互いに目を合わせた俺と陽成美は、口をもにょもにょさせながら視線を外した。

「陽成美……ほんとに俺のこと……」

　ちらっと陽成美に視線を向けつつ、おそるおそる訊きいてみるが、陽成美は頰ほおを膨ふくらませてぷいっと横を向いた。

「そんなわけないでしょ！　部下に懸け想そうなんてみっともないわ！」

「ですよねえ……」

　ちょっとしょんぼりしてしまった自分が嫌だ。

「そんなことより！　二十里がいつ助けを求めてきてもいいように、Ｔ２Ｔの活動をがんばるわよ！　いいわね！」

「はいはい」

　俺はクールにひょいと肩をすくめてみせた。俺はＴ２Ｔの夜会陽成美を応おう援えんしようと決めたんだ。だから、陽成美がそう言う以上、反対する理由はどこにもない。

「まったく……素直じゃないんだから。じゃあ私は慧と組むわね」

　絵麗奈が俺に腕をからませてきた。

　当たってる！　当たってるから！　当たってるというか挟はさまれてるから！

「ちょっと絵麗奈！　何してるの！」

「ベルも！」

　俺の背中にベルがぶら下がってきた。

　く、くびがしまる……

「あなたたち！　組み合わせは会長たるあたしが決めるんだから！　慧はあたしと組むの！」

　陽成美が俺と絵麗奈を引きはがそうとする。

「えー？　なんで？　別に慧のことを好きじゃないんでしょ？　だったら譲ゆずってよ～」

　絵麗奈が陽成美を目で挑ちよう発はつする。

「す……すきなんかじゃないけど、あたしが慧と組むの！　ほら、えっと……能力の相性的にもいいし！　文句あるなら退会よ！」

「わかったわ」

　絵麗奈はあっさりと俺から離はなれた。ちょっと名な残ごりおしいような……。

「珍しく素直じゃないの」

「ふふふ……今日はこの辺にしといてあげるわ。あまりいじって覚かく悟ごを決められても困るしね」

「そうだねえれなおねえちゃん。あんまりからかって進展されてもこまるし。ふふふ……」

　絵麗奈はベルと揃そろって含ふくみ笑いをしている。

「なんかひっかかるが、とりあえずパトロールでもいくか！　陽成美とペアを組むことに異論はないからな」

「ペ、ペア!?」

　陽成美は目を見開いてこっちを見た。

「どうせ他意はないのよ……まったく、驚おどろかせてくれるわ……」

「何をぶつぶつ言ってんだ？」

「なんでもないわ！　行くわよ！」

　陽成美は俺の手を取ると、校舎へと歩き出した。

「引っ張るなって」

「ぐずぐずしない！　こうしてる間にも中ちゆう二に病びようで困ってる人があたしの助けを待ってるのよ！　今日のノルマは一人三件！　はりきっていくわよ！　こなせなかったら罰ばつゲームだかんね！」

「無茶なノルマを課すブラック上司だこれ！」

　抗議もむなしく、陽成美は俺の手を強く握にぎりしめてぐいぐい引っ張っていく。

　真まっ直すぐに前だけを見み据すえるその目は頼たのもしくもあり、少し危なげでもある。

　いつも振り回されてばかりだけど──

「ほんとに困った時は必ず守ってやるからな……」

「ふえっ？」

　陽成美が急に立ち止まり、振り向いた。

　まさか口に出てた!?

「えっと……クールだろ？」

　ごまかしてはみたものの、どうせ否定されるんだろうなあ。

「うん……信じてるわ。ずっと……ずっとね」

　上うわ目め遣づかいではにかむ陽成美は、今までみたなかで一番俺の鼓こ動どうを高鳴らせた。

「ちょっと！　ふたりともなに見つめ合ってんのよ！」

「ずるいよひなみおねえちゃん！」

　追いついてきた絵麗奈とベルがわめいている。

「うっさいわね！　あなた達も頼たよりにしてあげるから、みんなの中二病で世界を革命するわよ！　中二病の住みやすい世の中に！」

　また大きくでたな！

　だが、陽成美なら本当にいつかやってのけるのではないかという予感がしてしまう。

　これからも陽成美は周囲の人間を困らせていくのだろう。

　それと同時に、たくさんの人を救うに違ちがいない。

　そんな陽成美と出会えたのは中二病のおかげだ。

　中二病になってよかったこと、苦しかったこと、たくさんあった。

　だが今なら俺は、中二病にかかって良かったと心から言える。

　そして、そう思える人を一人でも増やしたい。

　陽成美と一いつ緒しよに。

　ずっとずっといつまでも……陽成美がヤッカイさんと呼ばれなくなっても。





了









　あとがき







　はじめまして──の方はあまりいらっしゃらないかもしれませんね。二巻を手にとっていただきありがとうございます。日ひの原はら裕ひろ光みつです。

　二巻にして最終巻となりましたが、楽しんでいただけたでしょうか。

　慧けいや陽ひ成な美み達のドタバタを皆みな様さまにお届けできる機会はこれで最後となってしまいますが、たまには彼らのことを思い出してもらえたら嬉うれしいです。

　慧と陽成美はもちろん、絵え麗れ奈なやベル達の人生はまだまだ続いていきます。

　二冊では描えがききれなかった過去もあります。

　ここでそのあたりのことを書き始めると止まらなくなるので止やめておきますが、よかったら色々想像してみて下さい。

　彼女達もきっと喜ぶでしょう。

　いっそのこと、彼女らと結けつ婚こんしてくれても良いんですよ？

　他の作品に嫁よめがいる方々も、作品が変われば浮うわ気きじゃないですから！　たぶん！







　さて、テンション高めを意識してお送りしているあとがきですが、前巻ではちょっとやりすぎました。

　あまり反省はしていませんが、同期受賞された先生方の作品を読んで、自分だけテンションがおかしいことに恥はずかしい思いをしたこともまた事実。

　決して悪目立ちしようとかそういうことを狙ねらったわけではなく、あとがきを楽しみにしてくれている読者様もいらっしゃるだろうから、何かネタをしこまないといけないという強きよう迫はく観かん念ねんにとらわれまして……。

　キャラとの座談会なんかをやろうとも考えたのですが、それはさすがに自重しましたよ！

　……誰だれに言い訳をしているのやら、という話です。

　ところで皆様はあとがきを先に読む派でしょうか、それとも後に読む派でしょうか。

　私は後者です。あとがきとは、舞ぶ台たいで言うところのカーテンコールのような位置付けだと感じているからなのですが……こんなあとがきを書いている私が言っても説得力がありませんね！

　余よ韻いん台無し！

　あれほどあこがれていたあとがきだというのに、なぜこんなことに。

　書店であとがきを立ち読みして、あとがきが面白いからという理由で購こう入にゆうするくらいあとがきが好きなのに。

　なぜ私は最終巻のあとがきであとがきへの想いを綴つづっているのでしょうね。

　一巻を買ってくれた友人達が口を揃そろえて、本編の感想より前に「あとがきが──」と言っていたからかもしれません。

　ネ、ネライドーリナンダカラネ！




　それでは謝辞です。

　イラストの有あり子こ瑶よう一いち様。肉感たっぷりのエロかわいいイラストをありがとうございます。二巻を執しつ筆ぴつ中は陽成美達のビジュアルが目に浮うかんだおかげで、いつもの数割増しの勢いで執筆できました。陽成美達にビジュアル面から命を吹ふき込んでいただき、ありがとうございました。

　担当編集様。いつも目から鱗うろこで的確なご指導ありがとうございます。次回作はもっとたくさんの読者様を楽しませることができるようなお話を書きたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　友人達。いつも遊んでくれてありがとう。辛つらいことがあったとき、元気をくれるのはいつもあなたたちと二次元です。でもって、ちょっとアレなキャラを思いつくのもあなたたちのおかげです。

「主人公のモノローグが日の原の声で再生される」と数人に言われたのですが、どういう意味かさっぱりわかりません。

　慧と日の原はあまり似てないと思うのです！　そりゃ、作者の一部はどうしても反映されるけれども！　一体どこが似ているというのか、今度聞いておきたいと思います。

　返答内容によってごちそうの準備をするか、月の無い夜にでかける準備をするか考えましょう。

　そしてそして、読者の皆様。二巻までお付き合いいただきありがとうございました。皆様がいらっしゃるからこそ私は書くことができます。次回作ではもっともっと皆様を楽しませることができるお話を書きたいと思います。




　次回作は鋭えい意い創作中です。

　書きたいお話、皆様に楽しんでいただけそうなお話、書いてみたいけれどとても売り物になりそうもないお話、色々とアイディアはありますが……さてさて、どうなることやら。

　書店でみかけましたらぜひ手にとってみて下さい。

　それではまたお目にかかれることを願って。




　二〇一三年初夏

　側室（美み々み野のく○み）と反省会をしながら。


日の原 裕光












ウチの彼かの女じよが中ちゆう二にで困こまってます。２








日ひの原はら裕ひろ光みつ
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